


社団法人 日本建築協会

I日本建築協会8 0年史 1917- 1996J  

増刷頒布申頒価 3 ，0 0 0円

1999年 7 月に発刊した旧本建築協会80年史 1917- 1996J

は、各方面から好評をいただいておりますが、このたび、皆

様の強いご要望により、増刷 ・頒布することにいたしました。

大正 6 年 3 月30日に関西建築協会として誕生した日本建

築協会の80年の歴史を、様々な事業や委員会活動を通じて、

また、本会設立者の片岡安、武田五一以降現在までの会員

たちの社会活動を通して知ることができる記念誌として、

A4-'Fl J ・240頁にまとめています。

とくに、協会草創期の大正昭和初期の片岡安ら協会のメ

ンバーと当時の大阪市長 。聞 との交流を物語る一文は、

大阪の都市計画史、あるいは関西の建築人物誌ともなって

います。本会の歴史を知るだけでなく、建築を通して、それ

ぞれの時代の雰囲気を身近に感じることができる大変貴

重な資料となるものです。

購入ご希望のかたは、下記要領でお申し込み下さい。

*  

申 込 先 社 団 法 人 日 本 建 築 協 会

〒530- 0001 大阪市北区梅田 1- 1- 3- 2100

TEL  06- 6348- 0635 FAX 06- 6348- 0634 

頒 価 1部3，000円( 税・送料込み)

※ 増刷部数には限りがございますので、お早めにお申し

込み下さい。

1' ，'，削 'ι

「日本建築協会80年史j

A4半Ij ・240頁・並製本

- 日本建築協会の沿革/ 委員会活動/ f建築と社会」の変遷/

大正時代から現在までの本会主催の博覧会・展覧会・講演会/ よ

ろず相談住宅展/ 青年建築家・青年技術者顕彰/ 工高生デザイ

ンコンクール入選者etc

・日本建築協会創立者と会を支えた38人のプロフィル (片岡 安・

設楽貞雄・武田五ー ・池田 賓・波江悌夫・竹腰健造・尾崎久助・

東畑謙三・塚本猛次・福田朝生・佐野正一・葛野社一郎・償漬 勉・

松本高象・宗 兵蔵・園部文雄・日高 併・野村一郎・古宇田

「松室重光・松井貴太郎・安井武雄・中還誠一郎・坂 静雄・今林

彦太郎・井上新二・松本儀八 ・池田宮彦・銭高輝之・中西六郎・

大林芳郎・鴻池藤一・伊東五郎・竹中鎌一・鷲尾健三・松村雄吉・

機尾義貫・足立 孝)

・座談会「戦中から戦後初期の協会活動J 一尾亀湾四郎・大林

芳郎・小西 岬・佐野正一・4黄尾義貫・三品哲夫の6氏による終戦

前後の協会活動の証言ー

*  

- 執筆ワーキンググループ

坂本勝比古/ 安達英俊/ 石田潤一郎/ 植松清志/ 梅宮弘光/

桐浴邦夫/ 酒井一光/ 橋寺知子/ 山形政昭/ 吉田高子/ 和田

康由

・80年史編纂委員会

長谷部朔郎/ 安達英俊/ 近藤達夫/ 谷淳之介/ 十倉 毅/ 原

見昌志/ 和田康由/ 吉田悦二

「日本建築協会の遺産と功績J (坂本勝比古) より 「草創期の人身」より片岡安の項



日本建築協会

A tt. 

冨回

日 時 お02年3月9日( 土)

13: 00-ー15: 00

講 師 中 村 昌 生

京都工芸繊維大学名誉教授

集合表千家会館1 F 玄関ホール

京都市上京区寺之内通新町西入

* 地下鉄「今出川j 駅より徒歩約10分

前屋敷の茶室にも

その額を掛けてい

たことに由来する

といわれています。

千家には少庵が深

三畳台目をつくっ

ていたことがあり、

台目構えの手前座

の前方に茶道口が

あいている特色は

現在まで受け継が

れています。 また

外観や室内の繕成、

手法に草庵茶室の

典型が示されてい

るといわれています。

また医醗に建つ「残

月亭」は 、利休が

緊楽屋敷に建てた

「色付九問書院J

を受け継ぎ、少庵が千家に写したもの

といわれています。書院の名前は、秀

吉が上段の角の柱にもたれて明け方に

残る月を窓からめでたことによるとい

われています。千家に写す際、規模を

縮小したり、茶室の位置関係も変遷が

あるようですが、不審奄での点前の後、

客をもてなす場として最高の演出効果

を考慮したものといえるでしょう 。

(森田芳次)
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定 員 50人

* 申込者多数の場合は抽選

参 加 費 会 員 3，000円、一般 4，000円

学生1，000円引 * 税込

申 込 3月1日( 金) までに、ハガキ 、

F AX、電話でお申込み下さい。

①催し名茶室見学会

②氏名

③個人会員団体会員・一般の別

④職場・学校名

⑤参加証郵送先

@ 漣絡先電話番号

をお知らせ願います。

* 参加証を3月4日(月)に発送します。

申込先 (社) 日本建築協会事業課

今回は、昨年春に開催されました第 1

回「茶室講演会J をうけまして、妙喜

庵の茶室「待庵J に引き続き、京都市

上京区の表千家「不審奄j を見学します。

不審奄は、はじめ千利休か' 建て、利休

の死後、孫の宋旦が建てた床なし一畳

半を経て、曾孫にあたる江容が父宋旦

と図って千家に建てた平三畳台自の草

庵茶室です。不審篭という名前は利休

が普から使っていた庵号で、大徳寺門

大阪市北区梅田1 - 1 -3ぞ100

T Eし06- 6348心臼3

FAX. Oら6348-0634

〒530-0001

主 催 (社) 日本建築協会

事業委員会見学会小委員会

担当主査 森田芳次/ 安井建築設計事務所

日 時 2∞2年3月25日( 月)

14: 0ひー16: 30

講 師 寺井良博/ 大阪市住宅晴樹企画主幹

渡辺一郎/ 安井建築議十事務所統括主任

後藤幸満/ 鹿島・前回・中林J V所長

集 合 現 地 現 場 事 務 所

大阪市浪速区桜J l 11-2・3

* 地下鉄・JR' 近鉄「なんtiJ 駅

より徒歩約5分

定 員 50人

* 申込者多数の場合は抽選

参 加 費 会 員 500円、一般 1，000円* 税込

申 込 3月15日( 金) までに、ハガキ、

F以 、電話でお申込み下さい。

① 催し名湊町リバープレイス見学会

②氏名

③個人会員団体会員・一般の別

④職場・学校名

G活動日証郵送先

軍漣絡先電話番号

をお知らせ願います。

* 参加証を3月18日( 月) に発

送します。

申込先 (社) 日本建築協会事業課

大阪市北区梅田1-1-3ε 100

T Eし06- 6348-Q633

FAX. 06- 6348- 0臼4

〒530-Q001

主 催 (社) 日本建築協会

事業委員会見学会小委員会

担当主査熊野健司/ 大阪市住宅局企画部

大阪・難波 (ミナミ) の賑わいを活性化し、 建物の施設内容は、約1500人収容のスタ

道頓綴川の水辺を生かしながら湊町地区 ンテrィングホールと、オフィス、j苫舗、パーキ

まで拡大させる、という狙いのもとに湊町再 ングエリア休憩所、そして水辺に広がる立

開発地区計画が始動した。 体的な広場等があり、新たな都市の賑わ

湊町エリア全体の計画の中でも最北端に いを創出する機能を持たせた。

あり道頓堀川に面した、この“ 湊町リバー また、隣接工事として、なんばウオークや

プレイス" の敷地内には、既存の施設で、 OC A Tからつながる東西地下通路工事、

地下にJ Rの引き込み線があり、また地上 河川整備工事、周辺道路整備工事等が

には阪神高速道路が走っている。その中で、 ある中、総合的な都市形成にも提案を行

新設部では、阪神高速道路工事のパーキ っている。

ングエリア、 ON' OF Fランプ等を内包しな 外観のデザインは、多数の阻害条件から

がら、集客施設機能を実現させる、建築土 必然性を整理した上、正八角錘のダイヤモ

木融合を意図した計画である。 ンド型をしたユニークな建物形態を採用す

ることにより、ミナミの新しL 、文化拠点を強

く印象付け、ランドマークとなることを狙って

いる。 ( 渡辺一郎)

湊町リバープレイス

見学会

- 挫築概要

所 在 地 大 阪 市 浪 速 区 淡 町1-4

IH 途 音 楽 ホ ー J レ、立体広地ほか

発 注 昔 大 阪 市

設 計 監 理 大 阪 市 住 宅 局

安井建築設計事務所

施 工 鹿 島 前 田 ー 中 村 、J V

敷 地 而 積 約 16，2∞m'

組l築 而 積 約10，9∞m'

ｾ床面積約 Ｒ Ｑ 瓜ｬｏ ｭ ・

構造規模 SRC' 一部5 、B2' 7F

工 期 l鈎9年3月一2∞2年 3 月( 予定)

建築と社会 . 2002. 2 1  



平成13年度

建築工事実務講習会

主催 ( 株) 日本建築協会

- 趣旨と内容 . 科目・講師

・官公庁・設計事務所 ・建 諜 を は じ 施工計画

め、設備・営絡など幅広い分野の有

能な校術者を養成する目的をもって、 ・仮設・地下工事 関 川 詞 之 氏

講習会を開催します。 大成建設(綜)関西支庖建築部工事計画室次長

仮設見積・積算

- 仮 設 見 積 金 津 稔 氏

(株)大林組本庖建築生産技術部副部長

- とくに取りつきにくい施工計画と仮 ・上部工事・工程佐賀 久氏 ・ 積 算 業 務 高 熊 満 氏

設見積、現場実務の基礎である積算 神戸大学大学院自然科学研究科後期1事士課程 (株)竹中工務倍大阪本庖見積部見積担当副部長

業務に重点をおき講義します。

- また、都市環境の変化に伴う法令・ 施工計画はその良否が、いかに能率よ

規準の改正なども加え 、技術の進歩 く、品質を確保し、安全で、経済的に

に即応した気鴎の習得をはかります。 本体工事を施工するかの鍵をにぎって

・「積算業務j では建築数量積算基準 います。仮設から仕上げ、設備にいた

にの っとり 、また「仮設見積」では る工事全般について、適切な施工計画

S 造 ・地下 1 階 ・地上13階建事務所ビ をいかに立案するか、その要点をわか

ルをとり上げ、わかりやすく解説し りやすく説明します。

ます。 *

. 申込要領 と き 平 成14年 3 月13日(水)

下記受講申込書障の受講希望科目を線で 午前9時~午後5時

囲み (両科目とも受講される場合は、 ところ 大阪府建築健保会館'6階ホール

両方を線で囲んで下さい)、 必要事項 (大阪市中央区和泉町2-1-11)

をご記入の上、受講料を添えて本会事 定 員 1∞名

業諜までお申し込み下さい。 ( 受講料 受講料 10，∞o円 (テキスト代、消費

は銀行振込・郵便振替でも可。但し 、 税を含む)

その場合お払込みいただく前に、必ず

受講申込書 を郵便かF AXでお送りくだ

さい。) 引換えに受講券をお送りいた

します。

※ 定員に達し次第締切ります。

・申込先

(社) 日本建築協会

〒臼G∞01 大阪市北区梅田1-1ふ 2100

(大阪駅前第 3 ビル21階)

T Eし(06)臼特. { ) 633 FAX.  (06)閃 特ω3 4

・ 受 付 時 間 毎 日 、午前 9 時半~午後

5 時半。但し、土・日・祝日を除く 。

・詳細は、事務局事業諜へお問い合わ

せください。

. 受講料振込口座番号

・取引銀行

三井住友銀行高麗橋支庖

仮設工事費は全体工事費に対して大きな

比率を占めているにもかかわらず、単に

床函館たりとか請負金比率といった概

算で見積りされている場合が多いのか現

状です。ここでは、施工計画に基づいた

合理的で温室な見積芳法を鯖見します。

また、コスト算出の基盤は正しい霊湿t積

算にあります。正確な数量の算出が厳し

い環境にも即応したコスト計画は、生産

過程の基礎でもあり、社会的にもますま

す重要視されてきています。

ここでは、建築妓術者として必要な積算

基準に沿った実務及ひ.チェ ックポイント

の第識が身につくようにわかりやすく解

説します。

*  
と き 平 成14年3 月20 日(水)

午前9時~午後5時

ところ 大阪府建築健保会館・哨ホール

(大阪市中央区和泉町2-1・11)

定 員 1∞名

受講料 10，∞0円 (テキス卜代、消費

ーーーーー ーーー ーー ーーーー ー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーキ リ ト リ 線ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー司ーー ー ーーー ーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

平成13年度建築工事実務講習会 受 講 申 込 書

社団法人日本建築協会御中

郵 便 番 号 受 講 者 氏 名

pJi 在 I也

事( ま業たは所氏名名)  

担 当 責 任 者

電 話 番 号

年 齢

受講料支払方法 - 事務局へ持参 - 現金送金 - 銀行振込 - 郵便振替 いずれかにO 印を付して下さい。

2  

凶L 一一一一一一

平成14年 月 日

受講希望科目 ※両両科方を目線ともで受囲講んさでれ下るさ場い合。は、

施 工 計 画 仮設見積 ・積算

施 工 計 画 仮設見積 ・積算

施 工 計 画 仮設見積 ・積算

施 工 計 画 仮設見積 ・積算

主主受必'1'込、" が足りないA組合は、被写して下さい



今 11の表紙

袋紙デザイン/ 田村昭彦

企画/ 倉淵奈子子

建築写真/ 河合止揚

・III 野義製薬中央研究所

，1古 川/ 地尉巾 ー

施工/ 竹中工務的

措 仁/ 昭何回6年

所( F. J也/ k 阪市制向1><: 鷺洲

. '1' 燥に立ち. 簡潔な プロポ ー

ショ ンを持つ J レーパー に取り凶

まれていると、それがつ くるリ

ズミカルなl " i . が、 '. ーからド皐りて

くるよう主，心 j也がします この

ルーパーは. 建物本体から突き

IHした庇の先に l ( l ( り付けられ外

明を包み込み、消 J( な影を生み

mしています

後19I に以する板 .(tのこの作品は、

コの字惜の配附から . 1Hに対し

てB崎い込むようなI l l i で. そして

糠とした必併でそこ にあります

( .(Ti川奈千 f )

・特集予告

3 月号/ 東海支部会員作品

愛知・名古屋 - 21世紀・

大都市の再生と活性化

の動吉一

4 月号/ 生活環境の安全 ・安心

- par t 2-

5 月号/ 塗装のいろいろ
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特集・ 再生・リサイクルー循環型社会をめざして一

[ 総論] 術 保 型 社 会 に お け る 建 築 の 将 米・1り f紀元 16  

循 環 型 社 会 の 形 成 に 向 け た 法 制 度 の 整 備 ( 建 設 リ サ イ ク ル 法 の 概 要 ) ・i.lJ' I' -fl 之 一 一 一 18

完全リサイクルを実証するコンクリートデザイン ・ ｾｦｲｬ ｪ Ｇｴ 文 Ｏ ｉｌｉ 村雅 紀 22 
[各論]
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会告 茶室見学会17表千家不審篭. 湊町リバープレイス見学会 平成13年度建策工事実務講習会

作品作風 国 際 協 力 事 業 団 兵 庫 国 際 セ ン タ ー

京都地方簡易裁判所庁舎 8  

京都劇場 10  

gallery 星が丘の家 (猪口孝時) ・浅 尾 安 12  

建築の眼 イメー ジと色彩. 亀谷義浩 21世紀、都市のどこに住むのか (2)都心居住、都市居住 を考える ・飯倉嘉一 14  

錐 感 ものづく りと素材 - 2 ・八杉政一 極築 を使う立場で・門川i膏仔
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くでん 口伝 を活かす 説 - 間- 知一! (  r読 み 聞 か せ」 で 理 解 し や す く ) ・上原正行

49 
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末ヨーロッH 4大美術 ( t 専物) 館を巡る. スイス・ドイツエコロジー建築視察ツアー2002開催

'I!.J !lt 13年12丹分
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尚早

設 計 監 理・日 建 設 計

施 工.

建 築 : 大 林 組、 浅沼 組、 松 尾 建 設 共 同 企 業 体

電 気 : 住 友 電 設

機 械 設 備 : 三 建 設 備 、 川 崎 設 備 工業 共 同 企 業 体

国際協力事業団兵庫国際センター

計画地は神戸市の中心から束へ約 2 kml こある i H A T神戸J にあり、

北fJl IJ に東部新都心東西線、南側に市民の !'[l いのIおとなる水際広場と

いう好立地 に位位しています。古1>心 型li)fil 彦宿泊施設 として地域泊四i

の厳重展開を考慮し、活気あるまちづくりへｻｩｾ駆 的 に参 加 し、 神

戸らしいしか も研修施設らしい設計としてい ます。

都市的スケールの中での 「通し」の空間

j/i jj 設を高層化し、者JI 市型の研修施設と しての敷地の有効利用を図 り

ながら、本施設のアイデンティティを高めるため、 Ｑ Ｑ， Ｚｾｊｩ 服部は隣篠弘Ｉｦ物

との111] に空間を設け、古11市的スケールでの 「通し j の空間 を設けて

います。 エントランス部は透明感の尚い l吹き抜けさを11¥J とし、歩行者

レベルで 「通し」 の空間 を設け、南北岡田からのアプローチを受け

とめる働きを持たせるとともに、 北fJll J怜線道路から水際空rl¥] へと人々

の視線を誘い海|祭が感じられるまちづくりに只献しています。

開放的で わかりやすい施設構成

本施 設は都心 に立地するこ とから 利使性・ 効率性が向く、それでい

て従来の ｝ｉ ｃａ 国際セ ンターに多い郊外型に負けない、 ￬ ｬｾｊ い やゆとり

のある施設としました 。 このセンターは海外の li)fil 彦只の方々が長JtlJ

IIIJ 滞在される施設であり、心のゆとり、人と人とのつながりやぬく

もりを大切にした設計を心がけました。 エントランスホールの吹き抜

けさを聞を中心に、殺に対してもわかりやすく J) f. Jかれたパ ブ リックな

空間 とセキュリティが目在保され、安心して研修生活が過ごせる研修 ・

宿泊施設との両立を図りました。

自然力を活用した省エネルギー計画

エアフロー屋根による熱負荷の削減と集熱による太陽熱利用、ライ

トシェルフによる効率のよい自然光の利用 、)!!tl の浴( 高M部 l次抜)

からの自然換気や地中熱の利用による外気の予熱など様々な自然カ

を利用 し維持管・理1'1:'1:用の少ない省エネルギー手法を採!lI しました。

所 在 地 一 一 神 戸 市 中 央 区 脇 浜 海 岸 通

敷地面積 一一一 3，759.45 m

建築面積 一一一2，668. 77ni

延 床面積 9，668. 22ni  

( 赤木 |監/ 日佳設計)

4荷造規模 一一一 13F、P 2F 、SRC (低層部) 、S (高層部)

工 期 2000年 3 月- 2001 年 11 月

最 寄 駅 一一一 阪 神 岩 屋 駅 ・J R灘 駅

I量 影 一一一 東出清彦

北 側 外 銀

南 側 外 観

マ南側l車寄せまわり
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正面

空 蝿

8  



作 E彊

Eヨ風

設 計 ・監 理・

最 高 裁 判 所 事 務 総 局 経 理 局 営 繕 課

施 工園

建 築工 事 : 大 成 ・佐 藤 ・ 新 井 特 定 建 設 工 事 共 同 企 業 体

電 気 設 備 ( 電 力 ) 工 事 : 四 電 工

電 気 設 備 ( 通 信 ) 工 事 : 三 和 電 気 土木 工事

機 械 設 備 ( 空 調 ) 工 事 : 第 一 設 備 工 業

機 械 設 備 ( 衛 生 ) 工 事 : 丸 紅 設 備

エ レ ベ ー タ ー 設 備 工 事 : 東 芝 エ レ ベー タ

京都地方簡易裁判所庁舎

京町11地 } j 簡易裁判所は、九太Ilf J 泌を挟んで' ) J t 都御所の l判官111に l而して

位位している 。 II-I J r合は、この地に大正12年に ill 築され、大 H l1築

ならではのJ!J¥l↑!? のある外側から広く市民に親しまれてきた。庁? ? 新

営に、'i たっては、伝統的文化と先進的文化の調和がこの地域の jR仰

の特徴であることに卜分配慮した投訂がなされている 。

御所に l師する r'F合 北1J11Lu:: 同には、低用部を配位するとともに 1111 ' F1i  

のイメージを継承した銅板緑汀色の勾配凶般を設け、大きくゆった

りとした柿えとなっている 。 また、組込には ｲｬｾ Ｇ ，可 木を配して御所の

総との調和を図り、御所からのお; 慨に配f昔、している 。f也} J 、J.ln可i( ij

には、民家との 1mのfi!l 1同IEを 卜分に取るとともに、 地域に和JJ r I される

街路樹のあるさを地を設け、周I l . t lに対する悦党的な圧迫感を平nらげて

いる 。

I'T合内部は、噌加を続ける地域の司法需要への対応と「利mしやす

L 、法判所」の実. ! rl を円指して、必要な談判関係室を機能的に配位す

るとともに、南北の耳泌総と ｾｴＱ ｊＱＱ ｊ 低 用部のＪ￯ｊ ｙ 副Ａｉ ｖｊ 線との交善郎に大

きな吹抜けを設け、 IJf. Jl次感のあるゆとりある空間が生み出されてい

る。 また、各室のネットワーク 化 を図り、裁判事務の O A化 にも柔

軟に対応が可能とな っている 。

このXfr庁合が、 l佳央のある京都の1JI "liz み に淵干uし、国民のT司法に対

する HIJ 待にこれからも大いに応えていく施設となるよう j則的されて

いる 。

⑨ 

丸

太

町

通

配 置 図 1:  1600 

所 在 地 一一一京都市中京区菊屋町 (丸太町通柳馬場東入ル)

敷地面積一一一 10，770. 79rri

建 築 面 積 一 一 - 4，379.41  rri 

延床面積一一一21，567.53rri

精進規模一一一S R C、 B1 F、 5 F

工 期一一一 1999年3 月- 2∞1年 11 月

撮 影一一一山崎浩治/ 伸和

大合問法廷

ラウンドテ ーブル法廷

V 大会様室

竹

屋

町

通

門

4

市



左 頁 上 よ り . 客 席 正 面/ 舞 台 正 面/ 舞 台 正 面

右 買 上 よ り ・ 舞 台 下 手 綱 元/ 客 席 側 壁/ 舞 台 ( 2 階席より )
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言宣言十・

大 林 組 本J苫 一 級 建 築 士 事 務 所

監 理圃

ジ ェ イ ア ー ル 西 日 本 コ ン サ ル タ ン ツ

施 工・

大 林 組 ・大 鉄 工 業 共 同 企 業 体

京都劇場

京都劇場は京都駅ビル内に位凶し、脱却; 静岡の構造架椛を生かして、

客!日 鉾台の全面リニ ューアルを行うことによ って誕生した。

客 日 ｩｾ ｧ ｩｓ :  I坐L15面目白と勾配は、サイト ラインを繰返しシ ミュ レーショ

ンすることで決定した。 また、 営住川 にリズムをもたらす府万l¥壁 、j員L

合 を も た ら す 新 紫材・ l吸音レンガをほ而に配して音響性能を高め、

21'皆仰を可能な限り鉾台に近づけることにより客席と舞台の一体 感

を目立保 して p る。 ζ れらの内装を彩る工財議と赤紫は、日本の伝統色、

互いに補色の関係であることから、京都らしさと同時に的寂 と 高JLi

の相反する形容を体現し 、新しいl知w. Jの独 向性を高めるものである 。

郷台部: プロセニアム、舛台床に可変性をもたせてアクテイングエ

リアの剥盤を可能とし、 62本に及ぶ手動ノ T トンやお脱可能な! 照明卜

ラスを採用するなど、多様な ｩＧ ｾｬ￭ 円に対応できるよう配地、した 。

京都に更なる演劇文化 が発展し、 『五( 1: 11劇場』 が市民に愛される劇

場となることを心から願う 。

(神道 治 神 谷 浩 司 / 大 林 組 )

④ 

o cコ o 0  0  0  0  q  

一一一ーーーーーーーーーーーーーーーーーー- ーーーーーーーーーーーーーーー- "

5階 平 面 図 1  :  1000 

所 在 地 京都市下京区烏丸通塩小路下ル東短小路町901 番 地

改修面積一一一1，213.9 3 m

座 席 数 一一- 943席 ( 1階席/ 695席 2階 席/ 248席)

主舞台一一一プロセニアム/ W1 2.6 ( 16.9) mX H8. 0 (9.5)  m 

奥行き / 1 2.6 m

スノコ高さ・奈落/ 16.5 m・4 m

道具バトン/ 62本 ( 内電動7本)

工 期 一 一 ー2001年6月- 2001年 12月

最 寄 駅 一 一 一 J R京都駅

海 影一一一上諸尚美
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AR CHI T E CT's ぎYE

イメー ジと色彩

亀谷 義浩

ｩ ｾＱ ｲＮＵに行くと色彩に関する本が多数並んで、いる 。 今までこん

なにたくさんはなかったのであるが、色彩検定やカラーコーデ

ィネーターなどの関係で注目されるようになってきたのだろう 。

その中には、色彩とイメージについての関係が述べられている

ものも多くある 。 たとえば、赤は情熱的・女性的、 青 は冷静的

理知的などといったようにである 。実験- 研究によって実証さ

れているから確かにそうなのであろう 。 しかし、都市において

や街並みにおいて色彩を問題としたとき 、そのようなイメー ジ

は果たして有効であろうか。色彩自体には様々な現れ方が存在

する 。赤といっても透明感をもっ赤や郷きをもっ赤、光沢をも

っ赤や金属的な赤、蛍光の赤まである 。 とのような様々な色の

現れ方の泣いによ ってイメー ジはま ったく異な ってくるのであ

る。色の現れ方についてはドイツの心理学者であるカッツによ

って、現象学的に研究されていて、 9 つの色彩の様相として分

類されている 。 また、輝きやきらめきの秘相についても記述、さ

れていて興味深い。 しかし、それらのイメー ジについてはまだ

わか っていない。 このような色の現れ方に注目し、今までとは

辿 った局面から色彩を考えることによ って、色彩のイメー ジに

ついても新たな見方ができるかもしれな L 、 色彩については、

どのように見えるか、そしてどのように感じるかが重要である 。

関西大学工学部建築学科助手

雑 感 ・ものづくりと素材 - 2

八杉 政一

今回のテーマは「木J である 。 日本における木のものづくり

の出発点は竪穴式住居に見られる掘立て柱で、あろう 。 それ以降

日本の建築の歴史は「木 ｊ を基に進歩を遂げてきた 。 ｾで結ん

でいた継手や仕口に「木組み」が工夫され、設計モジュールと

して「木剖J が作られた。永い歴史と文化がそこにある 。

しかしながら私が建築と山会っ た頃には、すでに美 しい造作

材は薄くスライスした単板の練付であ った。

昨今特に信祉系や文教系の施設に木質仕上げの良さが唱われ

ている 。暖かみや落ち着きとい った表現に象徴されるように、

「癒し」の手法として貴重な紫材である 。ただよく見ると、あ

れも乙れも練付材でが っかりすることが多 L 、。 それでも「木」

の持つ香りや暖かみには心の安らぐものがある 。先日、丹波林

政振興センターを訪ねる機会があ っ た 。 現在庫 ｬｫｦｬ ｬ ｾ Ｂ の物件にお

ける間伐材利用の検討のためである 。 こ乙で驚いたのはその樹

齢で、最終段階で間伐されるのは50年位のもので、直径 5 -

60c mはある立派なものである 。私が求めていた小幅板も小節

から無節まであり、しかも製材 . 1m工まで安価で、出来る 。無 垢

の質感に大いに満足した次第である 。残念ながら桝造用集成材

とも合わせ法的規制 が厳しい現状、ますますの緩和が望まれる

ところで、ある 。

東畑建築事務所設計部長
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21世紀、都市のど乙に住むのか (2)

都心居 住、都市居 住を考える
阪 倉 嘉一

前回、都市の鉱大は終罵しつつあるのではといったが、住民

に遠距離通勤を強いる都市の拡大から、都心居住や都市居住と

いう既成の都市の其っ只中 lこ住むことが、主詰丘、注目されている。

又、従来から日本は、殴 ヨ ｾの諸都市と比しでも ｦ ｬ ｬ 市の中心部

の居住者が少なく、都市の活力や文化の商からも問題があると

指摘されてきた。

商業施設、文化施設、医療施設等が充実している都心部およ

びインナーエリアに、都市居住等が進むととは、既存のストッ

クを活かし、便利で、盟かな生活をするという視点からも期待さ

れる 。又、環境問題や都市のエネルギー消費の観点からや高齢

社会への対応策のひとつとしても「コンノ Tク 卜なまちづくり J

や「歩いて暮らせるまちづくり J を進めるという面からも効果

的である 。

10年以上つづく地価の下・泌は、経済運営の商からディメリ

ッ トもあるが、大阪市の入門が回復しつつあるとも 言 われるよ

うに、者11心居住やまちづくりを進めるためにも、大きなチャン

スであるともいえる 。

このようにメリッ卜が多い都心居住と都市居住が進むことは、

都市の再生に大きな役割を来たす。 これを促進するための補助

制度の充実や仕組みづ、くりなどが期待される 。

大阪府建築都市部副理事

建 築を使う 立場で

門}II 清行

過目、' 恒例の社内プレゼンテーションレビューが行われまし

た。 これは課題に対し各自が自由に想いを広げ、それを決めら

れたスペースに表mし、競うものですが、ここ数年は外部の審

査員を招聴しています。今年は雑誌カサブルータスの副編集長

の西国普太氏にお願いしました。各々 10分ほどのプレゼンテー

ションに対し、講評が行われるのですが、西田氏の ‘半索人' と

しての建築への評価 がたいへん興味深いものでした。難解な言

葉使いの説明に対しては、 「私にはさ っぱり何を言 おうとして

ｌ 、るかわかりません 。 皆さんには判るのですか 」 と悲 Ｑ Ｑ ｲＮｾをあげ

られました。 それは私をはじめ数名の審査員には「なんとなく

言 いたいことは判るけど表mは少し逃うのではないかな」と思

うようなものでした。建築をテーマとしている雑誌の編集者が

まったく理解できない表現を、私たちはしがちなのだというこ

とを思い知らされました。

最近世底に行くと建築を扱った雑誌や特集が増えていること

に気がつきます。対象は住宅だけではなく、美術館やカフェ、

ホテルなど多方面にわたります。既存の建築雑誌とはー昧追う、

建築を使う側に立った編集が自に付きます。写真には食器や小

物までのしつらいや人間までも写っています。 もちろん難解な

コンセプ卜の解説などありません。創る側 ではなく、使う立場

でもう 一度建築を考えてみるべきではないかと反省しています。

(株) 竹中工務庖専門役プリンシパルアーキテ 7 ト

建築の眼
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総 論 1

循環型社会における建築の将来

樫 野 紀 冗

工学博士 ・前橋市立工科大学工学研究科建築学専攻 教授

( 元 国 土 交 通 省 建 築 研 究 所 第二研究部長)

耐久消費財かう社会資産へ'

大きな目で捕らえれば、建築の分野における社会的な課題は表 1

に示すものが代表として与えられよう 。

何よりも地球環境の保全、循環型社会の実現は私たちの義務であ

る。各方面で関連して適切な方策や施策を打ち立て、それを確実に

実行することが求められる 。

日本的構造の改善や国際化への対応は、建築の分野に限るもので

はない。国民が挙ってより良い方向を模索し、発言 し、行動するこ

とが求められよう 。

建築物単体については、「耐久消費財から社会資産ヘj と、その

パラダイムは明らかに変革している 。循環型社会の実現のためにも、

建築抑は、都市の基盤ともなし得る長期耐用を前提とした社会資産

と位置づけ、 一度建てたら、持ち主や代が替わっても皆でそれを利

用し合えるものとするととが肝要である。

センテナリア ン( 百歳の人) の時代、新築 ・改修時における省資

源化、建紫物使用11寺にお ける省エネルギー化や低環境負荷、解体時

における廃棄物発生の大幅抑制は不可欠である 。

建築生産の観点からすれば、良質な社会資産ストックの確保なら

びにリノベーシ ョン( 改善改修) をはじめ維持 ・更新手法の合理化、

使用の材料部材のリサイクル促進が課題である 。 乙れらに加え、都

市と建築との係わりについて、新たな検討課題が現出している 。

表1 建築の分野における社会的課題

- 地球環境の保全、 循環型社会の実現

供給似11の論理よりも生活者優先の構造へ

( 日本的構造の改善)

- 国際化への対応

・情報化への対応

表2 社会的要因 (表 1 に関巡して)

- 地球関境の保全

( 材料- 部材の再利用、リース化)

・日 本的構造の改普

( 高コスト構造の是正、情報の開示、自己責任原則)

- 国際化への対応( 基準 ・規絡類の国際的な整合)

- 情報化への対応( データ総合利用システム)

. 1刻述法制度の見直し

シンプルE つエレガントなライフスタイル

「福祉向上論j という見方がある (注 1)。 有史以来、人は利便性

を追求してきた。最近では住宅もオフィスビルも、使L 、勝手が悪い、

|凍腐化 したなどの理由で解体される例が多 p 。長期耐用とするため
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には、建紫物は社会の情勢に対応した機能( 今日で、はバリアフリー

化やI T対応の帯電防止など) を随時事受できる、言い換えれば機

能の更新容易性を有する乙とが肝要である 。

パブ、ル経済の崩域後、リノベーション需要増加の傾向が顕著で、あ

る。建築ス トックは約80億ぱと言 われている 。 うち半分は住宅であ

る。現在、リノベーションを必要とする建築ストックは約50億ばあ

り、機械、電気関係をはじめ設備機器類のリノペーション( 省エネ

などの環境対策を含め) が広く行われている 。

リノベーション工事を容易とする造り( “ ハード面" ) が、廃棄物

の発生を抑制する元でもあり、循環型社会における建築生産の基本

であることは論を待たない。

他方、ユーザー ・生活者は、「モノ 」ではなく環境や社会により

関心を払う必要があると考える 。活動 ・生活において「シンプルE

つエレガントなライフスタイルJ ( “ ソフト面" ) を基本形とするこ

とが望まれる 。

“ハ ード面" と“ ソフト 面" が巧妙にハーモニーを奏でて乙そ、

良好な社会資産スト ック が形成されるものと思われる 。

表3 建築パラダイムの変革

- 耐久消費財から社会資産へ

・リノベー ション( 改普改修) や機能性・好感性、街並み長観

を考慮、した長期耐用型の建築物

.  Performance Base  ( 性能規定化に対応)

・生産効率の向上、品質の確保

表4 技術的要因 (表 3 に|刻辿して)

.  Performance  Base  空間→部位

安全性、居住性、耐久性、好感性、景観性

. 生産効率の向上・品質の確保

工業化- モテ.ュ ール

• ｾｾ経リノベーションＨ改善改修Ｉ
.  Recycle ( リユース) 、リース化

(注 1 ) エアコン、冷蔵庫、自動車などは飽和状態。也子総錠、防災セキュリティ

設備などは急速に普及。ガスストープや白) ; i : ¥テレビなどはほとんど新たに設置さ

れない。こうした移り変わりは、「嬬布1:向上論」で説明できる( 燈野「快適すまい

の感性学J f，t3図社) 。

↑ 苅直な街づくりに向けて

誰もが乙んなところで生活し活動したいと考えている( 注 2) 0

. ぶらぶら歩きが楽しい街

- 自然との調和が図られている街

- 機能的な街( 施設の合理的なレイアウト)

. 古い建物が残されている街



総論 1 循 環 型社会 における建築の将 来

- また来たくなる街

. 心静かに暮らせる街

言うまでもないことであろうが、こうした街づくりは園造り ・人

造りの大本となる事項である 。乙の当たり前のことができないのが

今の日本の悩みである 。

街並み景観が良好で、、道路や上下水道など都市のインフラストラ

クチャーが整備されたところにおいて( 接道率が高p ) こそ、長期

耐用型の建築が成立する (注 1，2) ことを忘れてはならない。

日本の都市再開発事業は、 全国730地区、 1100ヘクタールと聞く 。

事業完了は約500地区、 一地区たかだか 1 - 2ヘクタールである 。

これでも担当者は “ よくやれた" というのが実感とのことである 。

( 再開発計画技術、木戸氏資料による)

昭和21年に立てら れた戦後の東京復興計画は、予定の 10%以下が

期包されたに過ぎないと p う。何故、日本の都市再開発が遅れがち

なのか、 何故、戦後の復興時の計画達成率が低かったか、皆で考え

る必要があろう 。

不動産市場はパブ、ル経済の崩壊後、右肩上がりの時代に較べて様

変わりのように見受けられる 。

戦後からバブル経済下では、インフレ経済に よる地価形成がなさ

れた。不動産担保により全てが行われたと 言 って もよ いであろう 。

取引事例比較に よる評価が 主 ( 間接金融) であり、 不動産鑑定評価

もこ れに引きずら れたようである 。

バブル経済の崩壊後、今日に至っ て、デフレ傾向が顕著にな った。

不良資産が金融不安を呼び、 地価の低下を招いた。取引事例比較に

よる評価から 収益還元に よる評価が主( 直接金融) にな ってきた。

その土地 を“ 使用" する乙とによって、どのくらいの収益があるか

が評価の主体になってきている( 利用価値が低い土地は価格低下)

ように見受けら れる。

こうした 中で皆が叡智をも って、街並み景観を改善し 、都市のイ

ンフラストラク チャーの整備 を図 っていかなければならない。

(注 2 ) アン ケー トに よれば、日本人一般の75%以上が「多少不便でも、自然環境

が保 たれた盤然 とした ところに住みた L、J と言っ ている 。込み入っ た街並みは活

気があって 良いという回答は、全体の15%以下であった( 館野 「美し い環境を つ

くる建築材料の話」彰図社) 。

必要な減( 改) 築

今後とも大都市の周辺に人口が集中する( 東京圏では埼玉県南部

や千葉県北西部に人の流れがあるなど) 一方、 過疎化が進む地域が

多く 出現することが予想される 。

良好な社会資産ス トックの確保ならびにその維持管理は今日重要

な謀題ではあるが、数十年後には地域にもよるが、 「スト ック大余

りJ の状態になる 。

大都市圏では、既存建築スト ックを如何に生かすか、これと防災

言「画とを如何に関連づけるかが問題になる 。全ての生活者( 特に高

齢者や弱者) が安全に都市の機能を享受できるととが望ま れ るが、

日本の各都市は、との点においても惨'陪たる現状である 。

他方、建物を闇雲に解体し、廃材を安易に廃棄することは許され

ない( 建設リサイクル法一一循環型社会形成推進基本法の一環、平

成14年 6 月には全面施行一一の成立とも関連) 。

既存建築スト ックは、廃棄物の大量発生を抑制するため、また中

古市場の活性化のためにも、 使 える モノは使 っていくことが第一義

的には求めら れようが、残すばかりでは管理上も 問題が発生する 。

バリア フリー化や二戸ー あるいは一戸二 といったことだけではな

い、火災時の安全上の問題や老朽化の問題もあろう 。乙うした集積

の中では、何よりも治安の悪化が懸念される。

この辺りは、実務的、プラクテ イカルな側面からのアプローチが

必要である 。

英国のロンドンGLCハウ ジングでは治安の悪化を防ぐため、スエ

ーデンのラビ団地では空家の増加に対応して、また、オランダのビ

イルメ ル ミーアではコミ ュニティの破壊を防 ぐため、そ れぞれ建築

物の一部 を撤去する“ 減( 改) 築" が行われた( 東京ガス、鎌田氏

資料) 。

日本では本格的な事例は少ないが、環境を大きく改善 し、安全性

を高めるとともに都市本来の機能を発揮できるようにするために

は、 ひいては循環型社会の実現のためには、この ような“ 減( 改)

築" が各地で必要になると思われる 。

大都市圏あるいは地方において、 地球環境の保全に係わる良好な

モデルを構築 しながらも、 社会の健全化を図る“ 歩" を休めてはな

らないであろう 。

「理念を掲げ、実務で対処J ... ... 都市のあり方と 、都市の一要素で

ある良好なスト ックとしての建物との関係 を、建築家はより深く考

察する 必要があろう 。 (かしの のりもと)
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総 論 2

循 ｩ 鯉社会の形成に向けた法制度の劃痛Ｈ建設リサイク ｊｾＩ 去の概要Ｉ

山 中 義 之

国土交通省総合政策局建設業課建設業技術企画官

はじめに

建設廃繋防は、年間約 4 億ト ン排出される産業廃葉物の約 2割を

占めているほか、不法投棄量については重量ベースで約 5 - 7 割を

占めている 。一方、建設廃棄物のリサイクルは、全体としては土木

系廃葉物でリサイクル率が約91% ( 平成 7年度槌%) 、建築系廃去を物

で約73% (同42%) 、全体で約85% (同58%) と順調に進展してきて

いるが、木材や汚泥といった品目で、依然伸び悩んで、いる状況にあ

る。

また、昭和40年代の高度成長期に急増した建築物が、築後30年か

ら40年で更新期を迎えている現状を見ると、今後、建紫物の解体廃

繋 tmが大量に発生する乙とが予想さ れ、加えて一方では、最終処分

場の残余容量は首都圏で約0.8年、全国で約3.3年 ( pずれも平成10

年度末現在) とい う非常に厳 しい状況にある 。

このように、建設廃棄物のリサイクルや減量を促進する乙とはl奥

緊の諜題となっ ており、このため国土 交 通 省 ( 旧建設省) では、建

設工事の施工から廃棄物の発生、再資源化、再利用に至る一連の流

れについて、実効性あるリサイクルの制度を確立する ための検討を

重ね、 「建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律J ( 建設リサ

イクル法) を制定したものである 。

法律は平成12年 5 月31日に公布され、総則と基本方針に係る部分

を同年11月30日に、また解体工事業登録に係る部分を咋年 5 月30日

にそ れぞれ施行してきたと乙ろであり、本法律の 中心部分である分

別解体等及び再資源化等の義務付けを含む本格施行を本年 5 月30日

に予定している 。本稿では、法律及ひ取省令の概要について紹介す

る。

1  法律の根康

本法律は、産業廃棄物の中でもその量が多く、品目に

よっては必ず、しもリサイクルの進んで、いない建設廃棄物

のうち、特に建築物の解体時に排出される廃棄? 物を中心

に焦点を当て、工事現場での廃棄物の分別( 分別解体等)

と、分別された廃棄物の再資源化等 を義務付けるもので

ある 。

(  1  ) 分別解体等及ひ有 資源化等の義務付け

①分別解体等の実施義務

建設資材として、 コンクリート( プレキャスト鉄筋コンクリート

版等を含む。) 、アスフアルト ・コ ンクリート及び木材( 以下、これ

らを「特定建設資材j という 。) を用いた建紫物等の解体工事文は、

その施工に特定建設資材を使用する新築工事等であって、その規模

が一定基準以上のもの( 以下、 「対象建設工事J という 。) の受注者

は、正当な理由がある場合を除いて、施工方法に関する基準( 省令)

に従って分別解体等をしなければならない。

なお、対象建設工事の規模については政令で定めることとなるが、

都道府県が条例により、さらに厳しい基準を定めることができる規

定となっている。

②再資源化等の実施義務

対象建設工事の受注者は、分別f鮮体等に伴って生じた特定建設資

材廃葉物について、再資源化をしなければならない。ただし、廃木

材( 指定建設資材廃棄物として政令で指定) については、工事現場

から 一定の距離( 省令で、50kmと規定) の範囲内に再資源化施設が

なく、再資源化を義務付けると受注者に過大な負担がかかる場合に

は、焼却することによりその容積を減らすこと( 本法では「縮減J

という 。) で足りる 。なお、分別解体等の規模の基準と 同様、者11道

府県は条例により、省令より速い距離を定める乙とができることと

なっている 。

(  2  ) 分別解体等友ひ守写資源化等の義務の実施を確保するための措

置 (図 1参照)

建設工事における発注者の役割の重要性を考慮し、対象建設工事

の発注者に、工事に着手する日の 7 目前までに分別j鐸体等の計画等

を都道府県知事に届け出ることを義務付けている 。また、都道府県

発 注 者

(分別解体等の

計画作成)

元E商業者

契

約

聾 注 者
また、 分別解体等及び再資源化等の義務付けを実効あ

るものとするための措置として、発注者及び受注者に関

する様々な手続き等を規定するとともに、新たに創設し

た解体工事業の登録制度に関する規定を定めている。

( 対t . l童散工事の届出

事項に関する書面) 骨別解体等、再資源化等の実施

. 技術管理者による錯工の管理

元精章者

(再資源化等の完了の確腿)

告知 契 約

-現場にお tする揮践の掲示

下胸難者 j  

図 1 分別解体・再資源化に関する手続き等の流れ
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知事は、その計画が施工方法に関する基準に適合しないと認めると

きは、発注者に対し分別解体等の計画の変更などを命ずることがで

きる 。

また、元詰業者は、まず対象建設工事を詰け負うにあたり、発注

者及び下請業者に対して分別解体等の計画など、必要な事項を書面

で説明しなければならないこととし、発注者に対して本法の対象建

設工事である乙とを知らせるとともに、届出に必要な事項について

説明をしなければならな p 。また、元詰業者は再資源化等が完了し

た際、その旨を発注者に書面で報告し、あわせて再資源化の実施状

況に関する記録を作成し保存しなければならない。

さらに、発注者と元請業者の契約に際し、契約書の中に解体工事

等や再資源化等に要する費用等を明記することで、両者が解体工事

等に | 刻して適正な費用を負担する意識を共有することを求めてい

る。

(  3  ) 解体工事業の登録

解体工事業を営もうとする者は、請け負おうとする解体工事の規

模や額にかかわらず、工事をしようとする区域を管轄する都道府県

知事の登録を受けなければならない( 土木、建築、とび・土工のい

ずれかの建設業許可を有する建設業者は登録は不要) 。登録にあた

っては、工事現場における解体工事の施工の技術上の管理をつかさ

どる技術管理者を選任しなければならないほか、解体工事を施工す

るときは、技術管理者にその工事の施工に従事する者の監督をさせ

なければならない。 さらに、営業所及び解体工事の現場ごとに標識

を掲げなければならないほか、営業所ごとに帳簿を備え保存せねば

ならない。

2. 特定建設資材の指定躍設リサイクル澗伶]

分別解体等及び再資源、化等の対象となる特定建設資材の指定に当

たっては、 ①その再資源化が資源の有効利用及び廃棄物の減量に大

きく寄与するものであるとと、 ②再資源化技術が確立・普及してお

り、再資源、化の経済性の面における制約が著しくない( 義務付けが

過度の負担にならな p) 乙と、の 2点を考慮、し、コンクリート( プ

レキャス卜鉄筋コンクリート版を含む) 、アスフアルト・コンクリ

ート、木材を特定建設資材として指定した。

このうち木材についてはリサイクル率が低迷している現状にある

上、再資源化施設も地域的に偏在しているなどの問題がある 。「建

設リサイクル法の基本方針J においては、特定建設資材廃棄物 3品

目について、平成22年度のリサイクル等率の目標を95%に定めたと

ころであり、この目標の達成に向け、リサイクル材のマーケットづ

くり、施設整備等についてのさらなる取り組みが必要で、ある 。

また、コンクリートやアスフアルト・コンクリートについては、

現在は破砕して路盤材として再生利用するケースが多く、リサイク

ル率も非常に高い。 しかし、今後路盤材としての需要が頭打ちにな

る場合も想定し、コンクリートからの骨材の分割討支術の開発・普及、

再生アスフアルト合材としての利用の一層の促進等に努める必要が

ある 。

3. 対象建設工事の規模の基準躍設リサイクル湖行制

規模の小さい建築物等に対する分別解体等及び再資源化等の義務

付けは、義務を履行するのに必要な費用等に対して得られる効果が

小さい乙とから、本法律ではとれらの義務付けを一定規模以上の工

事( 対象建設工事) についてのみ行うこととしている 。

建築物の解体工事において生じる廃棄物の排出量あたりの工事費

( 分別解体工事費用、運搬費用等) に関するデータによれば、解体

工事 l 件当たりの廃棄物排出量が30- 40 トンの範囲を境に、それよ

り小規模な解体工事では廃棄物排出量当たりの工事費用が急激に高

くなる 。すなわち、 30- 40 トン程度より少ない廃棄物しか排出しな

p 解体工事を対象建設工事に含めると、発注者 ・受注者に過度の負

担がかかり、また行政事務の面で非効率が生じることとなる 。

建築物の解体工事に関する対象建設工事の規模基準の検討につい

ては、まずとの30- 40 トンの廃葉物排出量に相当する床面積である

70- 100m' を規模基準の目安とし、さらにこの範囲の中での基準の

絞り込みにあたっては、基本方針に定めた平成22年度のリサイクル

率の目標値である95%を達成できる基準として、 80ぱを基準とした

ところである 。なお、 80m' を基準とすると、工事件数( 棟数) ベー

スで、約65%を対象建設工事とすることにより、 91%あまりの廃棄

物が本法律の義務付-(t によって再資源化等されることとなる( 表

表 1 建築物の床面積別の捕捉率

1  床面積

床面積捕捉率

棟数捕捉率

建紫物の新築工事についても、解体工事と同様、少量の廃葉物し

か排出しないような工事についてまで義務付けの対象にすることは

効率的ではない。新築工事において発生する建設廃紫物は、建設残

材や端材として発生するものがほとんどであるので、床面積当たり

の廃棄物発生原単位は解体工事に比べると極めて小さい。そ乙で、

新築に関する対象建設工事については、 80ばの解体工事と同量以上
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の廃去を物を排出する、床面積5∞ぱ以上の工事とした。

また、建紫物の修繕工事等( 例えばマンションのリフォーム) に

ついては、工作物本体を長く使用することによって、解体廃棄物の

排出を抑制することに資するものであるが、大規模な修繕工事につ

いては、やはり 相当量の廃葉仰が発生するため、 80m'の解体工事と

同量以上の廃去を物を排出するような大規模なものについてのみ対象

建設工事とし、工事金額で l 億円を対象建設工事の基準とした。

土木工作物については公共事業がほとんどであり、民間が中心の

建築工事よりも高いリサイクル率を目標にすべきである 。 したがっ

て、 80ばという基準による建築物の解体廃棄物の捕捉率である

91. 3 %を上回る捕捉率を確保するため、土木工事についての規模の

基準は工事金額i500万円としたところである( 表 2 )。

表 2 土木工事規模別の廃棄物捕捉率

工事 規 模

廃棄物捕捉率

4  指定建設資材廃棄号却の指定随行令] 及び

距離に関する基準[ 省令]

特定建設資材廃去を物のうち、その再資源化について一定の施設を

必要とするもののうち政令で定めるもの( 指定建設資材廃棄物) に

ついては、省令で定める一定の距離以内に再資源、化施設がない場合

や地理的条件等により再資源化に経済性の面で相当の制約がある場

合( 具体的には省令で規定) には、再資源化にかえて縮減をすれば

足りることとしている 。

特定建設資材廃葉物のうち、コンクリート塊及びアスフアルト ・

コンクリート塊については、再資源化施設が全国的に普及しており、

再資源化に関する経済性の制約がない。一方、木材については再資

源化施設が地域的に偏在するなど、 一再資源化に関する制約が存在し、

すべて再資源化を義務付。けた場合に発注者及び受注者に対して過度

の負担を強いることとなるおそれがある。

そこで、指定建設資材廃棄物として建設発生木材を指定し 、再資

源化に制約のある場合には縮減( 焼却J) することができるとととし

た。

なお、この場合の再資源化施設までの距自It基準については、でき

るだけ多くの廃索物をリサイクルするという趣旨と再資源化施設の

配置の現状等とのバランスを考慮、し、 50kmをその基準とする予定

である 。
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5. 分別解体等の施工方法に関する基準[ 省令]

分別解体等の施工方法についての省令では、特定建設資材廃棄

物をその種類ごとに分別することを確保するための適切な施工方

法に関す る基準となるべき事項を定める 。具体的 には 、分別解体

守の手順 として、①対象建築物等に関する調査の実施、 ②工事計

画の策定、③事前措置の実施、 ④工事の実施 という手順とその内

容を規定する ほか、工事の作業手順として、①設備、内装材 ・内

回り家具、造作材、外回り建具の取り外し、 ②屋根ふき材の取り

外し、 ③外装材及び上部構造の解体、 ④基礎 ・外構の解体、とい

う原則を定める 。

なお、技術上あるいは安全管理上の理由等から他の方法によるこ

とが適当である場合には、原則によらずに施工する ことができる乙

ととする 。

6. 対象建設工事の届出に関する事頁[ 省令]

届出内容として本法律に規定されている事項は、 ｉｾ 体 工事の場合

は解体する建築物等の構造、新築工事の場合は使用する特定建設資

材の種類、工事着手時期と工程の概要、分別解体計画、解体建築物

等に用いら れた建設資材の盆の見込み、その他省令で定める事項と

なっており、届出内容の詳細を省令で定める 。

具体的な届出事項としては、 ①届出者に関する事項( 氏名、住所

)、 ②受注者に関する事項( 名称、所在地、建設業許可文は解体

工事業登録に関する情報、技術者に関する情報等) 、 ③対象工事に

関する事項( 施工場所、建築物 ・土木工作物の別、 解体 ・新築の別、

事規模等) 、 ④工事の内容に関する事項( 解体の場合は解体する

建築物等の構造、新築の場合は使用する特定建設資材の種類、工事

着手時期 と工程等) 、 ⑤分別解体の履行が確認できる事項( 事前調

査の内容、分別解体等工事言「画、建設資材 ( 廃葉物) の量の見込み、

司王子順と手段等) などとする予定である 。

7. 市町村長への事務の委任に関する規定随行令]

本法律では、都道府県ー知事の事務の一部は政令に定めるところに

よって市町村長が行うことができるものとしているが、事務の委任

先については、分別解体等に関する事務については建築基準法で規

定する特定行政庁である市町村文は特別区の長を、また再資源化努;

に関する事務については地域保健法で定める保健所設置市及び特別

区の長とした。

但し、再資源化等の実施に関する事務について、特別区の長が行
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うこととされている事務については、廃葉物処理法等での扱いにな

らい、 当分の問、都知事が行うものとした。

なお、限定特定行政庁( 木造住宅など、小規模な建築物について

のみ建築確認申請を審査する限定的建築主事を置く市区町村) に関

する扱いは表 3の通りとした。

表 3 限定特定行政庁の扱い

限定的建築主事( 市町村) 限定的建築主事 (特別区)

建築物 原則として都道府県知事 原則として特別区の長

- ただし 、建築基準法第六条第一 - ただし 、建築基準法施行令第百

項第四号に掲げる戸建て住宅等 四十九条第一項第一号及び第二

の建築物 (その建築に関して都 号に掲げる建築物に限り 、都知

道府県知事の許可を必要とする 事

ものを除く 。) に限り市町村長

建築系工作物 都道府県知事 原則として特別区の長

- ただし、建築基準法施行令令第

百四十九条第一項第二号、第三

号及び第四号に掲げる工作物友

ぴ建設設備については、都知事

土木系工作物 都道府県知事 特別区の長

8  解体工事業登録省令

本法律においては、分別解体等の施工技術を確保し、不良 ・不適

格解体工事業者を排除するため、解体工事業の都道府県知事登録を

義務付けており、平成13年 5 月30日より各都道府県において登録に

関する事務が始められている 。1fJ1t体工事業登録に当た っては、1fJ1(，イ本

工事に関する一定の実務経験文は解体工事に関係する資絡を保有す

る技術管理者の設置が重要な要件とな っているが、この省令は技術

管理者に必要な実務経験等をはじめとして、 登録に関する詳細につ

いて定めたものである 。

9. おわりに

近年、 20世紀型の大量生産・大量消費・大量廃棄社会から 21世紀

型の循環型社会への脱皮が強く IUj ばれ、環境問題の中で大きなウエ

イトを占める建設廃棄物のリサイクルについても、その解決に向け

た取り組みが強力に展開されようとしている 。豊かな環境と健全な

社会を築くため、建設産業が建設廃棄物対策の面からも十分な貢献

できるように、今後とも積極的な取り組みが期待される 。建設廃棄

物のリサイクルを推進するにあた っては、建設工事に係る関係者が

自らの役割を十分に認識し、適切な役割分担の下で連携を図りつつ

取り組みを進めていくことが重要である 。

本稿で紹介したとおり、国土交通省では今春の建設リサイクル法

の本絡施行に必要な詳細規定を整備したところであり、また、 実際

の事務を行う各都道府県等においても、本絡施行に向けた体制整備

が進んでいるところである 。建設リサイクルを推進する中で、建設

リサイクル法の制定と施行は新たなスタートラインにすぎないと考

えている 。今後の法の運用とそれに基づく建設リサイクルの一層の

推進のため、今まで以上に関係者の御協力をお願いしたい。

(や ま な か よ しゆき )
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各論 1

完全リサイクルを実証するコンクリー卜デザイン

野 口 貴 文

東京大学大学院工学系研究科建築学専攻助教授

1  . はじめに

コンクリー卜は、建設材料として有用な材料であり、 一般にコン

クリート構造物は数十年から百年以上の寿命が期待できる 。 しかし

ながら、過去において大量に建設されたコンクリート構造物の多く

は、実際に想定した使用期間より相当に短い年数で解体 ・撤去され

てきた。何故か? もちろんその理由の多くは、デザインの|凍腐化お

よび 、空 間更新性の制限、ならびに設備機器や構造身 ｉ ｾ 休自身の性能低

下などの技術的な問題にあるのであるが、実際には、新製品の消質'

を推進させ使用済み製品の再利用を抑制するマーケットメカニズム

や、行政による政策的指導等による社会的問題の影響も否めない。

次世代においては、これらの要因により構造物の機能的寿命が低下

する現象も踏まえた上での総合的な技術開発が必要となる 。

本報では、コンクリー ト構造物という製品をライフサイクル設計

の考え方に基づいて捉え直し、ライフサイクル設計の一要素である

リサイクル設計のあり方を示す。そして、リサイクル設計により構

成材料のクローズドループ循環が実現される完全リサイクルコンク

リートについて、その概要を示す。

2. 既存の構溜初生産システムの限界

現在、コンクリート廃材の主な用途は路盤材であり、再生製品の

品質が元の製品よりも低下するダウンサイクルの更新形態をとって

いる 。一方、コンクリート用骨材資源は急速に枯渇し始めている 。

つまり、現状の処理 ・利用休系を維持したままコンクリート関連産

業の持続可能な発展は期待できないのである 。この事態は、戦後日

本における順工程生産システム( 製品の易分解性を考慮せず、製造

におけるコスト低減および効率に重点を置いた生産システム) によ

る技術体系では全く予想、ができなかった環境側面であるといえる。

順工程生産システムにより、確かに、短期間で構造物を構築する

技術は飛躍的に向上し、大量の構造物を供給する状況が出現した。

しかし近年、それらの既存構造物では構造的 ・機能的な充足感が長

期にわたり得られにくいのではという不信感と、合理性追求の順工

程生産システムとそれによりもたらされる結果の矛盾が明らかにな

ってきた。それは、順工程生産システムにおいては、 「資源の有限性J

を前提とした上で 「コストと品質」を両立させる技術開発を行なう

という意識が欠如していたためであろう 。現在においてもなお、そ

のシステムは悪循環を引き起こす構造物を生産し続けているといえ

る。
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3. 既存のリサイクルシステムの限界

現在主流であるコンクリートのリサイクル技術は、 }I国工程生産シ

ステムによって建設された既存構造物を対象としたものであり 、

「設計時にリサイクルを考慮、していない使用済み製品を再生する」

有配念に基づいているといえる 。つまり、悪循環を引き起こす順工程

生産システムを維持したまま、 コンクリート塊を最終処分する代替

手段として リサイクルを実行しているのである 。これは対処療法的

技術の典型であり、広い産業領域に物質が拡散し、ダウンサイクル

化を繰り返す資源悪循環となる 。なお、このようなシステムに基づ

いて生産された再生コンクリー卜には、 表 1 に示すような問題が潜

在的に存在する 。

しかしながら、順工程生産、ンステムによる構造ストックを数多く

抱え込んでしまった現在、苦し紛れの対応とならざるを得ないが、

今後発生してくる コンクリート塊を何らかの手段で処理することも

必要で、ある 。幸いなことに、 }I慎工1生1 : . 産システムを起源として発生

した再生品も、その用途が広範に存在しかっ品質に対する要求レベ

ルが低い場合には、需要が消失するまでの一定の期間は効果的な手

段として機能することもある 。コンクリート塊の路盤材としてのリ

サイクルはそれに該当するものといえよう 。従って、コンクリート

の再生品は表 2 に示すように 6種類に分類される。すなわち、コン

クリート材料として使用が困難なため、路盤材となる再生砕石( ①)、

再生骨材が低品質のために、設計強度の上限や用途制限が設けられ

る非構造用コンクリート( ②③④) 、天然骨材と同等品質の再生骨

材を用いた構造用コンクリート( ⑤⑤) である 。これらのうち、 ①

②③④は原コンクリートと比較して品質が低下するリサイクル製品

であり、これまで精力的な研究開発が行われてきたにも関わらず、

この範時の再生骨材、再生コンクリートは一般化していない。その

原因は、品質低下が予想される再生コンクリー卜を製品化しようとし

たためであり、使用者のニーズを正確に捉えきれなかった結果といえ

る。また包過は、原子力発電所の解体に伴い発生する大量のコンクリ

ー卜塊の再利用を目的として開発されたものであり、その再生骨材製

造技術を利用すれば、構造用コンクリー卜の生産が可能になる 。これ

は、結果的にダウンサイクルとはならないが、再生骨' 材製造時に熱エ

ネルギーを要するため、要検討諜題が残されている 。

図 1に既存の順工平自ミ産システムにより建設されるコンクリート

梢造物のマテリ アルフローを示す。表 2 の⑥に示す高品質再生骨材

製造システムを適用しない場合は、コンクリート構造物のみで資源

循環を図るクローズドループは構築されず、構造体の梢成材料であ



表 1 順工程生産 システムに基づく再生コ ンク リー卜 の問題点

問題 点 l  

品質ー低下

内容

再生コンクリートは、 一般的に原コンクリートよりも性能が低下する 。理由は、材料設計段階で製品の逆工程を考慮していない

ため、再生骨材の性能が自然に低下するからである 。構築されるリサイクルシステムは、廃棄物発生fiI を低減する効果はあるが、

再生コンクリートの性能 ・価値 まで回復することはできない。

再生コンクリートは、既存桝造物から発生した再生骨材を原料とし、メンテナンス 用 に備 拡した再生' 骨材を 原料としないため、

必然的に、原料回収益が変動し 、再生コン クリー 卜の供給旦も不安定になる 。

再生コンクリートの市場filfi 絡は、原コンクリートとの比較により決定されるため、それ自身の処理コストの増減に 関 わらず、原

コンクリートのコスト変動の影響を大きく受ける 。 また上記のような品質低下のため、必然的 に制li 絡 が低下する傾向 にある 。

品質、供給、価絡の不1x定性が存在する再生コンクリートを継続的に需給し、安定的な循環生産を実現するためには、根本な問

問の解決が不可欠である 。従って、現H寺点では、再生コンクリートによる閉じた fJ 百環系を構築するととは困難を極める 。

既存の) 1 阪工程生産 システムを維持したまま、逆工程システムの整備およびリサイクル製品の合理的運用を実行する場合 、多大な

環境負荷が潜在的に発生する 。地球環境的な持続性を考ほした場合、リサイクルよりも、エネルギー的に有利 になる廃棄処分等

の方が適当であるという児島平が頻発するようになる 。

供 給 不 安 定

価格ー不安定

流通ー不安定

環境負荷- WI加

表 2 願工程生産 システムに基づく再生コ ンクリー卜の分類

循環 史新 製品

再生1't オの品質
適用概要

形態 形態 レベル 粗 Ｇｉｾ Ｇ 材 粗骨材 構造材 非精進材 充ちl 材 特別処理 用途事例

①再生時石 低品質 低品質 ×  ×  
。 路盤材、埋め込み材

②低品質

低品質 低品質 ×  
。 ｾ＠ 土問コンクリート

ダウン コンクリート l

オープン サイクル ③低品質

低品質 ( 天然骨材) ×  
。ｾ＠ 基礎スラプ、レペリング材

ループ コンクリート 2

@ 低品質 言 ｾ ｉ 口 Ｑ ＱＺＱ居 ι 二ｅ ミE  低品質 ×  
。ｾ＠

プレキャストコンクリート

コンクリート 3
パイル、擁壁

⑤高品質

高品質 ( 天然'l' r材)
。 。ｾ＠ 局品質( 機再生械骨す材り製も造み式シ)ステム 鉄 筋 コ ンクリー卜造榊造物

オリ ジナル コンクリート l

クローズド サイクル ⑥品品質
τｾ ロ口ロ ｭ ム ｴ μ 品質

。 。 ｾ＠ 同品質( 加再生熱骨す材り製も造み式シ)ステム 鉄 筋 コ ンクリート造構造物

ループ コンクリート 2

オープンループ : 製t引が使用限界に到迷し、製121 もし くは部lT3の更新を行なう湯合、泌禁止E索もしくは新規役人製紫が発生し、適用領域が拡大する循環形態。

クローズドループ ・製品が使川限界に到達し、製tいもしくは部品の史新を行なう場合、廃棄ELE索もしくは新規投入製業が発生しない、閉じた領域での循環形態。

ダウンサイクル :  Jl f!t 材料を再生製品の部品として使用する助合、再生製品の品質 性能の低下を生じ、材料保存性が縦保されない吏新形態。

オリジナルサイクル 再生材料を丙生製品の部品として使用する場合、再生製品の品質 ・性能の低下は生じず、材料保存性が確保される更新形態。

材料保存性 . 製品に適mされた部品が、解体分隊後 lこ品質 性能の低下を生じないまま、同程度以上の性能を有する製品の部品として使用可能であり、製品を

!!!l !本として材料が循環し続けられる性質。

従来型コンクリート禍造物による物質循環体系

* 初 期 イ ン プッ ト 部 品 水 セ メ ン ト 叫 骨材

ｾ 一一ー オープンループ Ｑ (11品置理 オリジナルサイクル/ 留品用達. 蝿童用コンフリート制相/ 主主再生畠品. 高品質再生骨材1

4 ‘ - ー オプンルプ2 (部品翻 ずウンザイクル/ 部品用達非情適用コンフトト材料/ 主申再生部品世品質再生骨材)

4 咽 ー トプンループ 3 Ｈ ＱＱＱ 繍珊・内シザイク ｉｾ ｉ 畠 品用遣凶欄 / 主申再生儲再生砕石 }  
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図 1 従来型コンクリー卜惰造物によるオープンループ型マテリアルフロー
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る天然資源は、非構造用コンクリート材料・路盤材用再生砕石とい

う形で、ダウンサイクルによる品質低下を繰り返し、オープンルー

プ型の循] 思形態をとるようになる 。また副次的に生成した製品に対

しでも、新たに天然資源がインプ ッ 卜されるため、最終的に廃棄P

のアウトフ。ッ 卜が大量に発生して、環境破墳を増進させる構図とな

ってしまう 。

4  構造卦短信十システムの新コンセプ卜

構造物として長期にわたり最適規模、所要性能などを保持し続け

るためには、躯休中心の構造的な性能に加え、長期にわたり構造物に

要求される機能性を充足していくことが重要となる 。この場合、使

用する上での機能性が確保されていれば、梢造物の価値は低下せず、

構造物は半永久的に維持され続けることになる 。その結果、新規構

造物の獲得に固執しない消費循環の確立が可能になり、スクラ ップ

アンドビルドに傾倒した仕組みを根本的に解決することができる 。

具体的には、構造体に必要な機能を定量化した上で、ライフサイク

ル設計を導入することである 。

ライフサイクル設計は、リテ‘ユ ース、メンテナンス、リユースお

よびリサイクルという設計コンセプトを包含した総合的設計手法で

あり、逆工程の生産をも考慮、している点が特徴的である 。図 2 に各

設計コン セプトのヒエラルキーを示すが 、これは、建築物という

「もの」を設計するために必要な物的要素を、持続可能なライフサ

イクルルー プを構築するために必要となる設言十コンセプ卜とともに

示し、階層化したものである 。例えば、リテ寺ユ ース設計の場合は、

物的要素 として 「構造躯体」が存在し、 「構造躯体J のリデュース

設計を実現するためには、その 「手段」として「長寿命化j が挙げ

製品の fあり方」

ライ 7 サイクル段計の「あり方J rあリ方J を構成する目的と対量

^  rやり方J

". t ι ) ，. ・畠開命化 {躯体)

Reduc 殴 計 特 物) . . . . . . 制 覇 化 ( イノフィル) *  

Mai nt enance殴針躯体. " [ ンフィル) -- - - - - - ・性能仙寺 (躯 糊 成 問)

ｾ＠ • 7' γ プヅレード ( インフィル構成要素) *  

一ーーー オリジナルリユース (禍適用 コンクリート部材)

・7 ウンリユース (非情適用 コンクリ ー ト部材)

ー ・ ー ・オリジナルサイクル (原骨材、セメント)

・ダウンサイクル (低品質再生骨材 、i理吉粉体)

*イ ンフィ ル部骨に特徴的な要棄

部品の「あり方j

従来型殴針の「あり方I 「あり方J を構成する目的と対量

製品の「あり方J
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図 2 ライフサイクル設計に包含される設計コンセプ卜のヒ工ラルキー
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られ、「長寿命化j の 「対象J として 「コンクリート J という要素

が提示できるというものである 。

ライフサイク j レ設計の根幹部分となるリサイクル設討を梢築し 、

各設計要素を各コンセプトに忠実に運用する ζ とにより、柿造物は

設言|時に目標としたライフサイクルで供用され、最終的にはコンク

リートのクローズドループ化が可能となる 。従来型設計においては、

リサイクル設計の「オリ ジナルサイクル」の仕組みが整備されてい

ないため、リデュース・メ ンテナンス・リユース設計が構築されて

いたとしても、クローズドループの循環形態は完成されない。コン

クリート構造物において資源循環のクローズドループ化を真剣に考

えるためには、オリジナルサイクルの更新形態を可能とするリサイ

クj レ設計を包含したライフサイクル設計を導入するといった一大改

革が必要となる 。

5. リサイクル設計の新コンセプ卜

順工程生産システムにおいては、 「リサイクル= 廃棄処理の一環J

という図式が成り立つため、例えば、再生骨材を取り出すためのコ

ストは極力削減する方が望ましく、逆にコストがかかる場合は、再

止骨材の製造は行わず、簡便な破砕により路盤材用砕石を製造した

り、最終処分したりするという流れが存在する 。乙の傾向は、 「製

造とリサイクルは別体系J と捉える順工程生産システムでは当然の

話であろう 。これに対し、 生産の逆工程を考慮した生産システムで

は、 }I頂工程を合理化する シス テムを維持しつつ生産とリサイクルを

一貰させた結果、更新形態はオリジナルサイクルとなり、廃棄物の

発生は大きく抑えられ、環境問題を根本的に解決できる条件が整う 。

コンクリートにおいては、コンクリートから原骨材及びセメントを

解体u寺に容易に回収できるように予め材料設計を行うという仕組み

が該当する 。乙のシステムは、従来型の順工程生産システムとは大

きく相違する仕組みであり、「生産とリサイクルは同一体系」 と捉

えることが可能になる 。換言すれば、生産システムに予めリサイク

ル工程が包含されている ζ とになるのである 。

さて、地球環境に首班、して構造用コンクリートのリデュース設計

を行う際の原則は、構造躯体を永続的に使用する乙と( 製品長寿命

化設計) であるが、構成材料の有効利用を考慮する場合には、リサ

イクル設計が適用される必要がある 。以上より、コンクリート椛造

物の設計は表 3 に示す 3 レベルに分類することができる。 レベル l

は、 ダウンサイクルおよびオリ ジナルサイクルの更新形態が考慮さ

れず、解体後に構成材料が廃棄処分される場合、レベル 2 は、 ダウ

ンサイクルの更新形態をとり、再生材料の用途を制限して再利用す
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ライフサイクル設計による設計レベルとコンクリートの分類

設計 リデュース設計 リサイクル設計 リサイ クル条件 製品の特徴

レベル 長寿命化 ダウンサイ 'J ル オリジナルサイタ'" 原料条件 破砕条件 種類 主な用途

Level 1  • 簡易処理 ①従来型コ ンク リー卜 廃棄処分

Level 2  • • 再生化処理( 一般)

②ダウンサイクル 路盤材、 ｾｉ ， 構造用コ ン

コンクリート クリート用再生骨材

再生化処理( 高度)

③リサイ クリング 構造用コ ンク リート周

コンクリー ト 再生骨材

Level 3  • • • ④リサイクラプル 構造用コン クリート用

骨材選定、骨材改質処理 再生化処理 (一般)

コンクリート 再生骨材

表 3

Level l  ライフサイクル設計において、再生時に構成材料の再利用をしないで製品長; / ，' 1命化目没fl lーを適F目するパターン

Level 2 ・ライフサイクル投言|において、再生時に椛成材料の適問用途を制限して製品長寿命化設計を適用するパターン

Level 3 ・ライフサイクル設計において、再生] 1寺に構成材料の適用用途を制限しないで製品長寿命化設計を適用するパタ ーン

保存性を検討する段階が最初にあり、続いて建設段階、供用段階、

解体分離段階が訪れ、そして再び第 2世代の設計段階に繋がる桃成

とな っている 。①従来型コンクリートは第 l 世代の解体段階におい

てその生涯を閉じるが、 ②ダウンサイクルコンクリートは用途が限

定されるものの第 2世代まで存在し、 ③ リサイクリングコンクリー

トは再生処理段階で環境負荷が増大する可能性があるが、第 2世代

も用途は限定されず存在し、 ④ リサイクラブルコンクリートは、第

2世代の全工程およびそれ以降までも存在可能であり、 長期的な存

在価値を見出すことができるコンクリートである乙とが分かる 。

現在、コンクリートの高強度化 ・高耐久化を図り、構造物を長寿

命化させる技術自体は存在する 。 しかし、 実際に長寿命を意図して

建設された構造物であ っても、デザインの陳腐化、ユーザーによる

空間更新性への要求度及び価値観の変化などが要因となり、 寿命が

短かくなる場合がある 。この問題の根本には構造物の建設技術論を

越えた各種要因が深く関与しており、理論的には説明が困難である

性質のものとして認識されるべきである 。以上より、 今後は コン ク

①笹畢型コンクリ ー ト

{周 遥 廃 棄 処 理)

② ダウノサイクルコノクリ ト

(周途: 路盤材、非情盗用

コンクリ ト周骨材)

③ リサイクリンデコンクリ ト

ｻ 周遣・ ｉｾ 適用コンクリート周骨材 ｽ

リサイクラブルコンクリート

(用達柵適用 コンクリート用骨材)

{ コンクリートの極怨)

材料保存性の織肘

基本設計

{位計レベル)

l evel l  : 製 品 畠 寿 命 化 位 計

(再利用なし)

Level 2 : 製 品 畠 舟 命 化 股 肘

(周途制限l 1 l ある再利用}

Levet 3  : 劉 品 轟 舟 命 化 段 針

(用途制限のない再利用)

段計

結 工

棋 周

再利用

解体処理

L . . . . I I ダウンサイクル

L . . . - - I リサイクリングおよびリサイクラブル

リサイクル

建築4荷造用コンクリー卜の循環フロー
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U

C

割

-

感

心
手

割

削

様

・
l

i

l

-

-

I

B

i

l

l

i

-

-

-

f

、

言

。

」

T

令

h

」
T

小

図 3

る場合、そしてレベル 3 は、オリジナルサイクルの更新形態をとり、

解体後に構成材料がそのまま再生材料となるため用途を限定しない

で再利用できる場合である 。

リートの梢成材料を完全にリサイクルできる材料設計手法を導入し

た上で、構造物の高強度化およひ百耐久化を果たしていくことが必

また、製造時の原料条件や解体時の倣'砕条件を考慮することで、

ライフサイクル設計の観点から構造用コンクリートを表 3 の 4種類

要なのではなかろうか。

6. 完全リサイクルコンクリー卜

に分類することもできる 。すなわち、 ①椛成材料の再利用を考慮、し

ないで、製造される「従来型コンクリート 」②一般的な破砕処理の後、

非構造用コンクリート原料として再利用される 「ダウンサイクルコ

ンクリート」、 ③高度処理の後、構造用コンクリー卜原料として再

利用される 「リサイクリングコンクリート 」、④そして破砕処理の

では、コンクリートに対し逆工程を考慮、したリサイクル設計を適

用し、 全品を完全にリ サイクルするための具体的な方法について説

明する 。なおこ乙では、躯体の耐久性保持に関わるメンテナンス設

計や、スケルトンインフィルシステムなどによる部材再利用に関わ

るリユース設計については割愛する 。繰り返しになるが、完全リサ

イクルを可能とするリサイクル設計の原則は、廃去を物の発生を未然

防止的に抑制でき、クローズドループでの資源官酔j需を容易にする材

25 

後にそのまま素材化するように予め調整さ れた 「リサイクラブルコ

ンクリー卜 j である 。

上記の設計レベルの遠いおよびコンクリー卜種類の速いを構造物

のライフサイクルに割り当てると 図 3のように表される 。構造物の

ライフサイクルでは、第 l 世代における躯体および梢成材料の材料
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料設計が適用されることである 。実際に設計を行う際、コンクリー

トに用いられる材料には、供周期間中はコンクリートの部品として

使用され、解体分離後も部品としての品質 ・性能低下がなく、再度

同等以上の製品の材料として使用が可能であるという性質、すなわ

ち製品を媒体として循環し続ける 「材料保存性 ( Resour ce

Conservabili ty) J を確保することが重要になる 。これにより、コン

クリートの柏成材料は、梢造物のf ! J l ( ，体時にその全量を完全にリサイ

クルする乙とが可能になる。

(  1  ) セメン 卜回収型

セメント回収型完全リサイクルコンクリートは、「セメントおよ

びセメン卜原料となる物質のみがコンクリートの結合材、混合材お

よび骨材として用いられ、硬化後、再度全ての材料がセメント原料

および再生骨材として利用可能で、あるコンクリー卜」として定義さ

れ、 図 4 に示すような閉鎖型循環マテリアルフローを構築できる。

従来のコンクリートから完全リサイクルコンクリー卜への転換を

図った場合、コンクリート廃安物の発生、セメント製造時の二酸化

炭素排出等の環境問題は大幅に改善 されるとともに、石灰石資源が

構造物の形で永続的に保存 ・蓄積される 。従来のコンクリートをセ

メント回収型完全リサイクルコンクリート( 石灰石砕石 ・砕砂を使

用) に毎年 5 %ずつ置き換えていくという条件で、将来のコンクリ

ート種類の推移ならびに廃棄コンクリート量および、二酸化炭素排出

量を予測した結果を図 5 、6 に示す。廃棄コンクリート 量は約50年

後に最大に達した後急激に減少し、セメ ン ト製造時の二酸化炭素排

破砕処理 1

(庄埠縫情)

〈コｾ
セメノト系微粉末

クローズドループ 1

構造用 コンクリー ト材料

ゑ‘

で九糊口|叩…加 ンクリー トヒ ミ

再生セメ〆 ト

ｒｃｉｾ 遍艇体 製造

私

¥さら

完全リ サイク ルコンクリート ( セメノト回収型) 構造物による物質循環体系

大 初期イン プ 川 部 品 本 、 セ メ ン ト、石灰石側 、産 制 産 物

ー咽ーー クローズドループ {部品種開 オリ ジナルサイクル/ 部品用通 網適用コンクリート材料

/ 主It 再生部品 。再生セメント)

図 4 セメン卜回収型完全リサイクルコンクリートによる 7 ローズドループ
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(叫完全リサイクルコンクリー ト生産の場合

写真 1 完全リサイクル住宅に適用されたセメント回収型完全リサイクルコンクリー卜

出量は約30年後から徐々に減少するととが予測される 。したがって、

完全リサイクルコンクリートは、建設投資を維持しながら環境負荷

の低減にも大きく 貢献できるコンクリートであることが分かる 。

また建設業以外から排出される副産物である高炉スラグ、フライ

アッシュなどを適当に組み合わせてコンクリートを製造する乙とに

より、解体後、他の成分を全 く添加することもなくセメント原料と

して利用可能な成分調整不要完全 リサイクルコンクリートを達成す

ることもできる 。

2000年秋、完全 リサイクルコンクリートが初めて実構造物に用い

られた。適用されたのは、早稲田大学尾島研究室が主催する完全リ

サイクル型住宅プロ ジェク卜の一環として建設された住宅の基礎部

分である( 写真 1 ) 。現在、廃棄物削減による環境負荷低減を目的

とした梢造物の普及が求められており、完全リサイクルコンクリー

トはそのような構造物の桃成材料として不可欠な存在になり得ると

考えられる 。
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(  2  ) 骨材回収型

骨材回収型完全リサイクルコンクリー卜は、「コンクリートの力

学特性の過度な低下が生じない程度に骨材表面に改質処理を施し

て、骨材ーマトリックス聞の付着力を低減し、原骨材を容易に回収

することを可能とするコンクリー卜」として定義され、 図 7 に示す

ような、閉鎖型循環マテリアルフローを構築できる 。

コンクリー卜の全量が閉じた系内で完全に循環できるようにする

ためには、セメント原料となる構造物の存在に加え、骨材供給源と

なる構造物も必要になる 。これらの適度なバランスを考慮して構造

物のストックを築いていくことにより、将来的には全てのセメン卜

及び骨材資源を構造物の中から採取することが可能となる 。

骨材回収型完全リサイクルコンクリートにおける骨材の改質処理

方法は 2種類ある 。化学処理は、骨材界面における セメント水和物

の生成を化学的に抑制する方法であり、物理処理は、被膜形成によ

り骨材界面の微細な凹凸面を平滑にし、機械的摩擦力を低減する方

法であり、双方ともに簡便かつ経済的に改質処理を行う乙とが可能

である 。図 8 に改質処理を施したコンクリートの破断面性状を示す。
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骨材回収型完全リサイク ル

コンクリー卜の破断菌性状

化学処理、物理処理ともに、骨材に改質処理を施すこと で、ひび割

れが骨材界面に( 憂うも的に形成され、界面でぺーストが剥離する破壊

性状を示していることが分かる 。これは、結果的に、原骨材回収性

を向上させることに繋がる 。

なお一般的傾向として、現在の骨材供給の中心をなす砕石は、砂

利と比較して粒形が組く、マトリックスとの機械的かみ合わせによ

り付着力が大きくなる傾向がある 。従って、コンクリートの高強度

化は図りやすいものの、セメントぺーストが骨材界面に付着した状

態となりやすいため、原骨材を回収するのは議々困難になると予想

される 。つまり、現在建設されているコンクリー卜構造物を起源と

したコンクリート塊の処理問題は、今後更に根深いものになるので

ある 。その一方で、砂利は天然資源として完全に枯渇しつつある状

況にある 。以上のことから、コンクリー卜の品質確保と地球環境保

全という こ面性を考慮した場合、骨材回収型完全リサイクルコンク

リートにおいて改質処理を施す骨材としては、砂利よりも砕石が適

切であり、将来的に構造用コンクリートに要求される力学性能、耐

久性能及び材料保存性能の 3大性能を満足できる最も有効な方法と

なり得ると考えられる 。

7 . まとめ

「リサイク j レJ をキーワードとした研究開発は、まずライフサイ

クル設言1-' こ包含される リサイクル設言十の 「あり方」および「やり方J

を明確にし、それが現在および将来の持続可能な地球環境成立のた

めに本質的に有効で、あるかを吟味する必要がある 。さもなければ、

地球環境問題を改善するはずの環境政術が、再び悪循環を引き起こ

す技術になりかねない。今後は、既存ス トックを処理するリサイク

ル技術に加え、生産の逆工程を考慮、したリサイクル設計を包含する

ライフサイクル設計を積極的に導入し、「新規ストックは資源」と

なるような製造システムを確立することが重要である 。

( のぐち たかふみ/ たむら まさき)
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各論 2

J'¥ーフェクトリサイクルハウス

中 島 裕 輔

早稲田大学理工学総合研究センタ一助手

l はじめに

建設分野における CO
2排出量削減は、業務 ・商業施設に比べて住

居施設は取り組みが遅れており、特に戸建住宅について遅れが大き

い。そこで早稲田大学尾島俊雄研究室では、日本学術振興会の未来

開拓学術研究推進事業の 1 プロジェクトとして、部材の80%以上を

リユース ・リサイクルするとともに、エネルギー ・水 ・廃棄物など

生活時における環境負荷を低減する設備システムと生活様式の確立

を目指したモデル住宅 「ノ Tーフェクトリサイクルハウス ( p陪{)J

の試作を行った。本モデル住宅は素材と工法の異なる 2 タイプから

成る 。 l 棟は日本古来の木造軸組民家型工法と、自然生態系と融合

した生活様式をベ ースにしたリユース型住宅w-p陪 fであり 、 もう

1棟は重量鉄骨造の工業化住宅で、建物の全部材が産業連鎖系の 中

で循環する リサイクル型住宅s-p斑fである 。乙のモデル住宅の概念

と実験内容について、実験結果の一部と合わせて紹介する 。

2 パーフ工クトリサイクルハウスの概念

2  -1 PRHの概念

本研究は、 21世紀の戸建住宅のあるべき姿を模索し、日本建築学

会が1997年10月に発表したC OP 3提言である「新築の建築物につい

て二酸化炭素排出量30%削減、及び建築物の耐周年数を現在の 3倍

に延長する J という目標をクリアする乙とを前提に研究計画を作成

した。そのため、ライフサイクルで見た場合の建設 ・廃棄に関わる

建物と、運用に関わる設備 ・生活について、それぞれ次のようなリ

サイクルの概念を導入した。

( 1 ) 建物のリサイクル

今日の住宅の平均耐周年数は20 - 30年であり、除却時にはその音11

材のほとんどが建設魔棄物として発生している 。これは、 一定周期

のスクラップ& ビルドを前提とした耐久性に不十分な部材の使用の

ために耐周年数が短いことと、工期短縮 ・コ スト削減のための鍍着

剤等の多用により、解体時に廃棄物の分別が困難であることによる 。

乙れを改善 し建物自体の循環系を形成するためには、 ①高耐久性を

持ち、かつ解体後もリユース ・リサイクル可能な部材の使用、 ②解

体の容易な工法の採用 ・開発、以上 2点の実践が必要となる 。

(2) 設備のリサイクル

今日の住宅は水・ エネルギー・廃棄物のすべてが大規模集約型の

都市供給処理施設に依存しているため、中小の地域や敷地内の循環

系はほとんど形成されておらず、資源 ・エネルギーの有効利用がな

されていない。とれを改善するためには、 ①供給処理機能をできる

だけ建物敷地内に持たせて敷地レベルのリサイクル率の向上を図る
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とと、 ②建築部材や資源ごみのリサイクルを確立し、広域レベルで

もリサイクル率の向上を図る乙と、以上 2点の実践が必要となる 。

(3) 2タイプのパーフェクトリサイク j レノ、ウス

現在の戸建住宅は、伝統木造工法から変化してきた在来軸組工法

と、戦後急激に発達した工業化住宅に大別される 。ここでは、伝統

木造工法のリユース性能の高さを見直して取り入れた木造リユース

型住宅w- P町f と、生産時のみではなく解体時の分別・リサイクル

にも配慮した新しい工業化住宅である鉄骨造リサイクル型住宅s-

P陪f という、リユース ・リサイクルを布到底的に追及した対極のモデ

ル提示をおこな った。フロー型の近代工業化住宅が 2種類のP斑fへ

と移行して p く様子をモデル化 したものを図 1 に示す。

2- 2  リユース型住宅W- PRHの考え方

かつての日本の住宅は手入れをしながら長く住み続けていたばか

りでなく、家を 111鮮pJ て移築し、 別の場所での部材の再利用が数多

く行われていた。w- P町f は日本古来の伝統工法に倣い、天然素材の

建材のみを使用し、継ぎ子 ・仕口を使った接合により解体 ・リユー

スを容易としたモデル住宅である 。生活時については敷地内の杉林

や土壌も設備システムの一部として考え、自然エネルギーも活用し

て出来る限り敷地内で循環させることを目的としている 。図 2 に、

敷地レベルの自然生態系を利用したW-P悶fの資源循環概念図を示す。

2・3 リサイクル型住宅S- PRHの考え方

現在普及している多くの工業化住宅は、建設時の合理化は徹底し

ているが寿命が20- 30年と短く、ミンチ解体によりそのほとんどが

混合廃棄物となっている 。s-p悶 f は設計時から解体 ・分別を考慮、し、

同素材でのリサイクルが可能な建材のみを使用し、接着剤を使用し

ない乾式工法により建材のリサイクルを徹底したモデル住宅であ

る。これら建材は広域の リサイクルプラントを介して循環し、生活

H寺は先端的な設備によりできる限り建物内での供給処理をおこなう

ことを目的としている 。図 3 に、広域レベルの産業連鎖系に組み込

まれたs -p旺fの資源i盾] 栄概念図を示す。
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図 1 戸建住宅ス卜 y クの梅造別経年変化モ デル図



図 2 W- P R Hの資源循環概念図

3 . 木造パーフ工ク卜リサイクルハウスW- P R Hの試作

3 ・1 建築設計

前述の考え方に基づき、 w- p悶fの試作をおこなった 。森林資源

の豊富な中山間地域に立地する戸建住宅として、富山国際戦嘩学院

の協力のもと、富山県上新川郡大山11可に建設した。外観写J 棄を図 4

に示す。木造判l組民家型工法 2 階建、延床面積254.80m' である 。

1998年11月の新築完成後約 l 年半の生活実験をおこなったのち解体

し、 2001年 6 月に再築が完成した。現在は再築後としての生活実験

をおこなっている 。W- PRHの部位別の主な特徴を以下に挙げる。

①構造・… 一大断面木材利用と高床式・基礎接合部の工夫により長寿

命化を図るとともに、継ぎ子・仕口を使用した木組みにより、解

体 ・分離の簡素化と木材のリユース率向上を図っている 。

②素材 …廃棄後も自然に還る天然素材の使用を徹底し、木材、瓦、

天然石、土、漆l喰といった建材に加えて、 塗装には柿渋とベンガラ、

断熱材には籾殻を使用した。

③外装…・・ ・解体 ・移築を容易にするために籾殻断熱材入りの壁パネ

ルを製作して使用し、真壁造による土壁塗り ・漆喰仕上げにより耐

久性向上を図っている 。

④内装… … 間仕切も取り外しが可能なパネル化をお乙ない、間取り

変更が容易な構造である 。床板・屋根板はメンテナンスが容易で、耐

久性を持つようにあらわし仕上げとしている 。

号平面計画とグリーンハウス… - 図 5 に各階平面図及びl次抜部断面

図を示す。居住者は、夫婦 ・子供 2人と高歯尚 l 人の 2 世帯住宅を

想定している 。南北方向の風通しと冬期の日射取得量を確保するた

め東西に長い平面とし、南側には開口部の大きい吹抜空間( 以下、

グリーンハウスと呼ぶ) を内外気候の緩衝空間として配している 。

夏期は棟の排気口を聞けることで排熱をおこない、冬期は大きな開

口部より入った日射を石床に蓄熱して暖房負荷軽減に寄与する 。
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図 3 S - PRHの資源循環概念図

図 4 W-P R H外観

3- 2 設備設計

( 1 ) 太陽熱及び燃焼熱利用の空調・給湯システム

太陽熱と、建設廃材 ・薪・可燃ごみの燃焼熱を熱源として貯湯槽

に蓄熱し、給湯と暖房に使用するシステムである 。暖房は温水循環

式のパネルヒータと温水を熱交換した温風の各室吹き出しの併用

で、冷房は空冷チラーの冷水を熱交換した冷風吹き出しをおとなう 。

(2) 太陽光発電・系統連系システム

屋根面に51-仰の太陽電池ノ Tネルを設置して発電をおこない、不足

分は系統から購入し、余剰分は逆潮をおこなう 。

(3) 悶水利用・排水処理システム

雨樋から集めた雨水を簡易櫨過して貯留槽に貯留し、 トイレ洗浄

水や洗車 ・散水用水に使用する 。排水は汚水・雑排水を合わせて合

併浄化槽に流入させ、 三次処理槽を介して地中浸透させる。

(4) ごみ分別 ・計量システム

生ごみはコンポストに、可燃ごみは薪ボイラの燃料に、資源ごみ
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は分別回収に出すことで敷地内循環率向上を目指すとともに 、居住

者自らが言「量管理することを通じて意識向上も図る 。

3 - 3  解体 ・再築実験

実際に解体 ・再築実験をおこない廃去を物量を実測することで、リ

ユース率の算定及びその評価をおとな った。

( 1 ) リユース率の定義

本研究では、新築時の建物と同一に再築 した際、同じ部位、同じ

用途に再利用した材をリユース材と定義する 。

(2) 解体 ・再築時の廃葉物量調査

図 6 に、 W- P悶f に使用している 素材別重量を示す。木材の割合

が非常に多く、その半分以上を構造材が占めている 。図 7 には、! 昨

体・再築時廃棄物量を示す。木材、瓦、 金属類の順で多かったが、

全体的にはごく僅かの廃棄物量と言 える 。木材の中では見えない音li

分で釘やビスを多用するため下地材に破損が多か った。なお、図か

ら省略したコンクリートは、基礎としてのリユースは無理で、あるが、

砕p て移築先の敷地lこてJIt- 石として利用した。

(3) リユース率の算定

素材別ではコンクリートと 一部金属を除いてほとんどが100%近

いリユースができ、建物全体のリユース 率としても約96% となり、

W-PRHの高p リユース性能が実証できたと言える 。

3- 4 建物性能

断熱性能に関しては、 真壁造である乙とと 天然lafr熱材の籾殻の熱

伝導率が0.0臼 ( w/ mk) とあまり小さくないことから各部位とも次

世代省エネルギー基準はクリアしていないが、躯休の長寿命化や健

康性の面での利点を選択するものとする 。

表 1 に、気密性能とホルムアルデヒド濃度の実測結果を示す。気

密性能の低か った新築時を改良した再築H寺では、伝統工法でも 一般

在来工法レベルまでその性能を近づけられることが分か った。ホル

ムアルデヒド濃度は基準値と 比l絞しでも無視できるほど低く、健康

性には特に優れていることが明らかとな った。

3-5 生活実験

約 l 年半の生活実験により、以下のことが明らかとな った。

・グリーンハウスの夏期実測では、風通しの良さと棟からの排熱効

果により日中は居室としての利用価値が高く、冷房負荷の軽減と快

適性の向上に寄与しているととが確認された。

・太陽熱及び燃焼熱により、給湯負荷を夏期 ・中間期でほぼ全量、

川

村

L

r

2並立

< 1階 >

冬期でもその 6割以上を賄うことができた。

- 雨水利用では月 平均22%の上水削減となり、水系 システム全体で

も運用時のC O2排出量が従来型の 16%の削減とな った。また冬期に

は、 屋根面積雪の貯水機能効果も見られた。

- ごみ処理では予測の 2倍以上の59%の敷地内利用率が得られた。
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図 6 W-P R Hに使用している素材別重量 図 7 W- P R Hの解体 ・再築時廃棄物百

表 1 W- P R Hの気密性能 ・ホルムアルデヒド濃度実測値

主要宣ホルムアルデ ヒ ド温度

23'C 、 45%換軍備 (pp m)

0. 005 

0β 07  

0. 080  

W-P R H新接時 (2000. 8)

w- PRH再毎時 (2001.5)

買密住宅 ( IV地域) / 厚生骨働省基準備

4. 鉄骨造パーフェク卜リサイクルハウスS- PRHの試作

4  -1 建築設計

前述の考え方に基づき、S -PRHの試作をおこな った。者11市郊外に

立地する 戸建住宅として福岡県北九州市若松区に建設した。外観写

真 を図 8 に示す。重量鉄骨造 2 階建、延床面積177.84 m' である 。

図 8 S- P R H外観
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図 9 S- P R H各階平面図及び南北断面図
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2000年10月の新築完成後 1 ヶ月間の建物性能実測をおこな った後す

ぐに解体し、 2001年 4 月の再築完成後より生活実験を開始した。s-

P悶ーIの部位別の主な特徴を以下に挙げる 。

①椛造・ 一完全リサイクルコンクリートを基礎として厚肉重量鉄骨

と免震桝造により長寿命化を図るとともに 、モ ジュール化し たシス

テムフレームの乾式工法により、解体・分離の簡素化と部材のリユ

ース ・リサイクル率向上を図っている 。

②素材…・・産業連鎖で、完全にリサイクルが可能な人工建材のみを選

定し、船体は鉄骨、外装はアルミとガラス、内装はプラステ ィッ ク

等の樹脂系材料を用いた。

③外装・・・・ー解体 ・移築を容易にするために乾式工法のパネル化をお

こな った。すべてガラスで盟うことで耐久性と耐候性の向上を図り、

断熱材にはぺットボトルリサイクル繊維を用いた。

④内装… ・・樹脂系材料をビスや岡田テープで施工し、接着剤は使用

していない。また、 900角の格子状天井ランナーのどとにでも間仕

切 ・建具パネルが設置できるフリープランシステムを開発した。

⑤平面計画とダブルスキン空間……図 9 に各階平面図及び南北断面

図を示す。初めの居住者は若い夫婦 2人を想定している 。南北方向

の風通しと冬期の日 :射取得量を確保するため南側に開口部を大きく

取ると同H寺に二重ガラスの吹抜空間を内外気候の緩衝空間( 以下、

ダブルスキン空間と呼ぶ) として配している 。このダブルスキン空

間は民家の外廊下のような役割j を持ち、夏期にはブラインドととも

に庇の役目をするだけではなく、床のl吸気口から床下外気を取り入

れ、杉uの排気口から排熱する換気効果がある 。冬期には日射のダイ

レクトゲインを玉砂利に蓄熱して暖房負荷軽減に寄与する 。中間期

にはこの空間に植物を置くことで、通風H寺の蒸発冷却効果を見込む。

4- 2 設備設計

( 1 ) 氷蓄熱式成層空調システム

ヒートポンプを熱源とし、ｊ［ ｭ ｾ は氷 、 冬期は温水の蓄熱 体 と空気

を直桜熱交換して調温・調湿したのちファンによって各室に供給す

る。室内ユニットは下部吹出・ 上部l吸込の成層空調方式である 。

(2) 雨水高度浄化・ 多用途利用 システム

雨水の利用率を向上するために、浄化 ・殺菌を高度化しで洗、濯機

や浴室の給湯などまで多用途に雨水利用するシステムである 。

(3) 生ごみ処理システム

ディスポーザーと専用浄化槽を利用し た生ごみ処理 システムによ

り、衛生面の向上とごみ収集車の回収頻度軽減に寄与する 。

4- 3 解体 ・再築実験

部材の完全リユ ース ・リサイクルを目指して設計 ・施工したs -

PRHにおいて、実際に解体・再築実験をおこない廃棄物量を実測す

ることで、リユース率( 分離率) の算定及びその評価をおこな った。

( 1 ) リユース率( 分離率) の定義

w- P悶Tのリユース率と同じであるが、リサイクルのために索材

ごとに分離できたかどうかの分離率 とも同義で、ある 。

(2) 解体 ・再築時の廃葉物量調査

図10にs -p悶 11こ使用している紫材別重量を示すが、鉄とコンクリ

ートの割合が多いことが分かる 。解体時には、リユースできない高

. 置 C ，)

25  

23.4  

19.8 

20  

15  

0.1  0.2  

鉄 コンクリート γ ぅA l ' ミ PVC PS PP PET PE  その他

図10 S - PRHの素材別重量

表 2 S - PRHの気密性能 ・ホルムアルデヒド濃度実測値
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カボルトやナットなどの鉄類と、 一部破損した床仕上げのPP板、

両国テープなどの接合用消耗品が排出された。

(3) リユース率の算定

素材別では接合用消耗品類以外はすべて90%以上のリユース率で

あった。建物全体のリユース 率 としても約98%となり、s - p陪fの高

い分離性能が実証できたと言 える。

4- 4 建物性能

断熱性能は、再生ぺ ッ卜繊維断熱材の熱伝導率が0.038 (w/mk)  

前後とグラスウールと向性能であり、各部位とも新省エネルギー基

準と次世代省エネルギー基準の中間平盟支の性能となっている 。

表 2 に、新築H寺、再築時の気密性能とホルムアルデヒド濃度の実

視IJ結果を示すが、相当隙間面積で3.00 (cni/ ぱ) 前後と気密住宅の

基準は満たしていることが分か った。ホルムアルデヒド濃度は基準

値と比較しでも十分に低く、工業化建材のみでも素材と工法の選定

により健康性に優れた環境がつくれるごとが明らかとな った。

4- 5 生活実験

現在も網針先 ｾ ｉ ｾ の生活実験により、以下のことが明らかとな っ た Ｐ

・ダブルスキン空間の実測では、日射遮蔽、初1，非必免気、通風などの

制御モードを外部気候や時間帯ごとに使い分けることで、中間則は

快適性の向上とその期間の拡大に、夏期も快適性の向上と冷房負荷

の軽減に寄与していることが確認された。

- 冷房では、成層空調が実現できていることが確認され、冷房負荷

低減に寄与していると考えられる。

- 悶水の高度滞化システムによって、浴室用水としても十分な水質

が維持されていることが確認された。

- ディスポーザーの利便性は高く、処理状況も良好である 。

5. おわりに

提案したパーフェクトリサイクルハウスは、敷地レベル及び広域

レベルの両循環系が双方とも構築されてはじめて、建物と生活系を

含めた完全リサイクルが可能となる 。その点では、 P悶f型の戸建住

宅とともに古材のリユースセンターや工業化建材のリサイクルプラ

ントが地域に一体的に整備されるととが、住宅がi即製される社会を

構築する上で必要なことである 。またこの実験を機に、各種メーカ

ーや施工業者、さらには消費者・生活者のリサイクル意識向上の一

助となれば幸いで、ある 。 (なかじま ゅうすけ)
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完全リサイクルを目指した rm買逆統合設計」

酒 井 寛 一

(的大林組地球環境室長

永久リサイクルと完全リサイクル

永久リサイクルの有比念は、使用済み材料を使用前と同一水準の特

性を持つ材料に、無限界再生産可能なことを指す。一方、完全リサ

イクルの概念は、新築H寺に使用する材料が全て リサイ クル材である

事と同H寺に、 j昨今体時に発生する物質が全てリサイクルされることを

指すと考えている 。

建設時に他用途廃棄物から

製造した再利用資材

永久リサイクル建物 完全リサイクル建物

解体時に廃棄物を

他用途資材に再利用

永久リサイクルと完全リサイクル

ここで木材はどのように考えたら良いであろうか。植林された樹

木が伐採後製材され、 一定期間使用された後に解体 ・焼却されると

する 。焼却されて炭酸ガスと水蒸気そして灰となり、新たに植林さ

れた幼木が、 ζ の炭酸ガスと水蒸気と散布された灰を養分とし、太

+  

| 地中埋設備造体 (シ ンク ) I  

再生骨材

圃

圃

圃

建設資材のカスケードリサイクル

32 砲築と社会 ・2002.2

|場エネルギーを得て育って p く。そして数十年後にはまた伐採時期

を迎える 。このような持続可能な森林から生産された材木は、永久

リサイクル材料と言えよう 。

一般的材料は、使用時間過程とともに性能が劣化 し、再資源化過

程での不純物混合が避けられず、再資源化に物流も含めて多大な化

石エネルギーを必要とする 。そして永久リサイクルを望めば、莫大

なエネルギー投入のみならず、新規に精製技術の開発も不可欠とな

り、理論的に可能となっても、経済ベースで成立するものは極めて

わずかと考えられる 。

一方、完全リサイクルであれば、何も同等品質での再利用が必要

条件ではないので、高級利用から低級利用へと、カスケード的に利

用する事が可能となる 。幸いな事に建設物については、基礎や地下

部分は解体せずに放置するのが一般的である。これを有効活用して、

低級利用の最後には土中還元し、逆に常に一定量の新鮮素材を高級

利用に投入することで、在来技術の範囲内で完全リサイクルが実施

できる 。

リユース( 再使用) 建物とリサイクル( 戸評IJ 用) 建物

リユース( 再使用) とは、飲みきって空となったビールビンを 回

収 し、洗浄後再度ビールを充填して、容器として再度使用する行為

が代表的である 。環境負荷を抑制する効果としては、 一般に形状や

高出止を変えてから利用す るリサイクル( 再利用) より高く、循環型

社会形成に当たっての優先順位が高く評価されている。

建設資材のリサイクル( 再利用) は、技術的に急速に進歩してお

り、実験的とは言え完全リサイクルが実現できる状況となってきて

いる 。一方で建設資材のリユースとなると 、使用期間が極端に短い

仮設資材ではリースが普及して一般化 しているものの、通常建物の

内外装材料や構造躯体については、色 と々 制約が多くて、実現には

乗り越えなくてはならない障害が多数存在する 。 しかし、古い建物

を改修して、用途変更などして長く使う事は、リユースそのもので

あり、下手に建物を解体して部材レベルでリユースに苦労するより、

建物全体としてリユースする方が環境負荷を確実に小さくできると

考える 。

1) 1慎設計J と「逆設計」

従来から言われてきた設言|・とは、素材や部材を加工・組み合わせ

して、建物や組立商品を作る手順を示している 。一方で循環型社会

では、商品を使用後、分解 ・解体 ・再利用する手順も必要となって

きた。この手順は、今までの組立生産の逆方向になる事から、 「逆
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素

材

順 設 計

部

材 逆 設 計

順設計とは独立した逆設計

設計」と言葉で表現する場合がある 。この意味では、在来の設計は

IJI 関設計j と呼ぶのが対比上適切で、あろう 。

「順設計J による加工・組立プロセスにおいても、廃棄物は多量

に発生する 。建築現場では、仮設材の一部や、相包材、搬入資材の

切断屑、消耗品等が廃棄物となる 。 しかし、 [II 関設計j の段階で完

全リサイクルを配慮、し、プレハブ化、プレカ ット、定尺利用、無、相

包搬入等を導入すれば、廃葉物は大幅に削減され、それでも排出さ

れた物は、徹底分別やガス化溶取l炉によ って全量再資源化すること

は不可能で、はない。このような活動は、最近数件報告され始めてお

り、 「新築工事におけるゼロエミ ッションJ とも呼ばれている 。

一方、解体時についてみると、希ではあるが既存建物について

「解体設計J を実施した事例が報告されている 。 これは 「逆設計J

に相当するが、建物の現況図面において、廃安物の分別種別毎に内

外装材料を区分表示し、分別! 9 i { 体の手順を示したものである 。完全

リサイクルを実施するためには、現状で再資源化が困難とされてい

る物質、たとえば分別残差 となる土砂や繊維屑などの微粉末混合物、

塩ビが混入した廃プラスチ ック、油まみれの廃木材や故紙等につい

て、ガス化溶融炉などで処理して再資源化する措置が必要となる 。

これが完全に達成された状態で、 「建物解体のゼロエミッションJ

が成り立ち、解体時完全リサイクルが実現する 。現状では、「建物

i鰐体のゼロエミッション」は、技術的に可能な段階に有るが、経済

的には割高となる可能性が高く、普及するには多少時間が掛かりそ

うである 。

完全リサイク凡建物の日関野充合設計」

これからの循環型社会構築のためには、設計行為における「順設

計J と「逆設計」 との融合と統合が重要であり、 111領設計」段階で

「逆設計j も組み込む、 111慎逆統合設計」が必要である 。この見地か

らは、新築段階から易分離性接合機械の改善が重要であり、接着剤

使用は制限されよう 。また、 FRPのように分離が困難な複合材料は、

そのまま粉砕した状態での利用用途開発が不可欠で、あり、新しい材

料開発の方向づけもされよう 。

今後の建築設計

短期使用建物への IJI 慎逆統合設計J を考えてみると、展示会施設

や短期借地権利用建物、短期償却の工場建屋が対象となるが、使用

期聞が超短期の場合には、リース商品の利用が主流となって行こう 。

短期使用建物は、 一般に鉄骨造で基礎を小型化し、解体工事が経済

的に困難な基礎を含めた地中構造物を小さくする事が肝要である 。

鉄骨のリユース先は、現状では非常に限定され、仮設用山留鉄骨が

受け入れ市場として考えられる 。このために、山留鉄骨の必要断面

や長さ寸法に合わせた鉄骨設計とする場合も考えられる 。もちろん

屑鉄としてリサイクルするには、何ら支障はないが。

一方、長期使用建物の場合には、躯体部分については、木造以外

は改修による延命措置で超長期使用するのが理想的で、ある 。木質系

構造体は、適宜更新しても植林をし っかりすれば完全リサイクルは

成立している 。欽はリサイクルが擁立しており、コンクリートは現

在幾つかの方式が開発され、今後の再利用コンクリート用途拡大の

動向が見え始めている 。内外装材料は、比較的短期間で更新される

ので、リニューアルl時点で分離された部材は、リユースあるいはリ

サイクルは必須条件であり、中古マーケ ット創設が重要となる 。ス

ケルトン ・インフィル建物のインフィルは、この見地からの市場形

成が無いと、廃葉物を単純に増加させるだけの行為に成りかねない

ので注意が必要である 。 ( さ か い かんじ)
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循環型社会における建築施工

英 治
$ :  

ニ士ニ

(制す中工務庖地球環境室長

ッシュコンクリート用としての活用はまだごく 一部の実用化にとど

しかし、今後、解体工事の増大が予測され廃棄物の増

大がより深刻化することが考えられる 。従って、乙れからはリサイ

クルに対する取り組みの強化の他、廃葉物を出来るだけ少なくする

まっている 。はじめに

施工段階の環境負荷としては建設副産物、 C O
2
、南洋材、騒音・

振動、有害物資、フロン ・ハロン等が挙げられるが、ここでは、

という観点から構造物の長寿命化を図って行く事も求められる 。

乙とではリサイクルに必要不可欠な分別回収、再資源化等の技術

について紹介しておく 。その前に、建設副産物と建設廃棄物の関係

を整理しておく 。建設副産物は廃棄物と再生資源で構成されており、

サイクルという観点から産業廃帝物の約20%を占める建設副産物の

現場における CO
2削減の取り組みを紹介す

る。

現状とリサイクル、施

前者は原材料として利用が不可能なものと原材料として利用の可能

性のあるもの、後者は原材料として利用の可能性のあるものとその

まま原材料となるもので構成されている 。原材料として利用の可能

建設副産物加里の現状と課題

産業用廃葉物の発生総量は1980年から 1990年にかけ 1 ｦ ＩｾＺ トンほど

噌加 したが、その後はほぼ 4 億トン前後の横ばい状況となっている 。

性のあるものを如何に再利用するかによってリサイクル率が大きく

左右される 。これに該当するものとしては コンクリート塊、アスコ

ン塊、木材、汚泥、混合廃棄物等が挙げら れる。建設発生土、金属

また、 i蹴冬処分量についてみると各産業における リサイクルの進展

等で若干減少傾向であるが、それにもかかわらず最終処分場の不足

が深刻化 しつつある 。建設副産物についてみると、産業用廃棄物の

くずはそのまま原料になる再生資源とされている 。
約20%を占めているが、産業魔棄物全体の リサイクル ・減量化率が

分別回収

利用の可能性のある副産物を再生資源化するには、回収に際して

の徹底した分別が求められる 。 しかし建設現場は場所が不定で、規

模も大型ビルから戸建て住宅まで大きくバラツキ、敷地条件も、狭

本¥'980%であるのに対し、 60%弱となっている 。

主要資材別に見てみると 図 1 に示すようにアスフアルト ・コンク

リート、コンクリー 卜の再利用( リサイクル) 率は比較的良好で、あ

るが、混合廃葉物、汚泥の再利用率は極めて低い。混合廃去を物に対

する分別回収、汚泥の再資源化 (一部の汚泥については現場におけ

る滅容化等がはかられ、
陥のものから比較的余裕のあるものまで多様で、、分別ヤードを十分さらにスーパー堤防の裏込め材に活用され

に確保できないものも多い。特に小規模建設現場における対応が大
た例も有る) を図る必要がある 。コンクリートガラの再利用率は良

きな問題になっている 。

建設各社ではこの問題に対し、独自に製作した巡回収集車の導入

( 大成建設) 、複数の建設会社による共同巡回回収システムの導入

( 戸田建設、西松建設) 等の取り組みが行われている 。当社では東

京本店管轄の作業所( 関東、長野、新潟、静岡) で全副産物につい

て品目ごとに作業所を巡回して回収するシステム( 図 2参照) を運

好であるがほとんどは路盤材、裏込め材での再利用で、骨材のフレ

建設副産物リサイクル率 (1995)
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対象品目としては、木屑、紙屑、石口' ボード、ロックウール、コ

ンクリー卜、 ALC、塩ビ管を取り上げているほか、混合廃棄物を

「もえるものj 、「もえないものJ に分けて回収している 。回収に| 摩

しては、 写真 1 に示すような小規牒現場においても分別回収が容易

に出来るように、コンパク卜な移動可能な容器( 中に袋が内蔵しで

あり袋ごと回収が可能) を開発して広く採用している 。木屑につい

ては図 3 のようにメーカーと協力して回収にあたり再生製品である

パーチクルボードをグリーン購入している 。乙のシステムは以下を

狙いとしたものである 。

・リサイクルの充実…品 目の拡大と再資源化ネ ッ トワークの構築に

よるリサイクル率の向上

・事務処理の充実…ー建設副産物情報の電子データ 化による事務処

理の軽減

・人の充実… ••• … 環境保全責任者の設置による建設副産物の適

正処理の向上

・道具の充実 …・ … 小型移動式分別収集容器の採用による分別回

収効率の向上

このシステムは産業廃葉物中間処理会社、再資源化施設、資材メ

ーカーと共同で運用され、リサイクルの向上に大きく貢献している 。

因みに2000年度は汚泥と建設発生土を除く建設副産物の約70%強を

減容化・リ サイクルすることができた。将来的に は図 4 に示すよう

に処分量を 5 %程度までに削減する予定である 。

再資源化

建設副産物の再資源化は全体で60%弱で80%を超える全産業と比

べると相当に見劣りする状況である 。 しかし、汚泥を原料にしたタ

イルの開発、建設発生木材を原料にしたパーチクルボード、建設発

生石背ボードによる再生材、灰石口' による土嬢改良剤、解体コンク

リートから骨材を取り出す技術等が開発されつつある 。当社では廃

コンクリー卜から天然の粗骨材と同等の粗骨材を分離 ・回収する技

術を開発し、北九州エコタウン実証研究センターで、実証試験を開

始した。またこの骨材( サイクライト) は一部実施工に活用してい

る。その他、現場で発生する塩化ビニール管廃材を汎用塩化ビニル

管に活用したり、 コンクリー卜 二次製品粗骨材に活用する技術、可

燃性廃葉物の燃料資源化促DF) 等の技術を保有している 。

また本年から公共工事におけるグリーン購入法の導入等も図られ

再生材の使用に追い風が吹きつつあるので、これを背景に再生材の

活用技術を展開していくつもりである 。 しかし、再資源化されたも

のの価格面の諜題、再資源化行為自体が環境負荷の面でどのような

効果があるのか、 一部の材料ではあるが、再資源に相当なエネルギ

ーを要する等の問題も指摘されている 。

C O
2
の発生抑制

各産業界は経団連自主行動計画にもとづき削減実績を毎年公表 ・

評価し、建設業界も 12010年までに12%削減」という自主目標を設

定して活動を展開している 。日本全体の発生量に建設業のしめる割

合は建材、建物運用段階も含めると日本のCO
2発生量の1/ 3をしめ

」ι 子E 2

写真 1 分別容器

図 3 木くず巡回回収リサイクルシステム

2000年

発生・排出抑制

発生抑制量 120% 簡易梱包

リサイクル量 |  循環型リサイクル

50% 再生品利用促進

巡回回収の拡大

図 4 建設廃棄物対策

建設資材生産

13 % 

2010年

30% 

65% 

5 % 

業務用施設運用

8% 

家庭用施設運用

8% 

その他波及効果

15% 

図 5 C O，発生にしめる建設業の割合

るとされているが、施工段階は図 5 に示すように 1%強であるが、

そのうち約70%がトラック運転と建設重機操作に起因すると言われ

ている 。現場におけるアイドリングストップ、残土排出の削減等の

取り組みが各企業で展開されているが、当社で、もCO
2
削減の為の研

修会を協力会社と共同で、実施し展開している 。

おわりに

建設廃葉物のリサイク j レ、再資源化、 CO2
の削減等について諜題

とその対応事例をいくつか紹介したが、その他に循環型社会を構築

する為には忘れてはならないのはPRfR対応、施工面の環境実績の

正確な把握システムの構築が挙げられる 。 (むろえいじ)
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各論 5

環境先進国ドイツにおける建設廃棄物の取り組み

浦 j盆 真 郎

(掬アーシン代表取締役 ・工学陣士・技術士・福岡大学大学院工学研究科客員教授

1  . はじめに

環境問題にと って、政策や法制度をはじめ経済や財政といった社

会的制度の整備は非常に大きな役割を果たしており、それらを基盤

として技術開発やその適用が行われるとい っても過言ではない。そ

うした意味において、 ドイツの環境問題に対する取り組みは、世界

的にも先進事例として注目を集めており、環境問題さらには資源問

題としても大きく位置づけられることとな った廃棄物問題について

も同様な状況であり、乙うしたことから、わが国からも多くの人々

がドイツを中心とする欧州ヘ、視察や調査へ赴いている 。

例えば、わが国で言 う循環型社会の基盤となる廃葉物の 3 R  ( リデ

ユース、リユース、リサイクル) の推進についても、 ドイツの諸制

度などを模範としていると言われている 。筆者もこの10年足らず毎

年のように欧州の廃棄物関連施設等の技術視察ヘι同叫す情報を集め

ているが、技術的側面のみならず、社会制度の進捗状況には目を見

張るばかりである 。その一例について触れれば、容器包装材、自動

車、電気 ・電子機器、電池等のリサイクルシステムへの取り組みは、

日本より相当先行しており、それら制度に追いつくのには、まだ数

年かかるのではと感じている 。これらの廃棄物に係るドイツをはじ

めとする敵米の取り組み状況については、 「循環経済ビジョン J ( 1)  

に詳し p 。 しかしながら、後述するように、建設廃棄物に対するリ

サイクル等への取り組みの進捗については、わが国の方が相当進ん

でいると考えられる 。

2 .  ドイツにおける廃棄物施策

廃葉物対策における施策、さらには廃棄物そのものの定義も、国

によって異なる 。 ドイツの「循環経済 ・廃棄物法j は、 1994年に制

定され、廃棄物を単なる公衆衛生上の規制や処理・処分の対象とし

てではなく、廃棄物の発生回避及び再利用による資源保全、エネル

ギ一回収・有効利用、土地利用の効率化、環境適合型の処理 ・処分

の問題として捉えている 。このような観点から、どうしても回避で

きない廃葉物を可能な限り素材として、またはエネルギーとして利

用をはかり、それらが出来ない場合に最終的選択として処分する乙

とになる 。したがって、この選択( 回避・利用 ・処分の優先順位) を

廃棄物排出者に課し、いわゆる排出者責任 (Polluter Pays Pri nαpl e) 、

さらには拡大生産者責任 ( Expanded Producer Responsibi l i ty) を抑し

進めている 。

そこで、廃棄物を用途による類型化により、 「利用廃棄物j と

「処分廃棄物」に区別し、さ らには産業 ・事業系廃棄物と家庭系廃

葉物により、それぞれの処理ルートが決定されてし 喝 。また、利用
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廃葉砂J については、いわゆるリサイクル基準が政令として設けられ

ているが、現在のところこうした政令は、容器包装材、廃バッテリ

一、廃自動車についてのみであり、近々、廃電子・電気機器、古紙、

さらには建設廃棄物に対しでもそれぞれの政令を制定すべく準備さ

れて p る。例えば、いわゆる建設廃葉物は基本的には産業・事業系

廃棄物になり、またその多くは「利用路葉物」に属するが、その場

合は、排出事業者が汚染者負担の原則に基づき、自己責・任でリサイ

クルなどの処理を行わなければならない( 多くは、民間処理事業者

に委託されている) 。一方、 「処分廃棄物J の場合は、公共処理事業

体への引渡義務が発生することになる 。

3.  ドイツにおける建設廃棄割弱の分類と排出量

世界中の廃棄物排出量の 3分の 2 が建設系廃葉物と言われている

ほど多量に発生している 。 ドイツでも同様であり、そうした建設廃

棄物の分類と排出量は、 表 1 に示すとおり、年間で、約285百万ωnと

膨大な排出量となっているが、そのうち建設残土が最も多く、約 4

分の 3 を占めている (2) 。なお、日本とドイツとの建設廃棄物の排

出構造の最大の相違点は、建物構造にあると言われており、 ドイツ

では、ビルや住居の平均寿命が長期] に及ぶこと、煉瓦などを含む伝

統的組制構造物が多いことである。

表 1 ドイツにおける建設廃棄物の種類と排出量 (2) 

種類 解体廃棄物 建設現場廃棄物 建設残土 道路工事廃棄物

官1 ブロ ッ7、石、 プラスチ 'i ウ、木 残留土、残留砂、 アス Ｗ ｩＧＩｾト、合一Ｉｾ

コンフリート等 紙、金属等 残留石等 砂flJ 、涯青物

LAGA分類番号 31409 31206 31411 31410 

排出量 30-40 10-14 168-215 21-26 

百万トン/ 年 約11% 約5% 約75% 約9%

注 LAGAとは各州の廃棄物管将官庁で榊1泌される合間作業部会である 。

いま、少し建設廃棄物等の排出量の経年変化について触れると、

ケj レンチHにおける建設系JJ，言葉杉J をはじめとする主要廃葉物の排出量

の事例を表 2 に示した ( 3 )。同表に見られるように、建設がれき・

掘削土の排出量は、 1994年( 循関経済 ・廃一繋防法制定年) から 1997

年の 4年間に 2倍以上増加し、他の廃葉物と大きく異なった傾向と

表 2 ケルン州廃棄物共同委員会調査の主要廃棄物排出量 ( 3 )  

LAGAJ - ド廃棄物種類 1994年 1995年 1ω6年 1997年

31411 建設がれき/ 掘削土 887，251 1，085，512 1，543，950 2，076，177 

31423 油汚染土i裏 555，736 615，743 708，443 889，243 

31424 有害物含有その他士嬢 525，033 534，538 1，101，523 816，602 

31620 有害物含有石膏汚泥 120，702 168，995 80，532 131.724 

94801 産業用排水処理汚泥 251，060 257，185 249，859 328，482 

59603 焼却用事前混合廃棄物 34，157 33，037 52，228 108，839 

( プログノス社提供資料から抜粋) 単位: トン



なっている 。

また、環境先進都市として有名なフライブルグ市での廃棄物排出

♀データを見ると、 図 1 に示すように、建設系廃棄物は、 1994年以

前から相当量減少しており、他の家庭系廃棄物等の傾向と比べると

大きな差があることがわかる ( 4 )。

(単位トン)

350. 000  

3凹 .0∞

250 出国

Z∞o∞ 

150 回国

1∞∞o  

50.000  

出! U! : フ ライブJ レグTI i 資料

1991 1992 1993 1994 1995 

図 1 フ ラ イ ブ ル グ 市 に お け る 廃 棄 物 排 出 量 の 推 移 ( 4)

これらの原因は、排出実態に地域的な特性があること、建設系腐

葉物の範囲( 掘削l土を含むか否かであり、フライブルグー市ではいわ

ゆる公共処理事業体での処分廃安物としての混合廃安物排出量を示

している) に違いがある乙とが考えられる 。特に後者の原因は、多

くの州では、建設系廃棄物を処分廃棄物として、公共処理事業体へ

の引渡義務を有効化 させることによ って、低費用・低水準の擬似リ

サイクルを防止する方針を採用している (3 ) ことに伴うものと想

定される 。すなわち、州等の公共処理事業体の処分施設、民間処理事

業者等のリサイクル施設の整備状況が異なり、引渡義務による処分

量とリサイクルされる量とに差異が生じているためであろう 。この

ような状況が建設廃葉物のリサイクルにおける課題とされている 。

4.  ドイツにおける建設系廃割弱のリサイクル

建設系廃棄物のうち、アスフ アルト、砕石類、建設残土は、現在

もリサイクルされており、それらリサイクル材の建材などへの使用

基準( 再生用コンクリート 等におけるD凶規格等) 体制も整備され

ている 。 しかし、実態は上述したように、建設廃棄物は基本的には

処分廃安物とされ、また高度なリサイクルを優先的に保護する法的

な規定が無いこともあり、真のリサイクル体制が進んでいるとは言

えず、擬似リサイクル( 低費用 ・低レベルのリサイクル) の段階に

あると 言われている (3) 。今後、リサイクル材の使用用途範囲の拡

大・高度化が望まれており、重金属等 を含有した廃コンクリート材

や市場性の乏しい残土等のリサイクル体制が急務とな っている 。

こうした状況なかでも、先進的に建設廃棄物のリサイクルに取り

組む事例について若干触れておく ( 2 ，3 )。

ケル ン市廃棄J物処理・リサイクル有限会社( 以下、 AVG社) は、

ケルン市と最大手の廃葉物処理会社卜リニケンス社などが出資する

第 3 セクターであり、公設民営方式により運営されている 。施設は、

4種類のリサイクル事業会社( コンポスト、建設現場腐葉吻、事業

系j尭王宮物、廃自動車を対象とする有限会社) から構成され、それら

事業会社が所有する施設では、それそ'h 選別工程( 機械的選別工程

が中心) により選別されたリサイクル材の再生利用事業を実施して

いる 。また、それらの過程から発生する残留物( マテリアルリサイ

クj レできない廃棄物) は、 AVG社の一般廃棄物の焼却施設( 発電に

よる熱回収) で焼却されていることが、 AVG社の特徴でもある 。

E WR社は、混合廃棄物( 建設現場廃棄物や解体廃棄物の混合廃

葉物) の選別施設を建設 ・運蛍する有限会社である 。供給装置、寸ア

耐i選別装置( 回転ふるい) 、手選別ステーション、ふるい機( 旋回

振動ふるp ) 、風力選別機の選別装置を主要構成とする施設は、わ

が国のそれと基本的には同様である 。 しかし、 ドイツの混合廃穀物

は、現場での分別排出が従前はほとんどなされなか ったこともあり、

再利用には高い選別精度が求められることとな っていた。そこで、

E WR社は、廃棄物処理料金を比重によ って、段階的に設定し、発

生現場での分別を誘導するようにしている 。因みに、廃棄物比重

0.8- 0. 9は70 ドイツマルク/ トン( 約5，000円/ トン) 、同0. 4 以下は

3∞ドイツマルク / トン( 約20，000円/ トン) であり、プラスチ ック

や木材などの多い廃安物は、処理料金も高くな っている 。

5. おわりに

以上、 ドイツを中心に建設廃葉物のリサイクル状況に触れてきた

が、建設廃葉物に限って言 えば、わが国の状況と相違がないか、む

しろ、発生源で、の分別と言っ た点ではわが国の方が進んでいると感

じている 。また、イギリスやフランスでも建設廃棄物のリサイクル

状況を垣間見る機会もあ ったが、 ドイツよりさらに遅れていると言

うか、それほど問題としていないように感じた。

なお、 ドイツでは、 2005年には、 「一般廃棄物技術基準J が完全

施行され、それに向けて、処分廃棄物前処理の義務化と脳側分場

の閉鎖( 新梢造基準の適用に伴う現在の処分場閉鎖とそれに伴う埋

耳処分料金の増大) の方向性が進むため、今後、建設腐葉物のリサ

イクルが大きく進捗すると予想される 。特に、現在全iil が埋立処分

されている混合腐葉物( 建設現場廃棄物や解体廃棄物の混合路棄物)

を、完全リサイクルする必要性が高まることになろう 。

ドイツの建設業界は、循瑞経済を自らの手で取り組むことにより、

強制や義務を伴う公的規制に頼らない方針を貫いてきた ( 2 )。 しか

し、乙の新たな規制に対しては、わが国の建設業界が、「循環型社

会のリーデ イングインダストリー」として取り組む姿勢を打ち出し、

積極的に推進しているととが模範となるかもしれない。

最後に、本稿をまとめるに当たり、財団法人産業施棄物処理事業

推進財団部長の鈴木繁樹氏に多くの助言 と示唆を得たことを付記し

感謝いたします。 ( うらべ しんろう)
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(4 ) 日本学術振興会未来日目指学術研究推進事業環境配慮型販売システム研究 チ ー ム ( 柏岡布l

弘京都大学教綬代表) 家1延系ごみ釧IJ¥実態の国際比較調査報告 .'l (第 l 朝1)、フライプ

j レグ市 ケンブリ ッジmの家庭系ごみ却l'lil 実態を 中心に、 p. 9、2000年3 fl  
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デ ー タ 1

リサイクル建材概論

林 一 彦

大成建設(側関西支庖建築部部長

建築材料のリサイクルへの取り組み状況

平成13年 1 月に基本方針が公布された建設 リサイクル法は建築物

の解体工事などの発注者に対し①都道府県知事への届出、 ②特定建

設資材( コンクリート、発生木材、アスフ アルト ・コンクリー卜塊)

の分別解体等の実施、 ③特定建設資材の再資源化の実施、を義務づ

けており、発注者に対し具体的品目に指示があり 、今後ますま す強

化される傾向にあります。これに、実1j包を担当する建築業者及ひ官

はじめに

循環型社会形成推進基本法は平成13年 l 月に完全施行になり、循

環型社会の形成に向けて講ずべき優先順位を明示しており、第 l に

原材料や製品等が廃棄物等になることの抑制が図られるべきこと、

第 2に発生した循環資源は製品や部品としての再使用が図られるべ

きこと、第 3 に再使用されない循環資源は原料としての再生利用が

図られるべきこと、第 4 に再使用及び再生利用がされない循環資源

休業者についても、! 発安物処理法とあいま って分別及び、リサイクル

などを義務づけしています。

また、グリーン購入法により建築の関連では公共工事における建

築資材再生木質ボード・タイル・混合セメント 等の判断の基準を満

は熱回収が図られるべきこと、第 5 に循環的な利用が行われない循

環資源は適正に処分されるべきこと、という優先順位にな っており

ます。

この中から建築における再生( リサイクル) についての昨今の動

たす資材等 を原則として 100%調達することにな っており、供給側

からと需要側と両面から分別とリサイクルの推進を進めてきている

状況です。

|  環境基本法 |  

団亙亙亘1

一一一 自然循環

循環〈ごごご

一ーーー 社会の物質循環

きと現状について述べたいと思います。

資源循環型社会

リサイクル推進

鉱充! l 備

( l - 〕
リサイクルー 4りユース |  

l リサイクル !  

( 1R)  (3R )  

〔需要面からの支援〕

(新規制定)

(  ( リサイクルの推進) )  
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先に述べた循瑚型社会形成推進基本法が平成13

年 1 月に完全施行されてから、それに基づき具体

的な法律が制定され、回全体が有酔j詩型社会の形成

①廃車物の琵生抑制

②廃棄物の適正処理

③廃棄物処理施肢の股置規則

@ 廃棄物処理韓者に対する姐則

⑤廃車物処理基準の段定 等

に向けて進みはじめました。

リサイクルの推進については、資源有効利用促

進法が平成13年 4 月に完全施行され、 ①当事者に

グ

リ

ー

ン

購

入

法

(?iiitiF〕

[例 再生紙、コピー紙)

(iiiiiJFO 

個別物品の特性に応じた規制

(既制定) (新規制定)

容

器

包

装

サ

イ

ケ

法

[ 鶴 包 装 の 引 [ 酬 がJMlによる収集 I  I  ル費用を 負担 l  

容器包装の製造 I  I  ・廃家電を小売庖が|

利用章者による再 I I  消費者より引取り |  

寅軍化 )  I  創造章者等による|

( ピノ ベットボトル紙製 ) に 再 商 品 化 ノ

プラス初製容器包装等J (::; f: 先22庫う

循環型社会の形成推進のための施策体系

食

品

リ

サ

イ

フ

ル

法

建

設

リ

サ

イ

フ

ル

法

家

電

リ

サ

イ

ク

ル

法

よる製品の回収・リサイクルの実施などリサイク

ル対策を強化する 。②製品の省資源、化・ 長寿命化

等による廃棄物の発生抑制対策、 ③回収した製品

の部品等の再使用対策を新たに講じる、 ④産業廃

棄物J対策として副産物の発生抑制及び、リサイクル

を推進する、 等により、循環型経済システムを目

〔31ぅ;江川う

指しています。

また、 10業種 . 69品目の事業者に対して 3 R

( リテe ユース ・リユース・リサイクル) の取り組

みを包括的に義務づけています。

組築と社会 ・2∞2，238 



各建築資材メーカーの取り組み状況

1 . 建築資材以外の副産物使用建材

イ. 岩綿l吸音板 一一原料は廃材鉄鋼スラグ

ロ ブラスターボード一一表面紙の原料は再生紙

石rr の原料の50%は火力発電所副産物

/ 、 クロス 一一裏面紙の原料は再生紙

ー タイルカ ーぺット 一一原料に再生ポリエステル

( 25%以上及50%以上使用)

ホ. インターロッキング一一原料は廃材鉄鋼スラグ

へ. セメント 一一廃材鉄鋼スラグ ・石炭灰 ・汚泥 ・非鉄鉱浮

ト. リサイクル生コン 一一再生骨材

2 . 建築資材の廃棄物使用の建材

イ. パーティクルボード一一世! 設発生木材

ロ 路 盤 材 、 骨 材 一 一コンクリー 卜塊

ハ. 再生アス 7 7ル卜 ・路盤材一一アスフアルト ・コ ンクリ ー ト塊

3 . 建築資材の不用原料又は製品廃棄物再使用建材

イ. タイル ーー窯業廃土 ・陶磁器利用

ロ. ALC版 一一工業廃材 ・現場副産物再利用

ハ ガ ラ ス 一一工場廃材のみ再利用

ニ. アルミサッシュ 一一工場廃材のみ再利用

ホ. ダンボール 一 一現場副産物のみ再利用

へ. 屯線 一 一現場副産物のみ再利用

ト. 11[1出成形セメ ン卜板一一工場廃材のみ再利用

4. 建設現場からの分別回収により廃棄物の再資源化建築資材

イ. 木くず 一一一パルプ材 ・パーティクルボード等

ロ ガラス ・陶磁器くず一一再生砕石・敷砂利等 ・がれき類

ハ. アスフアルト 一一アス フアルト混官物等

ニ. ダンボール ・古紙類一一再生ダン ボール・再生紙等

ホ. 鉄屑 ・缶プレス ーーすえスクラップ等

へ 非 鉄 金 属 一一非鉄スクラップ等

ト 石nボード 一一石官ボード( メーカー直送)

チ. AL C版

リ. ロックウー j レ

ヌ. 塩ビ管

一 一ALC版( メーカー直送)

一一ロック ウール( メーカー直送)

一一再生塩ビ管等

ル. 屍プラスチック類一一高炉原料等

オ. 発泡スチロール 一六燃料・再生プラスチック等

5 . エコマ ーク商品

産業界 ・消費者 - 学識者らが決める商品の種類と、環境にやさし

い商品として裏付けとなる認定基準を、環境問題の専門家たちが審

査してエコマーク商品を認定するシステムです。

エコマークは、商品が製造される過程、あるいは商品の使用や破

棄にさいして環境に与える負荷 が他に比べて少ない商品だけでな

く、その商品を使うことによって環境への負荷を減らすととが出来

る商品に付いています。

工コマーク認定状況( 平成13年9 月30日現在)

認定企業数 1，672 

認定類型数 68 

認定商品数 4，647 

エコマーク商品 ( 建築関係主要材のみ抜粋)

類型番号 商 品 分 類 型 名

23 建築用断襲名 (保温) 材

30 品炉スラグ微粉末、品炉セメント

33 芳香族炭化水素類を含まない塗料 ・塗材及び防水材

37 雨水透水型の排水施設

40 再生パルプを使用した壁紙 ・建具用紙

56 再生舗装材

57 鉄鋼スフグを使用したロ ックウ ール化粧吸音板

64 廃カ司フスを再生利用した製品

65 石炭灰を利用 した建材

109 再生材料を使用したヲイル ・フロ ック

111 木材等を使用したボード

建設業界の取り組み

請負産業である建設業の特徴から建設業におけるリサイク j レ材の

利用の推進のためには、 発注者の協力が必要不可欠であり 、業界の

みの取り組みでは限界があります。

建設業界では、公共工事を発注 している国土交通省と共同で取り

組みを進めており、平成10年 4 月に策定した「建設業界における建

設リサイクル行動計画J に基いて、工事現場から 一定の範囲内

(40km) に再資源化施設があれば、経済性に関わらず建設廃棄物を

再資源化施設に搬出したり、再生資材を利用することを原則とする

j レールを定めました。また、建設工事に係る資材の再資源化等に関

する 法律( 建設 リサイ クル法) に基づき、建築物等の設計及び建設

工事に用いる建設資材の選択や建設工事の施工方法を工夫するとと

により、建設資材廃棄物の発生を抑制するなどの取り組みを進めて

います。

とうした業界全体の取り組みもあって、建設廃棄物の再利用率

( 発生量に対する現場内利用、現場内減量及び場外搬出のうち再利

用量等率) は、平成10年度の簡易センサスの結果では、土本工事

86%、建築工事79%と、着実に向上しています。

今後、 他産業との連携を強化 し、省資源 ・資源有酔j詩型社会の建築

に向けて先導的な役割を果たし、建設産業が「ゼロ ・エミ ッションJ

産業システムの中核として、活動すべきと考えます。

( はやしかずひこ)
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大阪ベシトナf ト事業協同組合

TEL06- 6612- 5540 FAX06-6612-0712 

http:// www. dai ko- gr oup. com 

建設汚泥からのリサイクル材「ポリナイト」

独自技術により生産、再泥化せず、

用途に応じた粒径に加工カf 可能。

[ 特徴]

O軽い O吸水性 O廉価 O安定品質

O一般的 な重機により施工ができ、施工

後すぐに使用可能。

[ 認証 ・登 録 ]

I SO 9002、 建 設 技 術 審 査 証 明 、 工 コ マ ー

ク商品、NETI S (国土交通省)

表 C- 40相当品の代表的性状

単位容積重量( 乾燥品) 1.11  t/  rrf 

最大粒径 53 m m  

吸水率 26.7  %  

修正CBR 94 %  

一軸圧縮強度 (原体) 11.1 mP a  

塑性指数 (PI) N P  

口合成木材

MK- MWood 香川松下寿電子工業側 TEL. 0875- 62引 32

〔特 長 〕

・廃木材と廃プラスチックを再利用 して作ら

れる新しい100% リサイクル木繁材です。

( ゴミとして処理されていたものに命を、

吹込み新しい資源へと再生させます。 ノ

. 見た目や素材感が天然木そのものなのに、

天然木を越える耐朽性・耐水性を備えてい

ます。

( 樹 脂 と の 胎 山 水 や 湿 気 に 強 く

一り叫も似一)
射日光などの厳しい環境にも耐えます。

〔用 途〕

・木の素材感と木を越える性能を保有した I MK- MWoodJ は様々

なエクステリア製品の素材として使用されています。

( 日 一 パ 一一→司一コ臼ラ
のベンチや休憩所といつた公共施設にまで既に幅広い分野|

での量盤皇宮な実綴があり、 21世紀の環境素材として注目を集|

めています。 ノ

・用途に応じ各種デ ッキ・梁 ・柱材等多数ラインナ ップ。押出し

中空成形から射出成形に至る幅広い製品陣容となっております。

( 当社は成形金型木工加工技術で3僻 の 実 績 が あ り 、)

今後用途開発 ・販路開拓 を積極的に推進していきます。 ノ

. 私たちはエコプロダクツを通じて21世紀に誇れる企業として 、

ゼロエミ ッション・グ リーン購入にも貢献することをめざして

います。

ロカーテン

工コペットカーテン 株式会社川島織物販売 TEL. 06・6339・1111 FAX. 06・6339・5931

次 の 世 代 に こ の 美 し い 地 球 を 継 承 す る た め に 、 川 島 織 物 が で き る こ と の す べ て を

口OAフロア

ドA W ' A$" 旬 1 M... 

ｾＧｅ ｣ＧＨ｣ｌｅ＠

ネ: 11: : ' ": ニ乙コロア・ Ec o

TEし06- 6358- 3995

http: //www. ky- t ec .co. j p 

共同カイテ引っ椋il 会社

ネuヒロ=ヨコロア- Eco

電 畠 瞳a画盈謹i ; 7

ガラスピンのリサイク J レ材料 「超 軽量骨材Gラ

イ卜j を充損した、置敷溝配線OAフロアです。

オフィスの床を先進の機能で改革する当社の

枝術と 、ガラス ピンリサイクル材料「超軽量

骨材G ライト j が出会うことにより 、ネット

ワークフロアーEcoが誕生しました。

. エコマ 7 認 定 番 号 第96064010号

(仕織) 40・29" X  600
w  

X  600
L  

.. " C t  

Ｎ ｴ｢ｾ 宅 ζ
可 4 唄h 、" ，

令官争・
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特 集 『再 生 リサイフルー循環型社会をめざしてーJ .  rデ一宮ーシート」

口O Aフロア

プランニングタイルLタイプエコ コヲヨ株式会社

再生P E T製O Aフロアー。軽量で、オフィスO A化への d笠丸

リニューアルが手軽にできます。 いAF A 規格3000N適合品|

詰込

. プランニング空イルの'値段

持I! 1Jra:レベル圃g 怒しの簡易車工タイプです. フロアーユニットを

床面に置き. 配繊カバーを13めていく尼げで鱒舗に範工. .疋しra:

ど白下種備も不曹で. より手短に才フィスのインテυジエント化を

実現します.

ｅ ｛Ｎ［ ｾＮＮｾ ＮｬＺＢ Ｑ ・ ｍ ・ ｅ ・

ＺＤ修置ＮｾＧＱ Ｓｫｧ Ｂｲｬ と軽く趨祭への白 Ｒ 巨体高さ ＳＷ 闘 と置くＮ究書本高へのｾ

盟も少ra: いため. ' 手置の経た隆拘での ・を悶えています.

υニューアル工司院に・遭です.

.  .  . . . 1' 1: 幸司取訓唖! ド ー -

ｅＮｾ ｬｴＮｾ ， ｲ ｾ Ｚ ＺｯＺ Ｑ＠ ｾ Ｚ ｋｻｴ ヨ

配膳カバー円のみ忽5 11' フロアー

. ボーダー部も簡単処理 随分割のフレキシブル写フロアーユニ ユ=ット円にもl i ! I Iスペースを確保

綾や盟面の出っ彊りの箇所13. その陪に古わ曾てフロアーユニット ット13 床不睡によく忽じみガ夕、ノキ しているため. 十骨忽配血血でスム

のー聞を外し t.=! . E型ポーダを使用して簡単に盟理できます. 患がありま曾ん. - AI OI i ! I Iを掴むととができます.

口天井材

ダイ口一トン 大建工業株式会社

DAI KENのホ ームページアド レス htt p:/ / www. daiken.co.j p

西部建築内装部 TEL ( 06)  6452・6 2 4 3附 FAX ( 06)  6452・6081

厚さ サイズ (m m) 表 面 模 橘 仕 様 施工方法 (縁加工)

ダイロートンは、

:i  
1}1 1  i11t』1s.11  ，1  1l 1t 111tl1 t  1  1  l  

1  11 『 1t1  t  E' B E  11t t  B1  . 表面凹凸立体加工、

ゼ ロ ア ス ベ ス ト (無 石 綿) 製 品 で す。

t'E4E 11 1' hl E  

19X300X 600 

' i11i1B t  2  t1t 0  0  トラパーチン模機

1111111111 
it ltB，，'aatglt tttt ，tts ・，a  1  

- 重畳: 約24kgl栂

1  11 1  1  1  1  1  1  1  

mm 

ダ イ ロ ー ラ グ 建 設

I  J ・J 1  J  

を使用したロッヲウール化粧

*  

ー ー』ーーーー・• 
J  J  J  J  J  

吸音板J の項目において、工 リ 一 一 一一 ー j _ j _J  J  J  J  . 表面・凹凸立体加工、
捨て張り工法

コマーヲ商品に認定されまし
ブ

15X300X600 
トラパーチン模横

(直角品)

た。 (M Rを除く )
15 

-回・4

- 重量. ;約19k9l梱

mm - - ・占1._.胴田._-

ー・..... . ー- .ーー， ， 

- E  *  
染物質であるホルムアルデヒ

ブリ

. 表面凹凸立体加工、

ドの放出量が低〈 、人体にほ
12X300X 600 

トラパーチン模織， 11 

とんど影嘗を及ぼしません。
12 

11 

- 重量 約15kgl梱

"  
mm 

ロ タイル・ブロ ック材

R E GA <グリーン購入法適合晶>
東陶機器株式会社 TEL. 06・6364- 1624 FAX. 06・6365・6765

廃ガラスを主原料として約6 0 %使用。

f空きびんJ に都市を彩る素材としての

新しい命を与えました。

自

R E G A  

一般家庭かう出される空きビンなどの廃ガラスをタイル・フiロック材へと再利用して、

都市かう出るゴミの削減に貢献。また通常タイルと比較して低温焼成が可能な為、

生産時の二酸化炭素削減も実現しています。

ーろ に や .

也; r 、，(

ｾ ｦ＠ _ ‘ 、<，

ｉｾｽ＠ (財) 日本環境也会が認定する

¥可F 勿 工コマーク商品です。

今すずi'

口壁紙

「一一一

やリます

「生活環境企業」。

T O T O  

工コウォ- ) レ@ 東u株式会社西日本営業開発部 TEL. 06- 6943・1645 F AX  .  06- 6943- 1696 

.JIt .?うにf.>..::.. 環境保全の観点から環境省 (当

吃沙伊『吠乞

れ- . 、ι 日寺 lま環境庁) がイ ニ シアティブ

｛ｾ＠ を取って制定したエ コマ ーク制

令 ヱ ム 度。 このエコマークを壁紙で最

ぐ号室事め 初に取得したのが、1992年7月

発売の 『ヱコウオール イ です。発売から 10年

が経過、出荷数量も 3000万メ ート ルを突破、こ

のように日本の環境壁紙の中で最長・最大の実

績を誇り 、名実ともに環境壁紙の象徴的商品と

なっています。現在では 、エコマーク以外にも

<) エコマーク認定商品です。<) R A L基準合格品です。

<) S V規格合絡品です。< ) 紙壁紙防火1級検定品です。

く〉火災や焼却処理の際、有毒ガスの発生も低い数値です。

<) 表面印刷に有機溶剤系インキを使用していません。

<) 再生紙を使用した壁紙です。

汚れ防止、表面強化、防カビの各種機能性を倫 * アイテム数 200点

えています。
* 1，0 90円/ rri (材料税抜き価格)

白
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特 集 : r再生・リサイヲルー循環型社会をめざしてート 「デ - :)1ー シー トj

口止水材・目地材

スパンシール 早川ゴム株式会社 TEL. 06- 6386・6531 FAX.06・6380・0670

スパンシールと生モルタルの接着性

スパンシールは特殊な処理を行 ったブチル再生 ゴムをmいた非加硫型粘着塑性体で、最大の特長 は生 モルタル (生コンクリート ) の

硬化 反応が進行するに従って生モルタル (生コンクリート ) と接着する性質を有する点です。

圃 ・ り" J‘ー盟il".II::II J 喧 岨ati'軍事理・

. ブチルコム を主材として 、充填剤、粘着材を配したものでアスフアルト

は含有していません。

. 自 己粘着性にすぐれ 、施 工 性 が す ぐ れ て い ま す。

. 施 工 後 の 粘 着 性 ・柔軟性の変化がほとんどありません。

. 99. 5%固形分のため肉やせはありません。

・ 生モルタル (生コ ンクリー 卜) の硬化反応の進行と 同時にスパンシールが

接 着 し ま す。

. 夏場にタレて流れたり 、冬場に硬くなったり脆くなる性質がありません 0

. 目 地幅に合わせて、 一定 形 状 に 生 産 さ れ て い る の で 施 工 品 質 は 安 定 し 信

頼性に す ぐれていま す。

・ スパンシールのW タイプは亜鉛引き鉄板 (0 4 m/m) を芯材としているた

めスクリュークリート・ポンプ車等のコンクリー 卜圧 力 で も 曲 る こ と が

なく確実な施工 ができます。

. スパンシ ル のR タイプは接着剤を用いて鋳鉄管・海ビ管等に接着して

確実に界面止水ができます。

・耐 候 性 ・耐 ア ル カ リ 性 ・耐 水 性 に す ぐ れ て い ま す。

口地下排水材

エンドレンマット 前田工繊株式会社

T E L :  0776- 51- 3535 (代表)

UR L :  ht tp :// w w w.md k .c o.j p/  

* ヘチマ状構造体を不織布フィルターでくる ・規格

んだ擁壁など構造物 裏面排水用の透水

マッ トです。

品番

厚 幅 長

(mm)  (mm)  (m)  

* 耐圧性が大きく 、土圧によ る変形が少な

いため排水性に優れていま す。

* 軽量である ため取り扱いやすく 、簡単に施

標準型

E M- 30C 30 250 4  

E M- 50C  50 250 4  

工で きます。

耐 E M- 30T C  30 250 4  

* 原料は P E T ボトル再生樹脂を使用 してお

り工 コマーク認定商品です。

圧

型

E M-50T C 50 250 4  

土 か ら 生 ま れ た 、焼 か な い レ ン ガ 風 ブ ロ ッ ク 。 リサイクル8 0 %を達成! (環境保全型・レンガ風ブロック)

42 

アーザンブリックス ⑥ 長諾同株式会社

「ア ーザンブリックス」は資源再生比率80% (無焼成 ・無

排水・無廃棄生産) を実現。

何度でも リサ イクルが可能で、エコマ ーク認定済みの「環境

保全型商品J です。 ( 第99109003号)

・安全で高品質

環境基準 (環境庁告示第46号) をクリア 。 また強度面に

おいても基準を超える優れた物性。

. 抜群の風合いを低コストで

自然な仕上がりで、滑りにくく 、かつ、やさしい歩行感

はバ リアフ リ一歩道に最適。

・現場発・地元発

優れた技術の融合により 、建設発生土や地元の廃棄物を

使用した地元密着型の無焼成「 リサ イクルブロック」の

製造が可能。

. 公共建築協会評価認定

証面第001-03800003号

製造元 : 亀井製陶株式会社 惨 西 ノ 宮 駅 ( 北 口 ) 駅 前

HOL白本社: 大阪市中央区上町1丁目 1番28号

5言

スクラッチコボル



折りたたみ防火戸

旭サッシ工業株式会社

エレベーター脇の戸袋に二枚で収納されている防

火ドアを非常時には煙感知器等の電気信号で 、オ

ートヒン ジにより 、閉鎖し 、煙や炎をシャ ッ トア

ウトして 、安全スペースを確保すると共にエレベ

ータ一前が廊下として有効に使用できます。

I l  

4笠主

r I  

本 社 大 阪 市 城 東 区 野 江2丁目 12番51号 干 536-0006

TEL 06( 6939) 21 41 F AX06(6 9 3 3) 442 7  

合成木材 MK - MWo o d

21世紀は環境の世紀!

新しい環境素材の製造、販売から、

資源循環型社会をめざします。

[ MIく- MWoodの特長]

・廃木材と廃プラスチ ックを再利用して作

られる新しい100%リサイクル木素材で

す。

( コミ と し て 即 … …

叩 み 新 し い 資 源 叩 生 さ せ ま )

す。

. 見た目や素材感が天然木そのものなのに、

天然木を越える耐朽性・耐水性を備えて

います。

[鵬ーよりー強)く、 腐朽や反りの心配も少なく 、雨

風や直射日光などの厳しい環境にも

耐えます。

[ MIくーMWo o dの用途]

. 木の素材感と木を越える性能を保有した

i MK・MWoodJ は犠々なエクステリア製

品の素材として使用されています。

[ デ キ フ ン ス ーお などの ]
住宅用設備から 、公園のベンチや休|

憩所とい った公共施設にまで既に幅|

広い分野での豊富な実績が‘ あり 、21 I  

世紀の環境素材として注目を集めて |

います。 )

. 用途に応じ各種デ ッキ・梁・柱材等多数

ラインナ ップ。押出し中空成形から射出

成形に至る幅広い製品陣容となっており

ます。

[一一一で¥30数年の実績があり 、今後用途開発 |

・販路開拓を積極的に推進 していき |

ます。 )

. 私たちはエコプロダクツを通じて21 世紀

に誇れる企業として 、ゼロエミ ッショ ン

. グリ ーン購入にも貢献することをめざ

しています。

香川松下寿電子工業株式会社電15752tEZ官万謀本6034
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プレキャストコンクリート

カーテンウオール

プレコンシステム協会

( P C S A) 正 会

の 日 本 エ 蝶 規 格表 示

甥 可 工 場

0 工 期 短 縮

O安 全 作 業

大 阪 工説 大 学 情報 科 学 部

言貴重十 安井遮築富貴重十事務所

施 工 大 成 ・ 竹 中 ・樋 口J V

金⑮ 山陽ブレコン株式会社

広島県豊田郡本郷町大字船木字堤

T EL( 0848) 86・4014

。住友ゴム

幅広い用途に対応。

グリップOコートの豊富

なラインアッフ;

研究・生産施設の機能床から

病院やクリーンルームのフロア

など、さまざまな用途に適した

性能で応えています。

株式会社住ゴム産業

Ｍ・Ｍ，・ ｅ 司，ｾＮＺ句

消防予184号対応の葉蹴タイス

優れた自己消火性を備えています二

- 優れた耐摩耗性 ・耐薬品性を備えた雛燃仕梯のエポキシ

流しのべ床です。

. 床面が鋭密ですのでJ 雪れにくくメンテナンスも容易です。

. 酸素指数 31. 6

・主な用途

- 医薬品工場・研究施段のGMP' GL P対策床。

G-30の性能に抗菌性をプラス。

医薬品・食品工場に適しています二

- 人体への安全性カ情く、大腸菌や黄色ブドウ球菌などの有害な

細菌類に対して有効な無機系抗菌剤を探周しています。

・ 配合抗菌剤1: .1量発・港出することがありませんので、抗菌効果は

塗り床の性能と同揃に長期間持続します.

・ ，膏婦性に侮れ、ドライシステムにも対応します. また、既存の塗り

床から抗菌床への改修も可能です。

・主な用途

. パイオクリーンルム・工襲用クリーンルームの床など、耐摩Z明主 ・ 医薬品工場、バイオヲ' ) - ンルーム、学校病院などの廊下。

非汚染性・雛餓性を必要とする床。 ・ 給食センタ一、厨房など。( ドライシステム対応)

〒541-0059 大阪市中央区博労町4-6・10 TEL.06 (6252)  7349 

ハニービル4F FAX.06 (6252)  7810 



軽量気泡コンクリー卜

己ポ ｌｉｾ Ａｊス

全 社 I SO 9001 認証取得

三重工場 I SO 14001 認証取得

ホームページアドレス http://www.sumi l omo.siporex.co.jp

ｂ 窃議云 ｡ 司 ］ｊＧｬ ￭Ｎ ￞ｆｾｍ 置

従来のシポレ ックスと比較し、より一層

の長寿命化が図れます。

ＮＮｾ・ｾ孟 ｪｰ ｊＡＡ，ｬ， 長寿命化により建物のライフサイクル

コストダウンを実現します。

駅 長lm伺・ ・ シポジュールは、 20年間の長期品質保証

です。

，. 利凶羽，u 下E の玄" . . . 所撃でa 闘い会。ぜ( t ; = 1 ! ぃ.

。住友重属鉱山己ポ ｌｉｾ ＺＡｊス株式会紅
北書道 〒060- 0∞3 札幌市中央区北一長西3-3 (住宜惜庇ピル) (011 ) 281・6711

東 北 〒980- 0回3 仙台市青葉区固骨町 1-2-1 (仙台フコク生命 ピル) (022) 222ド1588

関 東 〒105- 0004 東京都i港区新橋5. 11・3 (新橋住宜ピル) (03)  3435- 4670 

中 部 〒460- 0008 名古屋市中区世2- 13・1 ( 白川第2ピル) (052)  204- 0761  

関 西 〒541-0053 大阪市中央区本町3-2-6 ( フーパ一本町ピル) (06)  6243- 7251  

中 国 〒730-0011 広島市中区基町5- 44 (商工会踊所ピル) (082)  211-011 6  

九 州 〒810- 0001 掴岡市中央区天神2- 12-1 (天神ピル) ω9 2)  735- 2274 

2k 社 〒105- 0004 東京都港区新橋5- 11-3 (新橋往左ピル) (03)  3435-4660 

工 場 国 富 街 時 三重

私達も、環境保全の重要性を認識し、

継続的な環境改善に努力しております。

三谷商事株式会社

関西支社

干 530・0001 大阪市北区梅田 1- 2- 2- 400

大阪駅前第2 ビル4階

T Eし06・6344・0501

FAX_ 06・6341- 1267
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③ 素材と技術が生み出す des ign

K I NZ OK UBAN 

"  

銅高砂建築事務所ひろみ

伽

詐

称

鋳金具

銅

精製が比較的簡単で、人類が最も 1
1
，くから使用してきた金属であ

る。現在でも半導体などの電気材料として、その合金は様々な機械

部品として華々しい地位を得ている。

建築材料としては、機械的性質が軟弱であるため構造用には向か

ず発展性が無いように思える 。しかし粘りがあってIII 工しやすく、鋭

金具などの細工の伝統的美を支える地金として、複雑な形状の建物

を丘く板金として、またそのぷ而がもっ独特の色合いは、建築を装う

JJi: JI突のボキャブラリーを盟高にしている。『装う j というといささか

表層的で世紀末的にきこえるが、矩形で構成されることが多い建築

の空間に白然なニュアンスやアクセントを与えることができる。

素

材

と

技

術

手仕事

鋼板を内外装材として採用する動機として、その耐食性などの機

能聞もさるととながら、緑背の鮮やかな中にも峻昧さの残る落ちつ

いた風合いに惹かれてというのがあげられる。

銅板の加工は自由度が高いが、その分機械での製作にのらないた

め、職人の技術に頼っている。いやがおうにもノスタルジックな印

象を与えてしまう 。

経年変化が建築に与える澱は別次元の評価である。設計段階での

ぷa材へのこだわりは、あくまでも粕級なフォルムのイメージの追求

からであり、施工のテクノロジーの延長上で実現されるもので、ある。

設計や施工の機械化の工夫のプロセスによって、 一般的な素材とし

てさらに進化をとげることが望まれる。

異素材との対話

写兵の住宅は側面からはコンクリートの塊の上に銅の塊がのつか

っているようにみえる。乙ののつか っている部分は木造だが、鋼板

を捲き、その継目を極力 目立たせないディテールにすることによっ

て、銅という塊として空間の形状を外部に表出する。鮮やかな銅と

重厚なコンクリートが対111寺し、その境はある磁の緊張すら感じさせ

る。正聞は木との桃成であるが、少しだけ側面の銅塊の小口を見せ、

内iJll Iへすべり込ませるディテールにすることで、木との調和を図り、

側面とのイメージのギャ ップをつくり出している。

実際にはそれだけではほとんど形状をなさない コンマ数ミリとい

う荷板であるので、 一つ一つのディテールのエレメントの積重ねが

イメージの表出につながる 。

本町の家 ( * 松村万治拍t最長)

*  

題綴と社会 ・2002. 246 



「素材と技術が生み出すdesignJ は、 相対する素材を対比させ、様々な考え方を許容すると共に、そこから見出

せる素材の可能性を追求する。今回は建築を被う表層として金属板を取り上げ¥ 印刷と「アルミ ニウムj につ

いて考えてみる。

幹事会)(素材と技術カf 生み出すdesign

削

広

由

E

田
中西東畑撞築事務所アルミニウム

‘  

素

材

と

技

術

空との対話

水辺の空間を表現する際、親水性という言葉をしばしば使うが、

建築材料としてのアルミには空との対話「親空性」ともいえる使い

方が考えられる 。 アルミが空を ｔｾ 景にとらえたとき、物質という概

念を超えて、様々なイメージを呼び起としてくれる。ハーフミラー

のカーテンウオールのようにストレートに空や環境を映l . . ，! . Hすので、

はなく、 一定の材質感を呈しアイデンティティを保持しながら、主主

築ボリュームの低減 ・軽快さや浮遊感の獲得 - 空との境界のフェー

ドアウトを可能にする 。梢級なディテールを駆使した姿は、 lf:l とし

た雰囲気を醸しだし、天空に向かって畏敬性をも与える。建築のス

カイラインにエッジを効かせた笠木やシャープな面構成 ・澄みきっ

た空のもとで太陽光を受けた線や面は、皆既日蝕の際に見られるよ

うな自然界の幻想的な光も i動起させてくれる。

精巧さ

建築は単体として成立しない。様々な環境のもとで調和や対峠を

しながら、存在価値を発するのである。建築材料も然り、実用性を

備えながらもっくり手が環境をどのように促え、どのように対話を

したのか、単なる実用' 性やー妥当性を超越したところで、初めて空間

に質を与えることができるのであろう 。さらに加えて、アルミニウ

ムは金型に押し出され、またはプレスされるなどの工程を経て、あ

る意味人の手による加工を感じさせないプレファブリケー卜され、

精巧な姿に加工されるとき、物質の本質を高め、環境との調和や対

峠をさらに鮮明にしてくれるであろう 。

環境に相応しい材料の選択 ・物質の本質をより引き出すこと ・精

巧さへの葛藤こそ、空間の厚みを噌し、空間を体験するものに響い

てくるのではなL、かと考える 。

アルミニウム

建築が空間の本質を獲得するためには、使用する建築材料に対し

て、それに相応しい材質感と近望に耐えられるテ. ィテールが備わっ

ていなければならない。木には木目を L川主した暖かみのある、石に

は重量感などを得られるテクスチャアとディテールが存在しなけれ

ばならない。建築索材としてのアルミニウムを考えるとき、伝統的

に使用されてきた建築材料に比べると新しい材料であり、また他の

材料に比べ精級な加工を可能とすることができ、建築に新たな表情

を創り出してくれている。たとえば、厚みのあるアルミパネルをオ

ープンジョイントし、コーキングなしで向き合わせた時に現れる線

は、他の材料ではっくり得ないピンと張りつめた緊張感が演出され

る。アルミスパンドレルは工業化された型材の組み合わせで、白地

なしの大きな商をつくるとともできる。
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京町家再生プラン

青木正文

京都市都市計画局都市づくり推進課

371 
。 法令コーナ

活用する動きが近年活発化し、様々な再生事例が見受けら れるよう

になった。空き家となった借家を改修し、 SOHOやア トリエ用とし

て賃貸事業を行う事例、 自らは奥に居住し、 使わなくなった表の庖

を改修し、テナントに賃貸する事例、購入した伎舞屋を改修して物

販飲食を行う事例等、多種多様である。

京 III J 家は、居住用 ・事業用として現在も幅広く 利用 され、京都の

まちの歴史 ・文化の象徴となっている。今日もなお、多くの市民の

生活を支えている京町家の現代的役割を評価liし、その再生を促進す

ることにより、個性あふれる京都のくらし ・空間・ まちづくりを継

承 ・発展させることを目的に、平成12年 5 月に、乙の 「京町家再生

プラン j を策定した。

I  :開7家アクションプラン21

京町家に蓄積された、くらし ・空間 ・まちづくりの文化を継承 ・

発展し、新たなまちづくりを進めていく原点となる京町家の保全 ・

再生について、パー トナーシップにより進めていくための取り組み

を21項目のアクションプランとしてとりまとめた。

くひと一くらしの文化の継承・発展>

l  京町家の暮らしと価値の情報発信と交流を促進するためのネット

ワークづくり

2  京町家なんでも相談システムの整備

3  京町家にふさわしい賃貸借の仕組みの整備

くたてもの一空間の文化の継承・発展>

4  改修工事のなるほど手引きの整備

5  京町家に適した部材や工法の開発の促進

6  モデル事業を通じた京II IJ 家の改修についての様々 な情報の分かり

やすい発信

7  公的な融資制度による改修の普及

8  耐震改修の促進

9  京町家を維持 ・継承するための建築行為を可能とする方策の検討

10 歴史的意匠建造物指定による保全 ・再生の支援

11 文化財の登録に向けた詳細調査の検討

12  京町家基金の設置の検討

くまちーまちっくりの文化の継承・発展>

13 地域まちづくりの促進

14 地区単位での整備手法、都心景観の保全 ・再生方策の検討

15  防災活動の促進

16 住宅政策における京II IJ 家の保全 ・再生促進策の検討

17 袋路再生の促進

18  町家型共同住宅の促進

19  京ものブランド町家工房事業の笑施

20 都市型観光の促進

21  新事業創出や商庖街振興等に向けた京町家の活用方策の検討

京町家再生プランの策定にあたり、平成10年度に、約600名の市

民ボランティアと市民活動団体、大学研究室等の協力を得て、京III J

家まちづくり調査が行われた。調査範囲は、明治後期に市街地化 し

ていた、上京、中京、東山、下京区の元学区とした。

調査対象となった戦前の木造住宅( 約 3万 2千軒) のうち、京III J

家に分類されるものは、約 2万8千軒であった。

京 ｾｉｊ 家の敷地面積が占める剖合を元学区別に見ると 、 都心 Ｔ 区の

中で、も四条烏丸や四条河原IIIJ といった都心の繁華街に隣接する地区

に多く集中している( 図)。

同H寺に行ったアンケー ト調査では、 11町家居住者の 7書Ij が今後も継

続して京|町家に住み続けたいと している。住み統ける上での課題と

しては、建物としての維持 ・保全や改修について、適切な情報が不

足していることや、資金面での悩みが多く 出されている。

l 瓢 1家まちづくり調査

法

令

コ

ー

ナ

ー

l 京町家をとりまく辞の動向

京IIIJ 家のぬ策され落ち着いた外観や京町家のくらしに着目し、外

観を維持しながら住み続けていく動きが盛んになってきている。京

町家のくらしの文化を引き継ぎながら 、現代的感覚による間取りの

変更、床暖房やシステムキッチンなどにより設備面の充実を図る事

例など、様々な工夫が凝らされている。

同様に、京11可家の価値と魅力に着目し、新たな利用目的を見出し、

平成13年 9 月か らは、側)京都千li:l itfOl . まちづくり センターにおい

て、「京!町家なんで も相談」が実施されており 、京III J 家の居住者や

所有者を対象に相談業務が進んでいる。平成13年10月には、産業餓

光局の伝統産業課による「京ものブランド 11可家 工 闘 喋j の具体化

が図られ、四条西洞院東入ルの四条京l町家において改修工事が始ま

っており、平成14年の春には、事業開始する予定である。

また、平成13年11月には、都市再生本部による都市再生プロジェ

ク 卜 (第 3次決定) に「京町家等の再生 ・活用に向けた取組を強化

する j 旨が盛り込ま れ、現在、改修費や入居者への家賃の補助を行

う、「再生賃貸住宅制度」のIIIJ 家への適用が国に より検討されてい

るところである。

こうした取り組みが進むことによって、京町家の保全 ・再生が促

進され、京都の暮らしと文化が花開くととを期待したい。

l 最近の取り組み状況

まさふみ)( あおき

口 行政区

_ 50%以上 _ 40%以上旬% 未満

30%以上40%未満

亡コ30%未満 仁 コ 未調査学区

元学区別京町家分布の割合

宅地系面積に対する京町家の敷地面続( I f f i 市ill 画地図上で計測)

強績とキ士会 ・2002. 248 



ITによる建築と社会の進化

314 
岩井脱街

lアートプラス代表取締役

れてはいたが、通信業者を関わない、マルチメディアへの対応が容

易、スケジュール管理 ・文書管理などプロジェクト管理を支援する

サービ‘ スの出現など、インターネットの汎用性、柔軟性、多様性に

パソ コン通信以上の期待が注がれている 。

インターネットの公開性は電子商取引の普及にも大きな影響を与

えている 。国土交通省が進める CALS/ ECやCI-NETの実用化には公

開性と汎用性に優れるインフラが不可欠と言えるが、インターネッ

トはまさにその特徴を備えている 。

インターネットは、アプリケーションソフトの利用形態をも変え

ようとしている 。 ａｓｐ の利用という形 ｦｾ である 。 ａｓｐ (Application 

Service Provider) とは、アプリケーションをインターネット経由で

利用させるサービス業者であり 、利用者は利周期間に応じた定額制、

あるいは利用時閉または利用量に応じた従量制でアプリケーション

の利用料を支払う 。(図 1 )  

I  A S Pの活用

構

造

の

頁

ユー ザは、インターネット

を経由して必要なアプリ

ケー ションを必要なとき

だけ利用する 。

アプリケーション

- 業務プロクラム

- 電子商取引支援

- グループウェア

ASP業者

l 電子計算機かうコンピュータそしてネットワークへ

1940年代半ばに誕生したコ ンピュータはこの半世紀の聞に綴々な

分野で活躍しており、現代社会にとって不可欠なものとなっている 。

建設分野においても例外ではない。1960年代に実用化された大型の

汎用機は、人力だけでは困難な複雑な構造計算や大量の事務データ

処理などを高速、正確にこなし、情報化社会の基礎を築いた。1980

年代になって小型、低価格のいわゆるパソコンが登場すると、処理

能力、表現力の向上もあり、 ドキュメント作成などのOA分野や

CAD.  CGなどの意匠分野、施工分野と、それまでの電子計算機と

いうイメージを乙えて、コンピュータの利用範囲は格段に拡がった。

そしてI ω0年代に入り、コンピュータの利用は情報処理の道具とし

てはもちろん、インターネ ッ トを利用する端末としてさらに普及が

進んだ。大型汎用機時代、パソコン時代と世代を重ねた情報化は、

情報通信を主役とするネ ットワーク 11寺代へと入ったと言える 。

もちろんコンピュータを悶いた情報通信はl ω0年代以前から行わ

れてきたものだが、その利用は限られた分野、限られた利用者によ

るもので、あり、郵便や電話のように社会のインフラとして認知され

たものではなかった。 しかし、アメリカにおいて当初軍事目的で開

発されたインターネットが1989年に民間に開放され、日本において

も1992年に商用のインターネ ッ ト接続業者( I SP :  Intemet Service 

Provider) が出現するにいたり、インターネットをベースとした情

報通信は急速に社会に認知されてい った。昨今盛んに言われている

IT革命の幕開けである 。

日本におけるインターネ ッ トの利用者は2∞l年 2 月の調査で3∞o

万人を超え、所帯浸透率は50 %に迫ろうとしている 。電話のように

すべての国民が当たり前のようにインターネットを利用する |時代も

そう速くはないであろう 。
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ASPとは

従来、ユーサ'は手元のパソコンに、購入したパッケージソフトや

自社開発のソフトを導入するしかなかった。乙の利用形態はアプリ

ケーションのl ! 1 I I 入・開発コストはもとよりパージョンアップなどの

運用 ・管理コストやソフトが不要になったときのリスクが高く、と

くに高価な専門ソフトを利用するととが困難であった。また、乙こ

数年増えてきたデータベースと連携したC/S ( クライアント/ サー

バ) 型の業務システムはサーパの運用・管理に専門の断協を必要

とするなど多くの人件費を要し、情報化コストの増加を招いていた。

このような情報化の流れは経営資源に余裕のある大企業ではさほど

問題視されなかったが、人材や資金に制限のある中小企業では大き

な負担であった。

ASPはとれら従来の情報化の問題点を解決し、中小企業や個人事

業主の情報化を後押しし、大企業との情報化絡差を埋めるものとし

て期待されている 。ASPはサーパ等の設備もアプリケーシ ョンも持

たず、すべてをネットワーク経由でレンタル利用できるため、

・初期投資およひ溜周コストを削減できる

・システムの迅速な立ち上げと容易な乗り換えが可能

という特徴を持ち、情報技術の進化や、ビジネス環境の変化の激し

い今日において、まさに打ってつけの利用形態と言える。一方、

・アプリケーションを遠隔利用するのに耐えうるネットワーク ・イ

建ｾと社会 ・ ＲＰＰＲ Ｎ Ｒ

図 1

l インターネットによるコミュニケーション

インターネ ットはそれ自身が一つの産業を生み出すと同時に、既

存のあらゆる産業に影響を与えたが、建設分野への影響とはどんな

ものであっただろうか。

情報の宝庫、あるいは情報洪水などとたとえられるようにインタ

ーネ ッ ト上にはありとあらゆる情報が公開されている 。建設分野に

おいても専門のWebサイト( ホームぺージ) が数多く公開され、業

界ニュース、建材カタログやメーカー情報、専門プログラムの紹介

や販売など、多彩な情報を入手することができる 。また、 官公庁や

団協会、学会など、公的機関のWebサイトも充実してきている 。情報

の入手だけでなく 、自らWebサイトを開設して自社の製品紹介や得

意分野のアピールに活用する企業も増えてきた。

そして、情報の入手や公開など一方通行的な流れだけでなく、双

方向のコミュニケーションの試みも積極的になされている 。言 うま

でもなく建設プロジェクトは施主、設計業者、施工業者、役所など

様々な立場の関係者がかかわっており、プロジェクトの遂行にはそ

れぞれのコミュニケーションが非常に重要である 。イン ターネット

はこのような N対 N のコミュニケーションを支援する強力なツー

ルとしても活用され始めている 。インターネ ッ ト以前のいわゆるパ

ソコン通信などでも電子メール、電子会議室などのツールが用いら



構

造

の
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ンフラの普及がこれから

・建設分野での有用なアプ リケーションがまだ揃っていない

. システムを社外に預けることへの抵抗感がある

などの課題があり、その普及にはISPやASPの一層の努力に期待す

るとともに、利用者の意識改革も求められるところである。

l 求めうれるインターネット・リテラシー

リテラシーとは識字能力、転じて「読み書きソロパン」といった

基礎的な能力を意味する 。パソコンの-t'!- 及により私たちは情報リテ

ラシーという、パソコンを利用する基司ｾＧｴ能力を身につけることが求

められるようになった。そして今日インターネットの普及により新

たにインターネット ・リテラシーという基礎能力が求められてい

る。インターネット ・リテラシーとは単にWebサイトを閲覧できる、

電子メールを送受信できるという操作能力だけでなく、ネットワー

ク市民としての作法( エチケット、マナー) の心得やネットワー

ク・セキュリティに対する基礎的な知識 - 技術をも含む。

ネットワークを 利 用する上でのエチケットをネチケッ ト

(Neti quette: ネッ トとエチケットの合成語) と言い、相手に不快感

を与えたり迷惑をかけたりしないような行動、配1 . &という点では実

社会での作法と基本的な考えは同じであるが、ネットワークの技術

面やネットワーク社会と実社会との相違性から、 l時にネットワーク

特有の考え方が求められることもある 。たとえば、電子メールで用

件を伝えるとき、従来の手紙と同じスタイルで脅かれるケースが見

られるが、電子メールでは丁寧さより簡便さが後先されるととが多

く、丁寧な挨拶は省き、そっけなさすぎることがない程度に簡潔、

明瞭に用件を述べる乙とがよしとされる 。また、メールを受け取っ

た側は差出人のアドレスからすぐにそれが設であるかわからない場

合もあるので、まず文頭にどこの誰であるかを述べることが慣例と

なっている 。もちろん末尾には、所属、氏名 、連絡先などを記述し

た数行のシグネチャ( 署名) を入れることも必要だ。

ネットワーク・セキュリティの話をするとき 、争刀心者のユーザか

らは「私はまだそれほど重要なデータを倣っていないから ---J とい

う声が良く聞かれる 。あるいは「セキュリティ対策はシステム部門

の仕事であり、彼らに任せてあるので大丈夫だj と考えている方も

少なくないようだ。確かに重姿なデータを級っている 人は、そうで

ない人に較べより高い レベルの セキュリティ意識が求められるし、

システム部門にはセキュリティの専門家をおくなど+ 分な知識と技

術が必要である 。 しかし実際には一人ひとり、すべてのユーザが正

しいセキュリティの知識を持ち行動することが求められる 。これは、

昨年一般紙やテレビのニュースでも騒がれたコンピュータウィルス

の問題を例に見ても明らかだ。最近の主なコンピュータウィルスの

感染媒体は電子メールである 。そこで、セキュリティ対策に積極的

な企業ではファイアウオールやメールサーパにウィルスを検出、駆

除するシステムを導入し、ウィルスの侵入、流出を防ぐ対策をとっ

ているであろう 。一方で、電子メールを最大限に活用しているユーザ

は、決して社内でのみ電子メールを利用しているわけではないだろ

う。自宅、あるいはノ ー トパソコンを持ち出してあらゆるところか

ら公用 ・私用を問わずメールを活用している ζ とと思う 。乙ういっ

た場合、情報システム部門の対策の及ばない環境でインターネット
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を利用しているわけであり、 利用者個人の対策に頼らざるを得ない。

そして、ひとたびウィルスに感染して しまうとそのH寺点で被害者で

あると 同時にほとんどの場合、ウィルスの媒介者としてIJ[P害者にも

なっている 。感染先が取引先であった場合を考えると「自分は重姿

なデータを持っていないからセキュリティ対策は重要で、な Lリ と い

う考えは全く説得力を持たない。

ここで挙げたネチケットやセキュリティ上の注意点は一例にすぎ

ない。実際にインターネットを利用しながら自然に身に付・いてくる

ノウハウもあれば、誰かに指摘されなければ気づかないような注意

点もある 。効率的に身に付けるためには、 何 らかの教育が必要かも

しれない。情報リテラシーに較べインターネット ・リテラシーは技

術面だけでなく精神面、意識面の比重が高い。従来、情報リテラシ

ー教育というと中高年を対象に行われることが多かったが、今後数

年は若年層も含めた総合的なインターネット ・リテラシー教育が必

要とされてくるのではないだろうか。

l ブロードバンドそしてユビキタス・ネットワークへ

インターネッ トの利用環境は今もなお急速に進化を続けている 。

1999年に始まり 2001年に急速に拡大したADSLは、 CATVを利用 した

ネット接続とと もに、ブロー ド‘ バンド( 高速常時接続ネッ トワーク)

の普及を押 し進めた。2002年には光ファイパを用いたさらに高速の

ネットワ ークの普及が予想、される 。

ブロ ー ドバンドというと音楽や映画の配信などエンターテイメン

ト利用が強調されているが、実務面ではインターネット電話などの

リアルタイム ・コミュニケーションのインフラとして期待したい。

パソ コンを利用したテレビ電話のほか、お互いのパソコン画面を共

有し コラボレーションを行うなど、既存のあるいはこれから 開発さ

れるであろう様々なアプリケーションとの連携が考えられる 。これ

は、たとえば設言|段階における施主と設計者や業者間のコミュニケ

ーションのスタイルを大きく変えるかもしれない。

インタ ーネットに接続される機器も多様化する 。現在すでに携帯

電話やPOAなど気軽に持ち運びのできる端末を使ってインターネッ

トを利用している方も多いことだろう 。携帯端末や11 ¥¥線通信の発達

は「だれでも ・いつでも ・どこでも 利用できる J というユピキタ

ス ・ネットワークを実現しつつある 。ユビキタス (ubi qui ωus) と

は、「同時にいたるところに存在する J [ " 遍在する」という意味のラ

テン語である 。ユビキタス・ネットワークという概念は1980年代に

生ま れたものたが、ここで言う遍在性はパソ コンや携帯端末といっ

た情報機器の範時には収まらな L、。家電製品、自動車などすでにマ

イコンが組み込まれているものはもちろん、床や壁、窓、屋根とい

った建築物の構成婆索、家具や食器といった什器、道路や橋などの

建造物にいたるまで、ありとあらゆるものがネットワークに接続さ

れ通信により互いに協調し、それを利用する人間の活動を支援する

世界を想定している 。まるで

インタ一ネツト自動車など 、実用化へ向けた実証実験はすでに行わ

れている 。

人工知能を搭載したコーヒーカップが必要かどうかという議論は

別にして、そんなSF的世界を空想してみるのも 一興ではないだろ

うか。 Ｈｾ、わい しげひら)



自然冷媒 ( C02) ヒートポンプ給湯機の開発
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- 冷媒に、 二酸化炭素を採用した、地球環境に極めてやさしい給湯

機 ( 図 4) である 。

・世界初の 2段圧縮コンプレッサの採用により高効率 ・高信頼性-

低騒音低振動を実現した( 図 5 )。

・マンション向け商品と位世付.，t 、ヒートポンプユニットのコンパ

ク卜 化とタンクユニットのたて型スリム化を図ることにより、オー

ル屯化マンションヘ設置可能な省スペース設計を実現した( 図 6)0  

・COP3以上と、省エネ効率が高く、経済的な給湯システムである 0

・ 簡単操作の自動湯張り ・ ｉ ｾ ｉ 動 保温 ・ 自 動 足し湯機能を 備 えた、使

い) 勝手を重視した風呂全自動タイプ( フルオート型) である 。

・冷媒配管を ヒートポンプユニットだけに完全密閉したので、現場

では水の配管工事だけとなり、施工性が向上する 。

図 1

使用されてきた。 しかし今回、 二酸化炭素が有する以下の特性が給

湯加熱に適していることに着目し、冷媒として採用する乙ととした。

・オゾン破壊係数が Oであり、温暖化係数がフロン系の 1 / 1700程

度である 。

・毒性、可燃性がなく、安全で安価である 。

・体郁容量・熱伝達率が高く、機器の コンパクト 化が図れる 。

・圧縮比が小 さL、ため、 J王j需1機効率が向上し、省エネが図れる 。

・高混特性に優れており、ヒータなしで9O'C貯湯が可能である 。

l 開発晶剣士様と犠
記

家庭における最終

エネルギー消費の

構成(Hl l 年度)

モントリオール議定書 (1987年) でオゾン層破機物質の規制が、

京都議定書 (1997年) ではI-1F Cを含む地球温暖化効果ガスの規制が

決定された。このような社会的要請を背景として、地球環境に極め

てやさしい自然冷媒である 二酸化炭素 (C0
2

) を採用したヒートポ

ンプ給湯機を、関西電力は給湯雌メーカと共同で開発した。

家庭における最終 エネルギー消問機 冷房用 3%

成を 図 1に示す。地球環境問題が大き

く取りざたされている中、 28%を占め

る給湯分野においてはガスや石油等の

化石燃料の燃焼によるもので占められ

ており、乙の分野の削減が話 ｾ ｊｭとな っ

ている 。また安全性とクリーン性から、

オール電化住宅はここ数年着実にその

数を伸ばしてきたが、電気温水器につ

設

備

の

頁

中間圧

いては、必要なタンク

スペースの問題から新

築戸建住宅やファミリ

ーマンションでは非常

に獲得率が低い状況で

あ る ( 図 2 )。

ここに、お客さま

にメリ ッ トのある魅力

的な給湯機の開発が必

要とされてきた。

100 

獲得率

80 

60 
仔 寸 百 戸 前- 71.7

%  

40 

20 

J4Z-6  43 

5.8 

11. 6  

3. 3  今

2.7 。
H9 H10 H11 H12 

戸建 3. 3  11.6 5.8 11. 6  

ト ←ワンIlr- bM 57 55.4 653 71.7 

|ー金一77ミリ-M 2.11 2.4 1. 9  2.7 

関西圏での電温獲得率 { 関電鯛ベ)図 2

f目減 車問吏波 ｾｖＨ 日 Ｏ日 ｈｚＩ

冷媒 一酸化炭紫

HJ>I M 4.5kW 

タンク容量 240e  

タイプ 風呂全自動 (7ルオート)

外 ｊｾ 寸法
HPユニ ット

620 X  930 X  276 

HX WX D 

タンクユニット

(mm)  

19∞X 540X630  

Ｙ Ｑ｢Ｇｾ＠ H13
i
l'-1l月

l ヒートポンコ糊機のシステム

ヒートポンプ給湯機は、電動機の力で冷媒を圧縮加熱し熱交換器

で水に熱を放出 し、湯を作り、冷媒はその後、膨張冷却 されて大気か

ら熱を汲み上げる動作を繰り返すものであり、エア コンの暖房機能

を応用した技術である( 図 3 )。

燃焼式給湯機と 比較すると、大気の熱を利用できるため成績係数

( COP) が高いことが特長であり、割安な深夜電力を有効に利用して

ランニングコストを大幅に低減できる 。また、経済性を損なう乙と

なく i91:き増しが可能なため、小さな! 貯湯タンクを選定でき、従来の

電気温水器では設置不可能であった狭小地への設置が可能となる 。

三洋電機空調・三洋

電機 ・関西電力共同

開発品の外観・仕綴

図4

今回開発した自然冷媒給渉Y機は、新 ・省エネ給湯機として、これ

までの常識を変える画期的な給湯システムである 。国もこの省エネ

給湯機に対して補助金を適用し、給湯分野における省エネ化を進め

ようと計画している 。

守後、多様なお客さまの要望にお応えするため 、風呂半自動タイ

プ( セミオート型) や落とし込みタイプについても、順次市場に出

していく計画である 。また、さらなるCOPの向上、夜間の低騒音化、

暖房機器との複合化等についても研究を進めていくとともに、普及

の拡大に努め、地琢環境と生活環境の向上に貢献していきたいと考

えている 。

集合住宅設置例図 6給湯

気入力

51 
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C O，ヒートポン プ給湯機のシス テム

従来、ヒートポンプ給湯機の冷媒としては、主にフロン系冷媒が

図 3

l 二酎股斡媒の特性
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読・聞・知

cr読み聞かせ」で理解しやすく)

1 ) 社内報にひとこと

今回のテーマは「読んで、欲しい。聞いて欲しい。知って欲し Lリ

である。ちょうど l 年ぐらい前になるが、ある地方新聞が一一社内

報は「読む」から「アクセスJ ヘーーと報じた。「社内報J が様変

わりしてきたというニュースである。確かにインターネットの急速

な普及で、社内ニュースをネッ ト配信する企業が増えてきた。「速

報性J と「コスト安」が強みなのであろう 。一昨年、わたしの勤め

先でも社員全員にメール ・アドレスがあたえられた。その結果、

2001年 4 月から怖子スタイルの社報が消えた。社報がどれだけ読ま

れてきたか? 把握は困難で、ある。

今は月 l 度、机上の画面にドサッとニュースが届く 。スクロール

しながら読み終えるには，根気がいる。目が疲れる。設計・マンはい

つも動き 回っているから、まとまった|時間が取りにくい。あとで読

みたいとと思えばカラー ・プリントである。しかしプ リンターが混

んでいたり、用紙不足で停止したりする 。用紙には片面印刷なので

もったいない。こと社報に関してはあまりハッピーな間柄ではない。

週刊誌のように手軽だった頃が懐かし L、。「知って欲し Lリという

ニーズに対しては、手段を選ぶことだと思う 。月 l 度の情報伝達に

は活字印刷、毎日の業務情報を伝えるためには W eb媒体が適する

のではないだろうか。

ところで、設計者は「諮る J i書く J i描く」等の手段でいろいろ

と理解してもらうよう努力してはいるが… …。「知って欲しい」なら

「知らせる努力J がし功3 に大事か! 次の例を参考にして欲しい。

...:-X;開 H 刷 阻 "

設計者に 1，_ ;"1

・ ＮＮ ｾＮ ..‘ ..." n ，句" “ ι

4“ . . . . '1.J. ...墨凶' " 陣.幅

値品 Ｎ ＮＢ Ｎ ｾ ，・ ・ ， 弘 司

!・:: r弘山田昌出品主

2  ) 施工畑の大先達ー その執筆姿勢

作業所長から役員に、そして多くの技術者を教育さ れた大先輩一

一中出定夫さんは、今年 91歳を迎えられる 。もう 四半世紀前にな

るが 1974 ・4 - 1976 ・3 i現場見たとと、感じたこと J 1976 ・

5  - 1978 ・3 i レンズがのぞく現場百態J というテ ーマで社報原

稿を毎月番かれた。

|時、水戸黄門さんのようにいろんな現場をウオッチされ、厳し

い論評を紙上に展開された。社員も社報配布を楽しみにし、皆よく

読んだ。不出来な現場の担当者は縮みあがっていたし、間違った図

面を発行した設計者はもちろん糾弾された。その代わり良くできて

いる作業所はべた誉めであった。中出さんは必ず関係図面に目を通

し、不可解なところは関係者を小部屋にH乎んで確認の上、執筆され

た。そして最後に自宅で奥織に読み聞かせをされた。理由は「素人

に分からんような文章は、専門家にも理解されなL リということで

あった。

52 趨捷と社会 ・2∞2.2

出版委員会副委員長

上 原 正 行

( 竹中工務庖)

( うえはら まさゆき )

1941年兵庫県生まれ。 1964年神戸大学

建築学科卒業。同年竹中工務庖大阪本

底設計部入社。 1991年設計部長。 1995

年神戸大学主主投学科非常勤秘師。

当出版委員会の山田委員長が、日ごろいわれてるように一部のひ

とにしか理解されないような文章は、「もってのほか! J というこ

とだ。ひとりよがりに陥らぬよう、事長められたのだと思う 。

3) 未熟設計マンはどう教育されたか

入社 8年目、京都市内 ・室町御池下ガル土地に本社ビルを設計す

るチャンスが訪れた。30年も前の話だが、わたしは乙の建築主に鍛

えられ… L、ろいろ教えられたと思っている。そして本社ビル竣工後、

住宅の設計、江戸時代から続いた庖舗の大改造、事務所の増築等現

在までお付き合いいただいている相手先である。本当に「永年にわ

たる顧客j といえる。

ぃ

U

μ

t
相

九

見

守

み
た
喝

τ

ところで、本社ビル竣工に当たって 400人の得意先を二日にわた

り、指待されることになった。(1973. 11. 3.  - 5久間会) さて、そ

の参会者は、 比較的御高齢の方々。政- 財界、教育界、花柳界. ... .

と当時、京都商工会議所副会頭をされていた乙ともあって、お付き

合いの巾の広さがうかがえた。そのH吉れがましい席で設計の当初か

ら竣工にいたる経過を説明するよう、若輩のわたしに命じられたの

である 。 7階のホールに集まられる 200人の方々に退屈させず、わ

かりやすく聞いていただくための原稿作りとあいなった。

未熟なわたしにはハードルが高く、時の部長一一岩本さんに細か

くご指導いただく乙とになった次第。進め方は推敵に次ぐ推敵の連

続、その者11度繰り返 し読んで聞いていただくことであった。最後の

総仕上げに御自宅までおたずねした。その日、大先輩は作務衣姿で

写経をしておられた乙とを鮮明に記憶している。

会の後、奥田東元京大総長がわざわざこられて「君は、文学の素

養があるね。良かったよリとおだてられ、大感激。早速、岩本さ

んにご報告。大先輩からもねぎらいの言葉を頂戴し、設計者冥利に

尽きる思いであった。

社長ももちろん出席しておられ、わたしの読み上げた原稿を手に

取られ再読された。翌日、急i虚社報に掲載されることに決定。そし

て墨書していた生原稿はビルの定礎箱に収まった。大先輩のご指導

無くば事は成らなかったと思う 。ここまで面倒をおかけしたことは

最初で最後。そして乙の体験はその後、若手教育の一助になっている 。

。現場の生生しさをできるだけ素直にわかりやすく表現。

O書きっぱなしではなく読み聞かせを繰り返し推敵。

。注意の上にも注意。決して手抜きせず、横着を許さない。

「小言乙うべえ」といわれ、いやがられているだろうが -
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植物育成用地原の開発

東発光効率 (PPF発光効率) およびランプ効率( 人間の自に感ずる

全放射束をランプ電力で除した値) を計算した結果を示す。高圧ナ

トリウムランプ、 3y，皮長域発光形蛍光ランプ、メタルハライドラン

プが高L唱を示すが、いずれもPPF和 t効率がランプ効率を下回り、

光合成促進用光源としては再考の余地がある 。また、植物用蛍光ラ

ンプはPPF発光効率が低いことが認められた。

遠赤色光 (FR) は700- 800nmの領域であり 、人間の自にはほと

んど見えない。 しかし多くの縞物はFRに反応し、その形態を変化 さ

せる 。FRの多い光環境では柏物の伸長が促進される 。人工光では人

間の視覚特性に対し無用のFRは考慮、されていない。そ乙で、蛍光ラ

ンプの 中では最も高いPPF発光効率を示す 3波長域発光形蛍光ラン

プに、 FRを付ー加した分光分布を持たせることを考案した。 3波長域

発光形蛍光体に加え、 700- 800n m1こ発光ピークを有する FR蛍光体

を用いた 4種類の蛍光体を持つ蛍光ランプを 3種類試作した。これ

らのランプを用いて成育実験を行った。図 3 に示すように、 3種の

試作ランプすべてについて成育の促進が見られた。この蛍光ランプ

は世界でも類を見ないランプであり、現在、松下電器産業から市販

されている 。

i う部都成を閉した植備闘う旨原

人工光源は、もともと人間の視覚を支援するために開発されてき

た。 しかし、近年植物を人工光で栽培する機会も増加 しつつある 。

環境要素が植物へどのように影響するかは、 i段業だけでなく、公

害の植物影響解析などの場合にも大切であるが、自然光下ではその

再現性が得られない。 まず、植物成育実験施設( ファイ卜卜ロン)

において人工光源のみで植物を栽培することが1940年代後半から行

われ、高度な生理学的実験のために供された 。その後、植物工場

( 人工光のみで栽培する完全制御型) も実用例が見られるようにな

り、さらに最近では、屋内アトリウムなど人工光源を主体とした環

境内で、人と樋物が共存する場面も見られるようになった。

研

究

最

前

線

D  C  

人間の生活に必要な光と、 J柚物に必要な光は大きく巽なる 。事務

室の推奨照度は750- 1500以、レタスの栽培には200μmol m・2 S .l 

(  3波長域発光形蛍光ランプの場合約15，∞Ol xになる) 程度と 一桁fj も

なる 。イネ、ムギなどになるとさらにその数倍は必要である 。

図 1 に、光合成作用スペク卜ルの平均曲線① と人間の明所視にお

ける分光視感効率曲線②を示す。QXi ) の分光分布は大きく異なって

いる 。このため、人間にとって明るい光源を設計すると植物の光合

成も最大限促進されるとは限らない。この光合成作用スペクトルの

平均曲線は、 400から 700nmの範囲の放射感度③にくらべて、光量

子感度④とよく 一致するので、 400から 700n mの光量子束を光合成

有効光量子束と L可 。

図 2 に、各種人工光源の分光特性値から、この光合成有効光量子

! ーーーーープr 、ーコ;ξ 主勾1 ①光合成作用スペクト J レ

i  J Lづ¥ ¥1 の平均l甘l線

弁.....， ¥1 ②l明列所視における分光1悦見

f  、ｾ ｾ＠ 感効率( 傑削却比祝榔感度)

/  ¥¥‘ J¥.. 竺Q) 400ト-70∞0叩 放 馴 射 馴

400 500 600 700 800G)40∞0-7初0∞0伽n mの光i武a立i子感

波長 ( nm) &  

光合成作用スペクトル、分光視感効率と放射感度、光量子感度

l 人と植物の光に対する応割牲の蹴

狸1?
I豆0. 0
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試作 4 波長域発光形蛍光ランプ (左3 種) および 3 波長蛍光ラ

ンプで成育させたレタス

図 3

図 1

l 湖 射1競と人、植物

当分野では、照明工学、生物環境学、光生物学などのシーズから、

植物栽培における光放射応、用というニーズに向けて今後さらに研究

開発に努めたいと考えている 。現在、他物栽培用高圧ナトリウムラ

ンプ、自然光分光調節被硯材( 渦室材料) 、深類培養における人工

光利用や、光環境計百ｻｬｈｦｾの Ｑ Ｉ 日発などに取り組んでいるが、これらの

成果を今後、人とのかかわりに向け発展させ、人間と植物が共存し

た室内空間を創造するための知見としても役立てたい。

Lw: 自然ランプ

FL-D : 昼光色蛍光ランプ

F1AX:  3波長域発光形蛍光

ランプ

F MG 植物用蛍光ランプ

HF.X: 水銀ランプ( 蛍光形)

MF ・メヲルハライドランプ

( 蛍光形)

NH:  ＷＮｾ圧ナトリウムランプ

NX: 低圧ナトリウムランプ

- ランプ電力当たりPPF発光効率

ロ ランプ効率

1200 

1000 

8∞ 

600 

400 

図 2 市販人工光源の光合成有効光量子束 (P P F)

発光効率およびランプ効率、 自然電球を100とした場合の相対値で示す。

- 研究室のひととき

・大阪府立大学生物資源開発センターでは、

大学と民間企業等が、応用研究を共同で行

う。宇宙における植物栽培、組物工場、荒

廃地や都市空|尚の緑化、植物栽培用光源開

発、水産業における泌類培養、光: F J ;n発話UI定

#;{の1) 日発などについて研究し、その成果は

各社の独自製品となって販売されている 。

述絡先

JfJ! 市学園田J l -l

TEL072- 254-9808 F AX 072-:お4- 9937

ht t p: //www.  riast 0ぬ k出 u.ac. jp

- 研究スタ ッフ

村瀬治比古/ 昭和23年生まれ

・研究テーマ/ 遺伝、免疫、光合成ア J レゴ

リズムなど生物由来アルゴリズムの開発

と応用、 fi'l 密苗生産システムの開発

卒、j 上克介/ 昭和33年生まれ

・研究テーマ/ 植物栽培用人工光狐、光環

境調節被製材の開発、人工光部 ｾｕ 行義装

位の開発、光B詰筑計測装置の1)日発
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村上克介助教授村瀬治比古教授



話 題 建 築 を 聞 く 第 3 2回 NHK大阪放送会館大阪歴史博物館

情報発信複合施設と複合プロジ、工ク卜

R E P OR T  小笹光彦

ランテック計画事務所/ 日本建築協会事業委員

日本建築協会事業委員会

大阪 ・法円坂の一角に中初伝複合体とも L、うべき大規模な建築が完

成し、注目を集めている 。これは、 H宇年 11 )=13 日にグランドオー

プンした i NHK大阪放送会館 ・大阪歴史防物館」である。

平成 13年 11 月21日( 水) 、午後 611寺半より、上記の建築を取り

上げて、 (初日本建築協会サロンにて「話題建築を聞く( 第 32回) J

が開催された。今回は日本設計関西支社プロジェクト部長・種村俊

昭氏をお招きし、本プロジェク卜のチーフマネージャーとして、 6

年間もの長きにわたって、サイトに張り付いたチームリーダーとし

ての、経験とご苦労を通して、様々な考え方や感想、をお聞きするこ

になっていた。また、近年の政迭のデジタル化、ハイビジョン化な

どに伴い、より広い空間が要求されるようになってきていた。 さら

に万一東京大震災が起きた場合に備えて、キー放送局を二極化して

おきたいという意図もあったようである。

また、大阪市の方では、かねてから考古資料館が必要だという意

向があった。歴史博物館として絶好のロケーションに恵まれたこの

地に、サイトミュージアムを建設するという計画が以前から、温め

られていたようである。

l 複合の相乗メリッ卜、デメ山卜

このプロジェクトの大きな特徴は何重もの複合から成り立ってい

ることである 。すなわち純設・敷地の複合、事業主の複合、設計チ

ーム・施工チームの被合などである。

複合施設としての最大のメリットは、未来を見据えた放送局と過

去につながりの強い博物館を結合させたことである 。これにより、

過去と未来を結ぶ情報発信基地としての機能をより 一層高め、文化

のシンボルを創出することが可能となり、両施設が一体的に機能す

るととである 。さらに、大阪あるいは上町台地のランドマークとし

ての機能を高めたこと、または、にぎわいのある大ホールや多目的

なアトリウムの建設が可能となったことであろう 。

次に設計チームの編成について。 日本設計、NT T、シーザー ・

ぺリからおのおのスタッフを派泊して NNCを構成したわけだが、

3社とは関係のない狐位した別会社を設立するというのが基本的な

考え方であった。種村氏はこの間可C のマネージメントを総括する

立場であった。この‘ 油戎チームにおいては、個々が自分の持ち味を

いかすこと、上下関係をつくらないこと、各社のカラーを持ちとま

ないことを大原則 としたとのこと 。

氏が言 うには、フ。ロポーザルにお いて、 NNCの技術提案が選定

されたとのうれしい報に接したとき、 g びは 311iU程度であったらし

い。というのは、今までに経験したことのない大規模建築であった

こと、完成するまでに 6年の長きにわたること、被合する混成チー

ムを統括することへの大きな不安が頭をよき。ったためで、あったらし

ととなった。

l プロジ土クトの衛書

とのプロジェクトは、大阪市の「難泌宮跡と大阪城公園の連続一

体化構想J がその始まりである 。連続一体化させるためには、旧

NHKが両公闘を分断する形になっているため、八申請屋公園に移転

建築された旧中央体育館跡地 13，000 m'に新M丑くを移築し、併せて、

乙の地に歴史陣物館を建設しようとするものであった。

昭和 60年に一体化構想が公表され、平成 6年には大阪市と N田〈

とで抜合施設を建設する乙とが決定し、具体化された。

平成 7年夏にプロポーザルが実路された。ちなみにこの年は l 月

に阪神大震災が勃発した年である 。このプロポーザルは公募型で、

最初は 16グループが参加し、書類審査で 7 グループに絞られた。

続いて行われた技術提案で私たちのグループに決定した。私たちの

グループはその頭文字をとり i NNCJ と称し、日本設計、 NT T フ

ァシリティーズ、シーザー ・ ぺリアンドアソシエ ーツジャ ｊ ｾ ンの Ｓ

社で構成したものである 。

決定後、すぐに基本設計がスター卜した。新たな辿椛が発見され

たのは、 ｾｾ ｩ Ｇ 工前Ｈ笑施設百 ｼ 完了後Ｉ 。 平成 Ｙ 年 Ｑ Ｒ 月に着工、建築の

竣工は平成 13年 3 月、グランドオープンを迎えたのが、 11 月3 日

である。
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また、デメリットについては、とにかく、関係者が多すぎて、す

べてが複雑である乙と 。とりわけ会議が多 L立 と 。阿武棟、博物

館棟、共有部分の複合体であり、打ち合わせ先も N聞く、大阪市の

教育委員会や営繕部、文化庁、考古学関係者などがあった。総勢30

l 施設・計画糠

敷地面積は約 13，∞om' 。用途地域は商業地域、| 坊火地域、駐車場

獲備地区である。乙の地の酋に新 NHK、* に歴史博物館が建設さ

れた。この付近一帯は大阪の歴史的ルーツとも言うべき高台で、南

東方面には難波宮跡歴史公園が広がり、北東にかけては大阪城が位

↑ 白している 。

日本設計・ 種村俊昭氏にプロジェク卜の話を聞く

敷地内の武重な遺構の保存と活用をはかりつつ、両建築が複合施

設として有機的に機能し、相乗効果を発押するよう、また大阪の過

去、現在、未来を結ぶ文化のシンボj レとなることをめざしたもので

ある 。

同施設の建築面積は約 7，500 m'で、延べ床面積は約90，000 m' に達

する 。その内訳は、新 NHKが約47，500 nL 隙物館が約 24，000 m' ， 

共有部分が約 18，500 ばである 。| 渚数は新N田くが地下 3 F 、地上 18

F 、搭屋 2 F 、高さ約 135m。博物館が地下 3 F 、地上 13F 、塔屋

1  F 、高さ約 83 mである 。桝造は両事I i とも地下部分が SRC造で、

N阻〈大阪ホールは SRC、歴史館は S 造である 。駐車台数は両方計

で約290台分を確保している。

旧NHKは昭和 11年に建てられたもので、、老朽化が著しく、手狭

櫨策と社会 ・2002.254 
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の踊り場から見下ろす大阪城は実に美 しく、四季折々そのみどりの

色が移ろうと L可 。まるで崎Ih先に立って、大阪城のみどりの大海原

へ向かって、 21世紀の船出をせんとするかのようである 。船体を表

現する博物館事長の外装はアースカラーで、南米産のミカゲ石を使用

し、大阪城の石f i ' 1みとの関述性を持たせているとのこと 。また、 l机

を象徴する ｎ 日〈棟は ｊｉｾ 風を帆い っ ぱいにはらんでいるかのように 、

やや西側にセ ットパ ックした曲面で、背景の青空と日光に映えるよ

う白 っぽい色調としている。

とのデザインに対して、型、素材、色が異なる乙とから、両椋の

問に関連性がないと指摘する意見もある。 しかし、乙れについては

あえて行ったことであり、当初j から同類の建物に仕上げる発想はな

かったらしい。なぜなら、同型の建物にすれば、どうしても小さい

方が大きい方の付属施設にな ってしまう危険性があるからである 。

おのおのが異な った建物の:複合施設であることを強調するために、

おのおの独自性を主張しながらも、なおかつ一連のものとしての美

しさを狙った結果であると L寸 。実際、 p、守I K棟と博物館糠との延

べ床面積比は 2 :  1であり、ボリューム感で考えれば 3 :  1程度の

比率になる乙とから、との危険性は多分にあるとのこと 。

デザインのアプローチについては、機能優先からスタートしてい

る。敷地内の迫椛の存在からおのおの建物の平面形や配置が決ま っ

た点も否定できない。NHK株がその機能面から判断して、ぜひと

も建築面積が 4，000 m'必要な乙と 。そうすれば、 当初は矩形で考え

ていた博物館棟がどうしても敷地内には納まらないことが判明して

一50人もの大人数が集まり、 会議をすればするほど収数よりもむ

しろ拡散するきらいがあ った。このため、 会議のための会議が事前

に必要であり、多大なエネルギーと 11寺聞をさかなければならなかっ

たとのことであ った。

きた。

そこで生まれたのが、博物館棟の平而形をラグビーボール状にし、

NHK株から東へ48。振る案であ った。この配置をとるととにより、

楕円形の長羽IJ 方向に大阪城が、短il1111方向に難波宮跡がとらえられる

乙ととなった。

公共施設でありながら、これほど見事に大阪城を術|徽できる建物

はほかにない。乙れは逆に言えば、大阪城内から眺めるこの建物の

シルエ ットが一番美 しいということであろう 。

また、博物館棟の短軸の中心線を難波宮跡の大極殿跡に合わせた

ことにより、 10階の常設展示、難波宮大極殿の室内復元がよりリア

ルに現実味を帯びる結果とな った。

まさに、サイトミュージアムと言われるにふさわしく、室内空間

と背景の ｉ ｾｬｩ 望が融合している 。

牢

両練の共通のメインエントランスとなるアトリウム。ふと、天井

を見上げると、やや偏心して同心円状に天空が広がり、まるで万華

放送会館、博物錨の両建築とも、その機能から考えて、本来 2 -

3階建の低層施設であるほうが望ましいとのこと 。にもかかわらず

これらを高層化するとと、しかも複合化 させるについては、様々な

問題を解決していかなければならなかった。 さらに大規模にして、

複雑、特殊な施設である。例えば、高層化の欠点を補うための人の

i WJ 線、搬入の動線、 音に対する問題、揺れの問題など。

博物館については、監督官庁である文化庁は基本的には高層化あ

るいは放送会館との合築、とりわけ阿武棟との内部動線の連絡を

雌保することには、 当初から難色を示していた。また、遺構の保存、

あるいは遺構を展示するのかと、うか、するとすればどのような方討

を採用するかについて、なかなか結論が得られなかった。

ｎｈｋ 事ｾについては、近年の放送技術の発展はめざましく、現在

はその過渡期にあたるため、すべてのととがそう簡単には確定しな

い。決ま ったとしても、すぐに変わることが多か った。NHK とは

日本放送協会ではなく、日本変更協会であるとの冗談も飛び出すほ

どであ った。

構造はメガトラスによるスーパー ・ストラクチャーを採用し、内

蔵する多くのスタジオやホールなどは「入れ子J 方式である。スタ

ジオは楽しいドラマゃいい番組をつくるための基礎的なスペースで

あり、まるで一戸一戸の家を造るような仕事であったらしい。

総体として言 えることは、高層建築でありながら 「基準階J とい

うものがない者鯨住な施設であ ったとのこと。

l 本来低層であるべき施設を高層化する

鋭のようだ。大阪の過去と未来の姿が走馬灯のように浮かんでは消

える幻想的な空間を創り出していると言えよう 。

種村さん、大変夢のある話をありがとうございました。ますます

のご活躍を期待いたしております。 ( おざさ みつひこ)
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日 11寺/ 2001年 ll f' 121EI (水) 18 :  30- 20 

局 所/ 日本主II 築協会サロ ン

議 ?良/ 磁村俊昭 ( 日本設計プロジェクト 部長)

司 会 / 大井昇二 (大林組 日本雄築協会事業委日)

参加者/ 34人

50 

全体デザインでは、N凹〈株は垂直の曲面、水平の曲面が緩やか

にセ ッ トパ ックして、空ヘ伸びてゆく形態に。博物館i僚は水平の曲

面を紡銭形にし、公共施設として印象に残るシンボリックな形態と

した。両事長はそれぞれの施設の特性をいかした曲面、曲線の外観デ

ザインとし、それぞれの独自性を主張しながらも複合建物としての

一体性を創り出す乙とを意図したものである。

デザイ ンコンセプトは 「水の都に浮かぶ帆船j のイメー ジであり、

博物館練を船体に、 ｎｈｋ 事ｾを帆に見 立 てている 。 博物館の高層階

l デザインに対する考え方



講演会- 設計者のための写真術パートN

吉村行雄・「森林墓地」を題材に語る

R E P OR T  
酒井重治

事業委員

日本建築協会事業委員会

日本建築協会サロンにおいて「設計者のための写真術パート NJ

講演会が、| 昨年 10月23 日午後 61時半より 吉村行雄・竹中工務底広

報部長を招いて開催された。パート I で「相款の近代建築を例に写

真を諮るJ、パート E では「設計に役立つ写真の搬り方」、パート 皿

は「神戸ハーパーランドでの撮影会J r作品講評会J r作品展示会J

空間を支える柱、梁もデザイン化されたもので、照明は 80数本の

馴蜘1の光とスポットライト及びペンダントが印象的であった。内部

空間がいろんな角度からみごとに映し出された。

続L、て火葬場の小礼拝堂、 二つ並んでいてそれぞれに中庭をもっ

ている 。プランは同じにして内部デザインを変えてあり、面白い工

夫が建物全体に施されている 。

最初に実現した「森の礼拝堂J は大きな縦の木の林の中に建ち、

ピラミッド型の屋根は柿野きで、規模は小さいもので、あるが、附々

まで研ぎ澄まされた神経が行き届いているようである 。入り口のア

イアンドアから、 ドーム天井にあるトップライト、床にある家具調

度まで室内全体を搬るために、新たに超広角レンズを用意されたと

の三つの行事の後、今回は 6回目で、仕上げの講演会というかたち

となる 。

「世界の巨匠の名作をいかに搬Ｉ［ｾし設計に生かすか ｪ と題して諮

られた。副題は、アスプルンドの代表作「森林墓地j 。

l 何を撮るか、なぜ撮るか

いうことであった。

ここで、も壁に邸i隅の光が紛腿に並んで、照明に使われてL唱 。内部

でもフラッシュを用いず、あくまで自然光で隅々まで明るく撮影さ

れている。設計者のアスプルンドの非常にきめ細かいデザインの詳

細11を丁寧にJ磁診されて、何度となく現地に足を運び調べて探求され、

知り尽くした上での写真であるというととがわかる 。聴百診者ーにはと

てもわかりやすく感じられたことであろう 。

前段では、初参加の人たちのために 、今回までの講演の復習から

始まる 。

・撮影機材のいろいろ( 広角レンズ、ミニ三脚l、水準器など)

・撮り方の基本と動機( 何を撮るか、なぜ搬るか、何に使うか)

・ 海外など、で、限られた ｬ 時間内で、の ｩｬｩｴｾｾ ( 事前の情報・準備が大切)

・建築内部は 「空間J の撮ji 診を意識

- 搬影した写真をどう生かすか、設計に生かせるデータベース

など、レジメに沿って一つひとつ丁寧に説明がなされた。

I  t協のための情報収集、観察

前段での話の中で、海外見学旅行における写真撮影でも、現地に

着いた途端からパチパチとやたらにシャッターを切られているが、

あとで使える写真にするには、まず事前の' 情報などをもとに、目的

物をよく観察し理解して後に、スケッチをする気持ちで搬るのが良

l アスプルンドと森林事由

本@の北欧スウェーデン・ストックホルム郊外にある「森林墓地J

は100枚のスライドで解説された。まずグンナール ・アスプルンド

(1885 -1940) の紹介と作品についての話があり、彼の 4番目の作

刃

m
刀

0

2

↓

品が「森林墓地J で、最初の建物として「森の礼拝堂」を挙げられ

る。

いと話された。

休r$l 後のアンケート回収、質駒在答では、かなり専門的な高度な

質問があり、デジタルカメラについても質疑があったが、美しい画

面に感動したという感想が多く寄せられた。参加者は皆、満足気に

1915年に行われた国際設計コン ぺに よるもので、アスプルンド

と級友のレウe エレンツが若くして協働で勝ち取ったものであり、こ

の墓地と火葬場の建設は、スウェーデンで火事事が普及し始めたころ

のことだそうだ。その後、彼は生涯をかけて「管理棟J や、「森の
しげはる)( さかい

退室していかれた。

I量影の小道具を績に置いて、写真鍋影のワンポイントアドバイスをする吉村行雄氏

n  11キ/ 2001年 10 月23 円( 火) 18:  30- 20 ・30

会 場/ 日本銀築協会サロン

講 師/ 吉村行総 ・一級弘I ! g荘上、強築写真家

司 会/ 酒井重治 日本法築協会 Ｇ ｉ ￇｾ 委 ｮ

参加者/ 30人

火葬場」等を設計し、この広大な森の墓地を完成させた。が、彼は

その完成を見て、力尽きて 55歳という若さで没し、この自分の設

計した墓地に葬られたそうである 。世界の人々に知られる傑作とし

て、今、乙の森の墓地は世界遺産に登録されている 。

スクリーンに映し出されたスライドは、索 ｉｉ ￎｾＧ らしい逆光の雪景色

であった 。 エントランスから ｮ ＡｬｩｻＺｴＱｾの丘」が右手奥にあり、正面速

くに十字架が見える 。左手には樹列、ず、っと速くには森が見える 。

建物は木立に隠れていて見えていない 。 北 ｲｾ も ｬ 暖冬の影響をうけて

いるという J情報をもとに、吉村講師が冬の景色を撮るために現地に

行かれたが、やはり数日間雪の降るのを待たれたそうである 。同じ

位置からの夏の映像と比較もされた。森の墓地は綿密に捕かれた配

置図で示され、建物は点在していて、森の礼拝堂、火葬場( 大・小

干し拘i堂) 、管理棟、復活の教会などから成って L崎 。

まず外部空間から建物配置関係など撮影ポイントをいろいろ変え

ての明快な解説があり、部分的詳細についても詳しく説明された。

建物は火葬場の大礼拝堂から紹介された。前面の開放的な柱廊、

そして柱廊から池をはさんでのi戻恕の丘を望むシーンがある 。外観

は直線的で樹可学的であるのに対して、内部は曲線、曲面が使われ

て有機的で、正面には壁から天井へと繋がる大壁画が拙かれてL唱 。

強篤と社会 ・2∞2.256 



[ お知ら せ] n f o r mo l i o n  

「震災対策技術展2002J fグリーン購入時代の太陽熱利用J セミナー

「阪神 ・淡路大震災j を伝えていくために、債榊 戸 国 際 地方公共団体、設計事務所、建設会社の人々を対象に、

観光コンベンション協会と側榊戸市防災安全公社は「震 施設周大型太陽熱利用システム導入の「ソーラーシス

災 槻 技 術 展J を開催。入場無料。 テムセミナー2002j が大阪で聞かれる。

第 6回「震災対策技術展J ではシンポジウム中心の神戸 なお、参加者全員に Iソーラー建築デザインガイドj

開催に併せて、償浜国際平和会議場 (パシフィコ横浜) (最新事例カラー写真友ぴデータ集)、 資料・機器カタ

展示ホールでも展示中心の「震災対策技術展」を開く 。 ログが無料配付される。参加無料。

技術展のURL  t.:l: http: //www.exhi bi ti ontech.c om/etec 日時 2002年 2月1 5 日(金) 10 : 3 0 - 1 6 :  30 

会期 2002年 2月1 4 日(木) - 1 5 日(金) 10: 00- 17:  00 会 場 メ ル バ ル クOS AK A' 5 階 孔 雀 の 問

会場神戸国際会議場 3 - 5 階
大阪市淀川区宮原 4 - 2 一 1

〒105- 0003 東京都港区西新橋1- 4- 10

T E L  03- 3593- 3636 F AX  03- 3508・1745

E - mai l :  J DK04625@ni f t y . ne. jp 

①~エコロジー建築 ・都市をめざして~環境と共生す

る建築の現状と動向/

神戸芸術工科大学教授小玉祐一郎

②太陽エネルギーを中心とした新エネルギー政策につ

いて/ 近畿経済産業局エネルギ一対策課長中西康直

③業務用太陽熱利用システム企画立案と助成制度への

T EL  078- 302- 5200 
J  R新大阪駅より徒歩 6 分 アプローチ/

神戸市中央区港島中町6- 9・1

神戸ポー トアイランド内

定員 200人 (申込先着順)
ソーラーシステム側取締役部長大石茂一

申 込 郵 便 番 号 ・住所、氏名 、勤務先、所属 ・役戦、 ④建築と一体で考える太陽熱利用システム/

出 展 震災への備え、震災直後の緊急対応力、救援/ 復 電話 ・F AX番号 ・E- mai l アドレスを記入し，郵 (紛ソーラーシステム振興協会委員長村松泰行

旧活動、建築妓術にかかわる製品
送、FAX 、E -mai l で・主催者へ。 ⑤太陽熱利用のコスト例及び最新事例/

- シンポジウム/ セミナー (事前登録制)
(紛ソーラーシステム振興協会業務・広報部 (紛ソーラーシステム振興協会委員長下野哲朗

①京都大学防災研究所第 2回比較防災学ワークショ ップ

2 月14 日(木)、 15 日(金) / 神戸国際会議場 3 階/ 無

風の路シンポジウム.......21 世紀の関西の住まいは? ....... 

料/ 定員200人
制 日本建築家協会 (J I A) 近総支部主催の「風の路シ

②セミナー「都市災害に備える技術者たち」 ンポジウム2002j が開催される。

2 月14 日(木) / 神戸国際会議場 4 階/ 入場2000円/ 会 場 芦 屋 市 民 セ ン タ 一 本 館 3 階301 室

定員200人
兵庫県芦屋市業平町8- 24 ( j  R ・阪神芦屋

@ 肪自治体の現状報告
駅、阪急芦屋川駅からいずれも徒歩 7分)

2 月14 日(木) /神戸国際会議場 4 陪/ 無料/ 定員100人 開 演 13: 30 - 16 :  30 

④セミナー「劣イじ木造住宅の耐震補強の新手法j 参加費 J  1  A 会員無料、会員外は各回1000円

2 月14 日(木) /神戸国際会議場 5 階/ 無料/ 定員100人 ・第 9 回 2002年 2月1 6 日(土)

⑮NHO健康フォーラム2002イン神戸~地震 ・災害後の 1 - ナマコから現代文明まで~少しだけ動く生活」

心のケア~
ナマコは砂の上でゆ ったりと食べては寝て天国をつく

2 月14日(木) /神戸国際会議場 5 階/ 無料/ 定員150人 る。一方多くの動物は体を運転するためにエネルギー

⑤わがまち再発見ワークショ ップ (防災編) を消耗し忙しく生きる。土地に執着を持たす変化を速

2 月14 日(木) /神戸国際会議場 5 階/ 無料/ 定員50人 める都市居住、個性化、効率化しつつ短命を厭わない

家づくりへの警鐘 l

講師/ 本川達雄 ( 東京工業大学生命理工学部教授)

一一一一1948年生まれ。東京大学理学部生物学科卒業。

fゾウの時間、ネズミの時間J r生物は円柱形』など

・第10回 2002年 3 月 2 日 (土)

1- 暖昧さに隠された発想~やっぱり日本語J

日本語は、本当はあるレへ・ルに達すれは理に遮った優れ

た言語ではないのか 7 欧米化の風潮の中、画期的視点

で語る日本語論は伝統木造の家づくりに通ずる 1

講師/ 加賀野井秀一 (中央大学理工学部教援)

一 一 一1950年生まれ。中央大学文学部仏文科卒業。

パリ大学大学院に学ぶ。仏文学、現代思想、言語学専

攻。『 日本語の復樹 『メル・ポンティと言語j など

⑦神戸大学都市安全研究センターシンポジウム「地震防

災を考える 日本と台湾を例として」

基準法改正後の構造設計シンポジウム

2 月15 日(金) /神戸国際会議場 5 階/ 無料/ 定員150人 2000年 6 月の建築基準法改正により 、一般建物の構 定員 200名 (先着順)

⑮ 転国同時多発テ口に学ぷ 造設計に限界耐力設計法が導入され、実務設計も 、構 参 加 共 催 団 体 会 員5000円ー協賛団体 ( 日本建築協

2 月15 日(金) /神戸国際会議場 4 階/ 無料/ 定員100人 造安全性の犠討方法も変わってきている。

上記シンポジウム/ セミナーの事前申込みは、①京都大 日本建築学会近量産支部は建築業協会関西支部と共催

学防災研究所巨大災害研究センター T E L 0774-38・ で、「建築基準法改正後の実務設計がどう変わ ったか

4273、②制 日本技術士会近後支部 T E L ' FA X  06- ー その実例と解説，.- j シンポジウムを関 心

6444・3722、G活道迂渇鴻桝申戸国際観光コンベンショ 日時 2002年 2 月27日(水) 1 3 : 0 0 - 1 7 ・15

ン協会 T E L 078- 303- 0029、⑥ 日本災害救援ポランテ 会場 建設交流館 8 階 ・グリーンホール

ィアネ ットワーク T E L 0798- 36- 9900へ。 大阪市西区立売堀2・1・2 T E L  06- 6543- 2551 

『異文化としての家イ主まいの人類学事始め- j 上梓

し' " とにとし a

大阪工業大学教侵・塩谷鳶翁さんは 、1977年の琵琶

湖に浮かぷ沖島のフィールドワークを手始めに、韓国、

中国雲南省で住まいのフィールドワークを重ね、また

日本生活学会理事と して活躍中である。

これらの研究成果はまとめて 1冊の本となり 、この 1

月下旬に発刊された。A 5 判、431 頁。定価4200円。

発行は圃津喜屋 (T E L • F AX  06-6622- 4466)。

中国・雲南省西双

版納ダイ族自治州

に住むタイ ル一

族の高床式の暮ら

しを示す図

ー“ 第6 章生活財の生

態から住まいを翫む"

P375よりー

会 、大阪府建築士会ほか 9 団 体) 一 、会員

6000円、その他7000円ーテキス卜代含む一

申込 日本建築学会近畿支部12 ・27シンポジウム」係

(〒550・0004 大阪市西区靭本町1-8-4 T E L  06-

6443- 0538、郵便振替口座 141 00- 90203811 、

三井住友銀行中之島支底 ・普通1532062) へ、

必要事項を明記した申込書 と振込明細書 コピ

ー、参加券送付用封筒 (80円切手貼付・宛名

記入) を同封して郵送。現金書留は不可。

講演 ( 1  ) 限界耐力設計法

上田博之 (竹中) /笹井弘雄 (大成) /飯島憲

一 (安井建築設計) /深 井 悟 ( 日建設計)

( 11 ) 基準法改正後の高層ビル、免震ビルの設計

新 居 努 (大林組) /徳田幸弘 ( 日建設計)

( 111) 設計周入力地震動はどうあるべきか

林 康 裕 (京都大学)

旗第と社会 ・2002.2 57 
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「リサイクル型まちなか一戸建」実証実験参加企業募集

近古盛大学では「オープンリサーチセン合一J プロジェ

ク卜の一環として、「リサイクル型まちなか一戸建J 実

証実験に平成13年度~平成17年度に取り* J i んでいく 。

プロジェク卜の特徴は、①民間地場建設業者と近自盛大

学との民間共同プロシ・工ク卜②地元住民に対する住宅

建築知識の普及を目的とするーにある。

実験における主な検討課題は 、次の点にある。

( l )1JI 規模敷地にも建設できる

(2休構造の 3階建で対応できる

(3耐 震 ・耐火性能力、確保されている

(4遮音 ・断熱 ・採光性能を満たす

(5)バリアフリーやリフォームへの対応か可能である

(6)リフォームや解体時のりサイク川主か高い

実証実験住宅は、 ①新木造矯法棟 (躯体の解体が容易

な金物継手、仕口を用いたもの) ②在来木造備法棟

(新しい許容応力度計算法に基づく ) の 2棟。 この 2

棟は、大学通りに面する近畿大学敷地内に建設される。

5年間のプロジ、工ク卜期間中に、材料・部品メーカー

の協力を得ながら 、接合 ・取付並びに解体・分解方法

新木造備法棟 パース 在来木造構法練 模型写真

実験参加企業は、近畿大学「リサイクル型まちなかー

戸建研究グループ」メンI ' Iーに、実験住棟担当の設計

事務所・工務庖を加えた選考委員会で採否を決定す

る。応募に当たっては 、実験住宅の基本図面のうち、

① どの実験住棟の②どの部位あるいは室に③ どのよう

な特性をもった材料・部品を無償提供できるか、説明

資料を近畿大学「リサイクル型まちなか一戸建研究グ

ループ'J (森本信明研究代表) に送付されたい。

や、リユース・リサイクルにかかわる各種実験に取り 詳細問い合わせも 、森本{ 言明教綬 ( 干577- 8502 東大

組むため 、実験に参加する企業を公募している。公募 阪市小若江3- 4- 1 、T E L 0 6・6721 - 2332 (内線4523) 、

締め切りは 3 月中旬。 mor i mot o @  arch.  ki ndai ， ac.  j p) へ。

「名古屋デザイン0 0 !  J  r弱さJ をテーマに作品募集

ル・コルビュジ工の石・れんが展

1920年代に「白い箱J に代表されるピュリスムの美学

を完成させたル ・コルビュジ工は、一方で旧来の建築材

来ト石やれんがー を使った作品を発表している。白い表

層を壊し、乱石積み、薄い石の化粧張りや木の使用など。

ヴオールトの組積的、洞窟的空間も現れる。

ギャルリー ・歩イセイの展覧会では、まま工時また現在の

建物写真50点、図面、絵画を紹介する。入場無料。

会期 ＲＰＰＲ 年 Ｑ 月 ＱＵ 日 Ｈ 火 Ｉ ｾ Ｓ 月 ＲＹ 日 Ｈ 金 Ｉ

10 :  ＰＰｾＱＷ＠ :  00 土日は休廊

会場ギャルリー- $ 1 イセイ T E L  03- 5381- 5510 

東京都新宿区西新宿 1 新宿センタービル17 F  

作品 ・スイス時代ーファレ邸

' 1 920年代ーーベサックの集合住宅/ サヴオア

邸 (れんがにプラスタ ー塗り )

' 1 930年代一一マンド口一夫人邸/ マテの家/

ポル卜・モリトールの自宅7 ' Hー卜/ ウィーク

エンドハウス/ スイス学生会館

' 1950年代一一煉瓦= デュヴァルの織物工場/ サ

ラパイ邸/ ジャウル邸、粗いコンクリート= マ

ルセイユのユニテ/ ラ・トゥーレ ットの修道院

・最晩年一一ル・コルビュジ工・センヲー

喜多俊之のデザイン

常にオリジナリティを追求し、世界的に活躍する喜多俊

若いデザイナーや学生を対象に、名古屋国際デザイン パネルと 、任意提出の模型、実物による審査一。 之氏 (環境およびインダストリアルデザイナー) がs oul

コン ペ開催委員会 ( 名古屋市+ 国際デザインセンタ 審査員はインテリアデザイナーの内田繁、グラ をキーワードに21 世紀のデザイン・ビジョンを提案す

一+ 中部デザイン団体協議会) が第 3 回国際コンペテ フィ ックデザイナーの佐藤卓氏ら国内外の 9名。 る。主催は倣掴際デザインセンター。

ィションを行う 。 期日 第 1 次審査周作品受付は2002年 3 月 1 日 (金) 入場料は一般300円/ 学生200円。

あらゆるデザイン分野から、 rr弱さ 』ということJ をテ ｾＴ 月 ＱＸ 日 Ｈ 木 Ｉ。 第 Ｒ 次受付は Ｙ 月 Ｖ 日 Ｈ 金Ｚ Ｉ 会期 ＲＰＰＲ 年 Ｒ 月 ＱＵ 日 Ｈ 金 Ｉ ｾ Ｓ 月 Ｓ 日 Ｈ 日 Ｉ

ーマに作品を募集する。公用語は日本語と英語。 賞金 グランプリ 1 点200万円 、金賞 3 点各50万円 、 11 :  ＰＰｾＲＰ＠ :  00 (最終 日I t 18: 00)  2 / 19 (火) 休み

資格 2002年 4 月18 日時点で40歳未満の個人またはグ 銀賞 5 点各20万円、入選20点ほどに記念品 会場国際デザインセン合 - 4 階・デザインミュージア

ループ。何点でも応募可。 テーマ主旨 、応募要項詳細は名古屋国際デザインコン ム+ デザインギャラリー

審査 2 段階審査一 1 次はスライド、 F D、E- mai l ( こ ぺ開催委員会事務局 (T E L 052- 265・2 105) へ問い合 名古屋市中区栄3- 18・1

よる応募作品の審査。 2 次は 1 次通過作品を 、 わせのこと。http : // www. i dcnagoy. co. j p / c ompe /  .-・・・・圃圃圃圃圃圃圃 ナディアパーク・

博物館講座「建築史探偵団 保存・再生を考える j

デザインセン女ー

ビル内

阪神 ・淡路大震災以降、近代建築を上手に使いながら

残す「保存・再生j が活発に見られるようになった阪

神聞の現状をとらえて 、大阪歴史博物館は講座「建築

史探偵団保存 ・再生を考えるJ を企画した。

最初に学芸員が歴史的建造物を見るポイン卜や保存・

再生事例を解説 した後、3回に分けて部告を訪れる。

対 象 3 固とも参加できる人であれば、だれでも可

定 員 50人

費 用 参 加 費500円 ( 3 四分、交通費・食費は別)

申込先 「往復はがきj を2 月20 日 (水) 必着で郵送。

〒540- 0008 大阪市中央区大手前4・1- 32

大阪歴史博物館「建築史探偵団」係

・日程およびコース

第 1 回 2002年 3 月2 日(土) 10:  00博物館集合、博物
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館4 階で解説。14 :  ＰＰｾＱＶ＠ :  30大阪教会等見学。

第 2 回 3月9 日(土) 13 ・00現地集合。16: 00 まで

旧西宮砲台ほか、西宮周辺の見学。

第 3 回 3 月24日( 日) 13: 00部曲集合。16: 00まで

旧大阪郵船神戸支底ほか、神戸周辺見学。

詳細の問い合わせは、酒井一光学芸員 (T E L 06- 6946・

5728) へ。

TEL 052- 265-2106 

AQUOS(200 1)  

一一ハンブルク美術

工芸憎物館とミュ

ンへン州立美術館

の永久コレクシヨ

二ノー一一

NPO法人企業ミュージアムの協会で近江八幡散策ツアー

NPO法人「企業ミュー ジアムの協会J (亀田訓生理事

長) が主催する早春の散策ツアーでは 、近江八幡を訪

ねる。和菓子の「たねや」、よしの博物館、瓦の博物館、

八幡織、近江商人の古い商家などを見学する予定。

日 時 2002年 3 月10日( 日)

午前10時 j R近江八幡駅南改札口・集合

参加賀 一般2500円 (交通費、食事代自己負担)

企業ミュージアムの協会会員は2000円

申込先企業ミュージアムの協会 ( F AX &  T E L  06-

6872- 0969)  



第3 3回中部建築賞入賞 8 点・入選 7 点決まる

愛知県厚生連渥美病院 愛知県渥美郡田原町

設計/ 共同建築設計事務所 施工/ 竹中・大成・銭高J V

オンワード樫山名古屋支庖ビJ レ 名古屋市中村区名駅

設計/ 大成建設施工/ 大成建設鹿島建設'JV

中山道広重美術館 阪車県恵那市大井町

設計/ 車戸建築事務所施工/ 東急舘林特定建設工事J V

入選/ T 一般部門 3 点V 住宅部門 4 点

岐阜県立森林文化アカデミー 阪阜県美濃市曽代設計/ 北川原

温建築都市研究所+ エース設備設計施工/ 湾崎建設、索山組

zooo (ずだじ幼稚園) 静岡県浜総市恩地町

設計/ ナウハウス施工/ 杉浦建築后

静岡市斎場火葬棟 静岡市慈悲尾

設計/ 針谷建築事務所 施工/ 住友・市川特定建設工事J V

ケアハウスへルパーステーション _ r. ，/ 7J 7 刊 河芸町庁舎 ・防災センタ一 三軍県安芸郡河芸町

デイサービス 愛知県愛知郡長久手町 鵠十/ 日本設計名古屋支社飽工/ 大林組名古屋支庖

施工/ 大成建設名古屋支盾

K- 邸 愛知県xu谷市山池町

設計/ アルアイエー名古屋支社施工/ 白竹i護企

一一一一i nformati on

立山酒造側本社工場 富山県砺i鹿市中野

設計施工/ 竹中工務后名古屋支后

入賞/ A 一般部門 7 点V 住宅部門 1点

芸術監督の家 富山県中新川郡立山町

設計/ 永曽琢夫施工/ トミソー

平成13年 3 月31 日までに中部圏 (愛知、三重、岐阜、

静岡、福井 、石 川、 富山、長野、滋賀の 9県) にまま工し

た一般建築物と住宅を対象とする 「中部建築賞」には、

一般部門で43件、住宅部門で26件の応募があり 、審査

(藤木忠義委員長ほか 7委員) を終えて、昨年12月12日

に表彰式が行われた。

主催は、 中部建築賞協議会( 財団法人東海建築文化セン

ター内)。

金沢泉野町の家 (岩脇邸) 金沢市泉野町

設計/ 吉島衛建築研究室施工/ 浅沼組北陸営業所

御薗村の箱型民家 三重県度会郡御箇付

設計/ 松崎美香施工/ 荻原建設
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正副会長会議

第 2 回正副会長会議

5 日 Ｒ 持 ｾＳ 時 ＳＰ 分・於本会会議室

出席者金多会長ほか 6名

議 題 ( 1 ) 入退会の状況について

(2)  H13年度収支見込について

(3)  1建築する人たち~アーキテクト ・アー

テイス卜の素顔 ｾｊ 出版予約開始につい

て (事業委員会)

(4)  121世紀の協会検討委員会J (中間報告)

21 世紀の協会検討委員会

正副リーダ一会議

20日 Ｒ 時 ＳＰ 分 ｾＳ 時 ＳＰ 分 ・ 於本会会議室

出 席 者 片倉委員長ほか 4名

議 題 「協会21世紀を考える委員会J 答申書のまと

めについて

編集委員会

第 9 回編集委員会

5 日 Ｖ 時 ｾＸ 時 ・ 於本会会議室

出席者宮田委員長ほか 5 名

議 事 (1)  14年 1 月号「国土交通省近畿地方整備局

営繕部j 特集経過報告

(2)  14年 2 月号「再生 ・リサイクルー循環型

社会をめざしてJ 特集経過報告

(3)  14年 3 月号「愛知 ・名古屋 21世紀 ・

大都市の再生と活性化の動き j 特集報告

日 本 建 築 協 会

月間の動き

(4)  ＱＴ 年 Ｑ 月号 ｾＱＲ 月号表紙改定案検討

(5) 第 2 回読者と選ぷ 「建築と社会賞」

(6) 会誌の将来について

(7) 収支状況報告

第 9 回広告企画小委員会

5 日 Ｔ 時 ｾＵ 時 ＳＰ 分 ・ 於本会会議室

出席者宮田委員長ほか 9 名

議 事 ( 1)  1 月号「国土交通省近畿地方整備局営繕

部J 特集経過報告

(2)  2 月号「再生・リサイフルー循環型社会

をめざして j 特集経過報告

( 3)  3 月号「愛知 ・名古屋- 21世紀・大都市

の再生と活性化の動き j 特集経過報告

(4) 作品作風関係報告

(5) 収支状況報告

第 3 回計画分科会ーインテリア・住宅系-

3 日 Ｗ 時 ｾＹ 時・於本会会議室

出席者西団幹事ほか 3 名

議事来年度特集案について検討

第 9 回設備分科会

4 日 Ｖ 時 ｾＸ 時 ・ 於本会会議室

出席者近藤国失幹事ほか 6 名

議 事 ( 1)  1研究最前線j の企画

(2)  1設備の頁」の企画

第 9 回構造分科会

7 日 Ｖ 時 ｾＸ 時・於本会会議室

出席者 白沢委員ほか 4 名

議 事 「構造の頁」の企画

第 B団施工材料分科会

{平成13年 12月分}

13日 Ｕ 時 ｾＶ 時 ＳＰ 分 ・ 於本会会議室

出席者太万川幹事ほか 4 名

議 事 14年度特集について

第 9 回作品作風小委員会

13日 Ｗ 時 ｾＸ 時 ＳＰ 分 ・ 於本会会議室

出席者赤木副委員長ほか 7 名

議 事 ( 1 ) 作品の選定

(2) 作品の掲載状況並びに掲載予定の報告

(3)  1  gall ery J 掲載報告・予定

第 2 回計画分科会計画系

17日 Ｖ 時 ＳＰ 分 ｾＹ 時 ・ 於本会会議室

出席者吉村委員ほか 3 名

議 事 2002年 4 月号「安全j 特集の企画

第 9 回法令分科会

188 Ｔ 時 ｾＶ 時・於本会会議室

出席者中島幹事ほか 4 名

議 事 (1) 1法令コーナーJ の企画

(2)  2002年 6 月号法令特集の企画

事業委員会

30' s eye出版打合せ

25日 Ｖ 時 ｾＸ 時 ＳＰ 分・於本会会議室

出席者川村委員長ほか 3名

議 事 30' s eye出版について

出版委員会

第 8 回出版委員会

20日 Ｖ 時 ｾＶ 時 ＴＵ 分・於大巳会議室

出席者山田委員長ほか10名

議 事 ( 1) ( プロのノウハウ〉 と特装本の経過報告

i  n  f  0  r  m a  ti 0  n  (2) 今後のテー? と執筆者選定

2 0世紀末ヨーロッパ 4大美術( 博物) 館を巡る

20世紀末ヨーロッパlこ完成した「ユダヤ博物館J ( タ 募集人員/ 25名 ( 最少可窪行人員20名)

ニエル・ リベスキンド、1998年)、 「へルシンキ現代 申込締切/ 2002年 3 月18 日(月) ー先着順一

美術館J (スティ ーヴン・ホ ール、1998年)、 「ビ‘ ルバ 参加申込書に必要事項を記入し、郵送またはFAXで申

オ・グッゲンハイム美術館J ( フランク ・ゲーリ一 、

1997年) 、「テー卜・モ ダンJ (ヘルツオ ーク &ド ・ム

一口ン、2000年) を中心に、ベルリン、へルシンキ、

ビルパオ、ロンドンを巡る旅が企画されている。

旅行主催は近畿日本ツーリスト附新宿法人旅行支庖。

同行講師は建築ジャーナリストの湖上正幸氏。

旅行期間/ 2002年 4月24日(水)- 5月 3 日(金)

旅行代金/ ￥ 458，000-

し込むと同時に、参加申込金￥ 91 ，600ー (旅行代金

に充当) を振り込む。

・旅行申込先/ 近畿日本ツーリスト倣断宿法人旅行支

応 ( 干160- 0022新宿区新宿2・19・1、F AX 03-3341・

31 01)  

・申込金振込先/ 三井住友銀行東京第一支庖 (普通預

金口座NO. 4117904、口座名 : 近畿 日本ツーリスト(側

新宿法人旅行支庖)

スイス・ドイツエコロジー建築視察ツアー2002開催

エコロ ジー建築設計と情報ネッ トワ ク車邸裁「ひと ・ 申込書とパスポー トのコピー は郵送または F AXで送

環境計画J (代表: 高橋元) 主催のエコロジー建築 ・ り、旅行申込金￥ 30，0 0 0 - は下記口座へ。

建材海外視察ツアーは、環境先進国ドイツ、さらに 6 ・旅行申込先/ J TB団体旅行大阪東梅田支居 (干530-

回目の今年はスイスまで足を延ばし 、現地コーディネ

ーターや説明員がついて説明が受けられる。

旅行期間/ 2002年 5月 8 日(水)- 5月16日(木)

旅行代金/ ￥ 348，000- (東京 ・大阪発)

募集人員/ 25名 (最少オ遅行人員)

申込締切/ 2002年 3 月29 日(金)
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0054北区南森町2-1・29、FAX 06- 6361- 4904)  

・申込金振込先/ UFJ 銀行千代田支広 (普通預金口座

NO. 5460437 口座名: ｾ 槻ジ 、 エイ テ ィビ一団体旅行大

阪東梅田支庖)

ツアー 内容の問い合わせは 、ひと ・環境計画 (T E L

03- 3368- 6764、F AX 03- 3368-9272) へ。

第 6 団結震のトラブルと解決策小委員会 (仮称)

6 日 Ｖ 時 ｾＷ 時 ＳＰ 分 ・ 於本会会議室

出席者中川主査ほか 7 名

議 事 (1 ) 事例報告

(2) 今後の作業予定

教育委員会

第 2 回工高生教育小委員会

11 日 Ｖ 時 ｾＶ 時 ＴＵ 分 ・ 於本会会議室

出席者和田副委員長ほか 9 名

議 事 (1) 第47回工高生デザインコンク ール実施報告

(2) 次年度第48回コンクール募集規定の件

建築ク ラブ

第355回朝食会

11 日 Ｘ 時 ＳＰ 分 ｾＱＰ 時 ・ 於大阪全日空ホテル

演 題 「干支から占う 来年はどんな年? J  

講 師 戸 出 武ru十二支研究家経営コンサル空ン卜 )

参加者 39名

建築関係団体合同忘年懇親会

14日 Ｖ 時 ｾＷ 時 ＳＰ 分・於太閤園参加者 ＲＴＹ 名

4 会員の言ト報

藤 田 邦 昭 氏 平成13年12月15日ご逝去



空調・衛生・クリーンルーム設備

(設計 ・施工)

組朝日工業社

本社 ・本 J;li

大 阪 支 社

支 庖

東京都港区浜松田T ! - 25- 7 -;11話03 (3432)  5711 

大阪市淀川| 区 }J J1 ｦｾＺ［＠ 1- 58- 59 ;12話06 (6302)  2270 

北海道/ 東北/ 北l拘束/ 繍浜/ 名古屋/ 中国/ 九州、|

電気・空調・衛生・防災・産業廃水設備

設 計 施 工

. ，ヲイヲシ株式会社

本目大臣本社 〒550-0002 大阪市西区江戸掘 l 丁目 9番25号 電話 (06)644卜8231

東 京 本 社 〒 102-0071 東京邸千代悶区富士見 2丁目 15番10号 電 話 (03) 326卜8231

支 社 名古屋 ・福岡

宝 庫 札幌 ・仙台 ・新潟 ・大宮 ・千葉 ・横浜 ・金沢 ・京都 ・神戸 ・天理 ・岡山 ・

広島 ・高総熊本

営 費量 所 帯広 ・函館 ・青森 ・秋田 ・盛附 前橋 ・長野 ・静岡 ・豊田 ・砕・富山 ・

編井 ・徳山 ・松山 ・高知 ・北九州 ・鹿児島 ・那斬

出 張 所

海 外 支 庖

技術研究所

旭川 ・領品 ・川崎 ・松江 ・徳島 ・下関 ・長崎 ・大分 ・宮崎

シンカ. ポール ・ホンコン

干354-0044 埼玉県入lijl 郡三芳町大字北永井390番地電話 (0492)58-1511

空気調和設備

給 排 水 設 備

電 気 設 備

i X " ¥ 産 業 設 備

1 /冨¥1 水 処 理 施 設

マーｾ 環 境 施 設

関 西 支 広

本 社

支 庖

三機工業株式会社

取 締 役 相 長 宅 m 光

常務取締役関西支庖長 本 木 満

大 阪 市 中 央 区 北 浜 2 - 2 ー 21 電話 06 (6202)  7554 

東京都千代田区有楽町 1 - 4 ー 1 電話 03(3502)  6103 

北海道 ・東北・関東・千葉 ・横浜，北陸・名古屋・京都・神戸 ・四国・中国・九州

空 気 調 和 設 備

衛 生 設 備 設 計 施工

φ  
三建設備工業株ま奮社

大阪支庖

本 社

支 社

大 阪 市 北 区 紅 梅 町 3 番 5 号 屯 話 (6352) 1  1  3  1  ( 代)

東京都中央区日本橋蝦殻町 2 - 22  電 話 (3667) 3431 ( 大代)

名 古 屋 ・仙 台 ・札 幌 ・広 品 ・福 岡 ・金 沢 ・新潟 ・横 浜

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備 ・ 設 計 施 工

。謙式会社三晃空調

本 村

束京本! 苫

大阪本lお

支 j古

大阪 rli 北区河天満3丁目 13番20号 電話06-6363・1671

東京都新街区西新宿新宿住友ピル電話03- 3344- 79 11

大阪市北区西天満3 f 自13番20 号 包括06・6363-137 1

仙台 ・横浜 ・才'1 IJi 属 ・点都 . i' I' 戸 ーlよJ: 』・編問

E・9 よりよき環境へ技術で挑む一一一一

守 株 式 会 社 精 研

社

メンテナンス

東 京 支 社

大阪市中央区瓦屋町 2丁目 11番16号( オートセンターピル1'2階)

干542- 0066 電 話 大 阪 (06) 6768- 5  0  3  1代表

泣話 大阪 ( 0 6 ) 6 7 6 8 - 1 6 5 1 代 表

東京都文京区小石川 l 丁目 12番14号( 日本生命小石)11 ピJレ7階)

〒 112- 0002 電話 (03) 5  6  8  9  - 2  3  5  1代表

商白は空気です。

¥! r -
黙と空気のエンジニア円ーーーー

楠 式 書 牡

鳴

ｾｾ大気扇土
・営指積目

空気 回 和 政 舗 首m水衛生股偏 重猿股

備 企曾防止関連股舗の政計副作。蝿工

本社・東京本届 東京都新宿区西新宿2-6-1 古田一3344-1851( 大代) 大阪本社宮崎-6' 崎一3603( 代)

大阪支社 世田-6' 咽 -5851 (代) 名古屋主庖 .. 052-211-1535( 代) 中国主庖 " 082-2' 7-55"

九州支唐 古092-431-2147( 代) 宮鍵所北関東禍浜 ・神戸東部岡山四国

空 気 調手[1 どとさL 搬送機設備

給排水衛生 、てつ7 設 計 施 工

人に優しい環境づくり

第一工灘横式怠誼

大 阪 支 底 干 530-0047 大 阪 市 北 区 西 天 満 3丁 目6番 14号

本

電話 0 6- 6 3 6 4 - 6 6 6 1 (代表)

社 干 100- 0005 東京 都千代 田区丸の内3丁 目3番1号

屯話 o3. - 3  3  1  1  - 8 5  1  1  (代表)

よ り 快 適 な 水 環 境 を め ざ し て

給排水衛生設備. 冷暖房設備. 消火設備の設計施工

ムN.... 額面醗衛生工業而大阪本庖

大阪本庖

本 キ土

支 庖

干531-0071 大 阪 市 北 区 中 津 六 丁 目 8番 4号

T EL 06-6458司3628 ( 代表)

干108- 0023 東京都港区芝浦 三丁目 6番 18号

T EL  03-3452-7441  (代)

札幌 ・東北・ 新潟 ・東関東 ・横浜 ・名古屋 ・九州

O K U J U  

麗鷺宮釜窓も危@ aク長吾輩毘爽認

「大規模天井無足場工法j

内外装創作パネル システム天井・間仕切

枯式会社オクジ‘ュー

本 社

大阪市北区西天溝5丁目3番7号 〒530-0047

TEL(06)6312-4131 FAX(06)6312-7996 

東京九州 ・摘浜 ・名古屋 ・商九州 ー京都

ぁ : 〒

ぷ ブ 伽

ゑ= 義 Z
ｉｾ＠ ' J 甫 宮 ツ

恨 4 - i良 ク

工 ｬｩｌ ｾ ス

Ｇ ｉｾ 位 ｅ 逗 ささ
の τ 不 草 ｾ圭

判| ヨ苧 平 二二

，;主 コご 白¥¥ 

は宗 iE主主

社 三ご]
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減量護主両 17規制限角問問常

。
電 気 設 備 設 計 施 工

続 裏 金 忌

-・・・・・

・圃-

-
E・E
r 司E

代 表 取 締 役 社 長 上 田 正 雄

言I

本 社 大 阪 市 中 央区 北 浜3 - 6 - 1 3 (日 土地淀 屋橋 ピ ル〉

司Z 話 o 6  (  6  2  0  5  )  3 6 7  1  ( 代)

支 j苫 東 京 都 中 央 区 日 本 橋 茅 場 町 2 丁 目 1 7 番 3 号

徒 話 o 3  (  3  6  6  6  )  1  4 7 8  ( 代)

営 業 所 桝 ・ 泉 州 . Jt!. 南 ・ 滋 賀

電気段備 ・計義制御段備・空関I i : 備・クリー ンルー ム設備・プラント設備

鉛排水衛生投備・エネルギー集中. . 視システム 段計施工

23 三宝電機柿式会社

S ANPO 

取締 役 社 長 嘉 納 秀 一

社 司 お 似7大臣制直直玉置喧- 6- 6( 霊t:M T E U邸〈図64)1471'F AX('6(6おの白羽

東京支往 〒協{ I l l j 掲也選窃蜘銃府畑島卦 T E Uωωη 〉お11' FAX閃〈臼72l 目l l 5

Ｘｾ＠ 〒452-a47名古屋市北区金属3-12-14 T E U倍以鈎1 ) 5131. F AX( l 辺倒4) 汚お

神戸支后宇宙7i J HJ 縛雫議E誕現11-6- 11K' 丁目レ TEL078(842)6411・FAX078(842)6416

層研究所そ鵡- < r o i 大阪府廓市三宝町七T3関 TELOm( 27l 84飽 FAXO万2(27)1424

学校建築のトータルアドバイザー

圃圃・・・・・・・・・・・E

I 二 葉 工 業 株 式 会 社 E

62 

黒 板 ・ 掲 示 板 ・ 家 具

電動黒板装置・サイン・スクリーン

干 547- 0001 大 阪 市平野 区 加美北 3- 4- 5

T E L 0 6  ( 6792)  5858 F A X 0 6  ( 6792)  2810 

Di gi tal  Pri -Press 

凪ｾ匝副凪ｾｾｾ

代表取締役社長 依 藤 孝 行

青葉印刷株式会社

干534- 0027 大阪市都島区中野町2丁目 10番11号

円l OI1e. 06-6351る4 2 8 Fax. 06- 6351・5 2 9 9

人と都市の快適な環境をつくります

首. 種目殴肘・施工 ・監理

・電気股備

壁宜電 ・幹織

勘 力 制 圃 甚 置

電話、融送、インターホン

防犯、防虫

中炎底捜輔副

γ ステム肘甚

Ｍ 咽 こ 肘時型ど ｩＡｊＱｊ ［ＢＯｦｾ｟ ｾ

- 空鍋・総排水・衛生I D : 備

空 気 圃 和

工岨配菅

水地理

コー ジェ ネレーション

クリ ー ンルーム

・プラ ント

プラント肘益

システふエンジ ニア リング

- 情報通信役僧

情岨通情ネ γ トワーク

情帽処理

温情システム

量進システム

・電力紙且設備

畳宜電

業空送配電

地中道配電

民主" ' " " 一 一 一 ー と 何

。 住 友 電 設 株 式 会 社 禁翠;11:t;; 慧ZZ22f;:;i 421:;::: :zr

C HOY O 

人カ重いる多彩なフィールドで、

新しい限界に挑戦しています。

電気設備設計施工

朝 陽 電 気 株 式 会 社

代表取締役 山 本 貴 士

本 社 〒 5 3 0 - 0 0 0 5 大飯市北区中之島三丁目 2- 4( 朝日ビル)

T E L  0 6( 6 3 8 5)  1 3 6 1  ( 代) F AX  0 6( 6 3 8 5)  1  0 5 0  

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式 会 社

関 西 支 社

取締役支社長 伊 藤 義 信

大阪市中央区高麗橋 4 丁目 3 番 7 号 電 話 大 阪 (6202) ＰＳＲＵｾＹ 番

本 社 東 京 都 千 代 田 区 西 神 田 1 丁 目 4 番 5 号

支 社 北海道・東北 ・丸ノ内 ・新宿 ・神奈川 ・東関東 ・北関東 ・中部 ・九州

Const r uct i on chemi s t r y  f or t he f ut ure.  

コンクリート用混和剤/ コンクリート用補修材E

高性能無収縮材/ コンクリート用高性能床材 l  

¥¥¥1 |  
I  j 川 lt

j 目圃

続 式 会 祉 工 ヌ 王 ム ピ 一

線 式 会 事 主 ポ リ " リ ス 物 産

本 社 東 京 都 港 区 六 本 木 3 - 16 - 26 

大 阪 支 底 大 阪 市 中 央 区 北 浜3-2-23( 信愛ピル)

T EL06-6202・3294

聞11
11

⑪滋 P附業麟 ;営業;;盟問有

Ｍ圃圃圃圃Ｎ｝Ｑ昆 ＺＮｊ 恐怖は賀直回 ｅ 剥 ｉ 匝 ｅ 罰 ｾｾ Ｉｬｬｩｊｦ ｛ｾ ｬ 邸主主】紺刑 ｅ 彊層圏圃圃圃圃

入と技織をクリエイティヴで結びます

， 

ケ日本データネット株式会社

本 社 干530.0043 大阪市北区天満 1- 1- 10 TEL. 06- 6352- 7502 FAX06- 6355- 2714 

制 作 部 干530. 0043 大阪市北区天満 1- 9- 19 TEL. 06- 6352- 0943 FAX. 06- 6355- 5533 

印刷工場 〒530. 0043 大阪市北区天満2-5-1 5  TEL. I  FAX. 06- 6352- 1551 
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特 徴

女 『ソーラー建築デザインガイドJ ( 最新事例カラー写真及びデータ集) を無料進呈

女アクセスの良い. J R 新大阪駅徒歩6 分の会場。豊富な資料・機器カタログを配布

女業務用太陽熱利用システムの具体的計画立案及び補助金申請手続き等を解説

平

成

刊

年

2

月

日

日

(

金

)

叩

時

初

分

j

均

時

初

分

. 講 師

~エコロジー建築・都市をめざして- 1環境と共生する建築の現状と動向J

事11戸芸術工科大学環境デザイン学科教授 小 玉 祐一 郎 氏

「太陽エネルギーを中心とした新エネルギー政策について」

近畿経済産業局資淑エネルギー音11 エネルギー対策課長 中 西 康 直 氏

「業務用太陽熱利用システムの企画立案と助成制度へのアプローチ」

ソーラーシステム( 株) 1当然エネルギー事業部取締役部長大石茂一 氏

「建築と一体で考える太陽熱利用システム」

( 社) ソーラーシステム振興協会 第二業務委只会委貝長 村 松 泰 行

「太陽熱利用のコスト例及び最新事例J

( 社) ソーラーシステム振興協会 第二業務委員会副委員長 下 野 哲 朗

. 会 場

メyレノ勺レクOS A K A

5階孔雀の問

( 大阪市淀川区宮原4-2- 1)

. 対 象

。官公庁、地方公共団体

O 建築、設備設計事務所

O 建設会社

0 その他、施設への

大型太陽熱利用設備

導入に携わる方

. 申込方法/①郵便番号・住所 ②氏名 〈複数の場合は各人の名前( フルネームで) ) ③勤務先

④所属- 役職 ⑤電話 . FAX番号 .Eメールアドレスを記入し、F AX又は郵送又はEメールでお申

込みください。 ※ お申込者には後日「聴講券J をお送りします。

. 申込及び問合せ先/ ソーラーシステム振興協会 業務 ・広報部 小野または大森

〒105-0003 港区西新橋1-4-10 第3森ピJレ8階 TEL. 03 (3593)  3636 FAX. 03 (3508)  1745 

Eメール ... J DK04625@nifty.ne. jp UR L…hti p: /  / w w w.ssda.or. j p 

後援新エネルギー- 産業技術総合開発機構主催 在団法人ソーラーシステム振興協会

デンカC S Aファミリー製品

- Tニ. . OCSA ( 膨張性混和材 ) コンクリートのひびわれ防止に

・安二 ＢｏＢｾ ，ヨニＮＮ Ｈグ ラウト用無収縮材Ｉ鉄骨ベース、逆打部の充填モルタルに

Ｍｔ ニ ＮＮＰ 守ョー子・ｾＧｊｾ Ｈ耕一＿＿＿Ｉ コンクリート躯体の漏水補修に

・安ニJ OE S(土質安定用急硬材 ) 地盤補強用薬注入

・零ニ. . OI I OOO(製品用超高度混和材 ) コンクリートパイルの早期出荷と

ノ、イモメント製造用に

ネ土

A

Q

冨式株業産
白

木浜電気化学工業株式会社

近 畿 地 区 販 売 庖
T E L 本社・京都 ・網野 ( 0 7 7 2 7 ) 2 - 2 2 2 0  

舞鶴 ( 0 7 7 3 ) 7 6 - 0 1 3 3  

ネ土

T E L 大阪 ( 06 )

A

Q

玄式

6 4 4 3 - 6 1 8 1  

株業産;甫金 森 藤 平 商 事 株 式 会 社

T E L 大阪 ( 06) 6 3 3 2 - 6 8 6 1  

T E L 東京 ( 0 3 ) 3 2 7 2 - 8 5 0 1  

A

会式株産 ネ土

A

Q

玄郷

T E L  滋 賀 ・守山 ( 0 7 7 5 ) 8 3 - 2 3 8 1  

T E L  大阪 ( 06 ) 6 8 7 7 - 1 5 8 1  

式株成イヒ東ネ土物洋光

6 2 5 2 - 6 0 0 0  T E L 大 阪 ( 0 6)  
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次代がもとめている天井材は、「ダイ口一

アメニティと工コノミィの両立。これから性能は、天井で差がつきます。

マンションから空港までDAI KENの天井材 「ダイロートンJ は幅広く活躍しています。上質な素材感をたたえながら、僧性をいきいきと表現。

曲線使いや表面の切削仕上げなど、豊かなテ、ザインバリエーションで、設計者の創造力にもしっかりと応えてくれます。シンプルでスピーテ.イな

施工、工期短縮、 コストダウンと、時代が求めるニーズにも対応。合理性と多彩なアメニティを両立した高性能天井材。それが「ダイロートンJ です。

トン」でした。
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明日の住まいにいいこと 大 建 工 業 株 武 会 社 本社大阪市北区堂島 1丁目6番20号(堂島アパンザ) 22F a  (06)  6452. 6000 

差しをコントロールし、 冷・暖房負荷を軽減します。

ガラスブ ロックの 内面倒l に 金 属 酸

化被膜をコ ーティングした熱線反射

ガラスブロック。太陽熱の反射率が高く、

| 太陽エネルギー

同時に光の透過量を抑えます 。 また、 ｉｾＧＭＧＭＧ￯ｯ￲ 百

空間における冷 ・暖房負荷を軽減し、

省エネルギー効果を発揮 。さらに、

反射膜が内面側にあるため、反射膜は | 合計制

外気やクリーニングの影響を受けません。

い地域や強い西日のあたる壁面な

どに使用して、 日差しをコントロ ール 、

|合計圧射串 11  下 |  胎酢遭遇串

快 適 な 生 活 環 境 を創 りだします 。 |40覧+26覧=66覧 11 I 日5世+ 19国=34百

・熱線反射ガラスブロッヲの熱収支 ( 入射角 30' )

光のアーキテクチュア
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| ガ ラ ス プ ロ ッ ク |

企現物はサンプルでご確認ください.

- お問い合わせあるいはサンプルに関しては、下記までお気軽に。

〈日: 本本電気硝子〉シヨ一 Jルレ一ム . 東京 (ω03ω) 3456. 35引11 . 大阪 (ω06ω) 6399. 2728 < 代理庖〉シヨ一 Jルレ一ム . 東京日本硝子建材株式会社 (ω03ω) 36閃32ι.7η72幻1 . 大阪工ヌイ一ジ一建材株式会社 (ω06剖) 6392ι . 2711

院八イテク矧刀ラスで未来腕をつω 一 一 帥 業 悶 本 柑 … 部 椋 駅 叩 吋 …(ω伽側0ω附 …3ω)

幽日京置. . . - 一醐 釧 削 … … …1旬巾叫54叫山山… …4叫れ何…)同旧山5臼 引5. 4

匝副 子 仙伯台 (0ω2仰 M山叩……. 8剖判叫8似制叫4削州1刊1 高酬帆酌一崎町削叩(ω伽0ω叩 削 …2幻剖27)3η巾7) 32川川3幻 …2

-画. ＱＺＺｉｾｅｩＡ＠ 支 E 名古提屋 (陥陶白叩附2剖 仰)加臼悶叫山2ι日. 54引 金釧沢 (附附076州6引)凶M抑叫叩3与引山-斗川1叩ω陶 B 大阪 {ω附6) 印 蹴2叩2. 271引幻m引 1刊1 広崎島 (ωω8れ 42. 6533 ｩｉｾ＠ (087) 節 制 限 福岡 (09引制・3371

E 描 翫 J o ; A4沼 山 J軍 司 ガラスブロック | ネオパリエ| ラピエ |ファイアライト |放射線遮蔽用鉛ガラスく L X> I真空式ソーラーシステム ・;1' 恥l 1Il .
J
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